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　アマチュア名人。

　数あるアマチュア将棋タイトルの中でも最高峰に位置づけられる。

　アマ名人の栄冠を得た者は数々の栄典を手にする事ができるが、その中で最も価値あるものは『対局』だった。

　神との対局──プロ棋士の頂点、『名人』との記念対局である。

　名人の角落ちで行われるが、無論、単なるお遊びではない。

　その年の記念対局は関西で行われた。

　関西将棋会館で最も神聖な御上段おんじょうだんの間まにて行われたその記念対局に、名人はタイトル戦で着用する和服を身にまとって現れた。

　対するアマ名人も、対局開始の一時間以上前から盤の前に座り、アウェイであるプロの対局場の空気に慣れようと策を凝らす。いかに相手がプロ棋士であっても角落ちで負けるのは限りない恥辱。絶対に負けないという気迫があった。

　盤側ばんそくには奨励会員の少年が記録係として座り、プロ公式戦と同じ格式にて、その対局は開始された。

　序盤、アマ名人は完璧だった。駒落こまおちのリードを存分に活かし、事前の研究通りに局面を進めていった。

　中盤の捩ねじり合いも制し、優勢のまま終盤に突入する。名人が実力を出す暇を与えず、一気に勝負を決めようと猛攻を掛けた。

　直後、名人が予想外の場所に桂けいを跳ねる。

　その一手が将棋を完全にひっくり返した。

「まさか……？」

　ちょうど十五分間考えた時、アマ名人の男性は思わずそう呻いていた。

　読めば読むほど、それまで優勢に進めていたと思った将棋が、全く勝ち目の無い将棋になっていると判断せざるを得なくなっていった。完全に読み負けていたのだ。

　盤に伸ばしていた男性の首が、ガクンと折れる。


「…………ありません。参りました」



　形作りのために数手指してから男性は投了した。敗北の悔しさよりも、美しい棋譜きふが残ったという清々しさが胸に残る。それはこの名人と対局した誰もが抱く感情だった。

「危なかったですかね？」

　名人は微笑みを浮かべながらそう言った。確かに細い攻めではあったが、その口調はしかし、寄せを完璧に読み切っていたという自信が漂っていた。

　記者やカメラマンといった関係者が入室するまでの数分間、対局者の二人は思い思いに感想を言い合う。

　序盤、中盤、そして終盤……お互いの読みを披露し、意見を述べ合い、二人だけが探索した世界を共有する。

「素晴らしい」

　名人は唸るように言った。

　勝ちはしたが、男性の読みはアマチュアのものとは思えないほど深く精密だった。アマのままにしておくのは惜しいと感じるほどに……。

「もし奨励会への編入試験を受けるおつもりがあるのなら、喜んで私が師匠を引き受けさせていただきますが？」

「ありがとうございます。しかし僕には幼い娘がいますから……」

　今からプロを目指す意志はない。男性はそう言った。

　アマチュアでは頂点に立ったが、超トッププロには角落ちで負ける。その自分がプロを目指しても限界は知れていた。ましてや目の前にいる名人は、角落ち以上のビハインドを背負った上で彼を圧倒したのだから……。

　妻と、そしてまだ小さな娘のためにも、彼はプロ棋士という不確かな夢を追いかけることはできなかった。たとえなれたとしても、自分の才能では限界が見えている。

「ですがもし、成長した娘が棋士になりたいと言ったら、その時は──」
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　俺、九頭竜八や一いちと弟子、雛鶴ひなつるあいの一日は詰将棋から始まる。

「あい。用意はいいか……？」

「は、はいっ！」

　畳の上に置いてある一冊の詰将棋問題集。

　その前に、師弟で並んで正座する。

　小学生の弟子は畳に両手を突いて前傾し、小さな身体を前後に揺すって臨戦態勢。

　俺は問題集の表紙の隅を指で摘つまみ──


「いくぞ？　レディー………………ゴッ!!」



　ガンマンが拳銃を抜くような手つきでページをめくる。

　最初の問題は超実戦型。対局の終盤に普通に現れそうな局面だ。

　この問題で弟子に負けたらプロを名乗れない。見た瞬間に詰ました。

「できた！　３一角から２五金までの十五手詰め！　次いくぞ！」

「はいっ!!」

　一点先取。ページをめくる。次の問題は玉を中心に飛車と角が『／』の形に並んでる曲詰きょくづめ。

　実戦では絶対に現れない局面だが──

「解けました！　５六金から２二竜まで十九手で詰みっ！　です!!」

「くっ……次！」

　こんな感じで弟子と競うようになったのは最近のことだ。

　俺が詰将棋を解いてると、あいは逆側から図を覗き込んで「あー」とか「ふわー」とか言うわけですよ。明らかに俺より早く解いてるのね。逆から見てるのに。

　で、いつの間にか隣にちょこんと座って一緒に解くようになり、そして現在はどっちが先に解けるか競争するようになったというわけ。

　将棋界の頂点に立つ竜王が小学四年生と競ってるのってどうよ？　と思わなくもないんだが、このミラクルＪＳ女子小学生は詰将棋の神の子だ。人界の基準で測るのは無意味。

　今日もここまで十問解いて互角の勝負を繰り広げていた。

「おし！　最後の問題、いくぞ!!」

「はい！」


　ページをめくる────うお!?　な、何だこりゃ!?



「めっちゃシンプルな入玉にゅうぎょく型だな？　攻め駒は飛車、銀、と金だけで、持ち駒は角、金か……すぐ詰みそうなもんだけど、んー？　意外と、これは……」

「……こう、こう、こう……こうこうこうこうこうこうこうこう──」

　ヤバい。あいのエンジンが全開だ。焦あせる。

　初手の候補は多くないから、そっから一番なさそうなのを選んで──

「わかった！　３八銀から銀を消して玉の後ろから金を打ち、それから９筋に角を打ってそれを角合いで防いでから２八玉と金を取って以下３八馬──」

「それ打ち歩です」

「え!?」

「できました！　３八馬じゃなくて４九馬として２八馬までの二三手詰めですっ!!」

「ああ畜生！　そっか、打ち歩かぁ……」

　俺が選んだ手順は『打ち歩詰め』といって、最後に歩を打って玉を詰ます形になってしまう。

　これは二歩とかと同じで将棋における反則だ。

「いやぁ、初形の４九銀が邪魔駒だってのは気付いたけど、そこに打ち歩の変化が潜んでるとはなぁ……まんまと引っ掛かっちまった……」

「打ち歩回避きもちいいです♡」


「変則合駒の応手が二回、そっから馬を捨てる捌きの収束まで、よくもまあ六枚の駒だけでこれだけの筋を実現できるもんだ。はぁー……これは凄い。名作だわ」



　もう溜息しか出ない。弟子に負けた悔しさよりもこの詰将棋に出会えた喜びにサンキュー。

　解き終わったあいも夢見心地だ。

「こういうの見ると、自分でも詰将棋を作ってみたくなりますー……♡」

「わかるわかる」

　詰将棋ってのは芸術だ。

　単なるパズルとは違う。作者が込めた想い（作意）を摑む事が解答への第一歩で、そこからの展開と収束はまるで一編の小説を読んだかのような感動を与えてくれる。

「でも、将棋の修行中に詰将棋創作はオススメしないな」

「どうしてです？　解くのはいいのに……」

「作り始めると時間がどれだけあっても足りなくなるからだよ」

　解くのは一瞬。だけど作るのはメチャ時間かかる。

　一作に十年くらい掛けたなんて話はザラで、中には三十年とか信じられないような時間を要した作品もある。作ったって一円にもならない詰将棋に、だ。

　詰将棋創作のし過ぎで浪人したり、女房子供に逃げられたり、会社を潰したりと、玉ではなく自分の人生を詰ましてしまった人達の逸話は実に多い。シャレになってない。

「しかも詰将棋を作る力と将棋の強さってあんま関係ないっぽいしな」

「そうなんですか？」

「実戦で詰将棋みたいな綺麗な詰み筋が発生した事あるか？」

「んー……ないです[image: ]」

　長手数になればなるほど、芸術的であればあるほど、実戦からは掛け離れていく。ファンタジー小説のようなものだ。


　だからこそ、すっっっっっげえ面白いんだけど。



「いま解いた入玉型の詰将棋だって、実戦なら玉が九段目──相手陣地の一番奥まで入り込めばまず詰まない。それに有名な詰将棋作者の棋力って意外とアマ初段くらいだったりするし」

「それであんな詰将棋が作れるんですか!?」

　詰将棋と指し将棋は違う。トッププロでも『実戦でこんな綺き麗れいな詰みは出ない』って理由で詰将棋を勉強に取り入れない人もたくさんいる。

　ならどんな勉強をどれだけやるのが一番いいのかというと、それもまた分からない。

　誰よりも将棋の勉強をしたからといって、誰よりも強くなれるわけじゃない。

　将棋の道とはかくも険しく、そしてよく分かんないものなのである。

「だからあい。ただ単に詰将棋をいっぱい解いたり練習将棋をいっぱい指したりするんじゃなくて、どんな勉強をどんなバランスでこなすのが自分に一番合ってるのかを探すのも大事なことなんだぞ？　それを常に意識してだな」

「師匠師匠！　これも面白いですっ！」


「おまえ、俺の話を………………ほほう？『無防備玉』か」



　玉側の守り駒が一枚も無いタイプの詰将棋だ。

　簡単に詰みそうに見えるが、さっきの問題と同じで入玉してるためなかなか摑まらない。

　これは……まず２八に飛車を打って──

「２四金までの五九手だな。三六手目の歩の中合と三九手目の２四飛が気持ちいいね」

「さすが師匠！　一瞬ですね!?」

「先に解いといてムカつくわー……」

「てへへー♡」

　あいはペロッと舌を出す。畜生かわいい。無条件でお菓子とかあげたくなる。

「この作者の人、よく名前見ますけど……これって何て読むんですかね？　げっこう？」

「会長だろこれ」

「へ？」

「会長だよ。ツキミツセイイチ会長」

「……かいちょう？」

「日本将棋連盟会長だって。プロ棋士で一番偉い人。つーか十七世名人だぞ？」

「す、すみません……わたし、師匠以外のプロ棋士の方って、ほとんど知らなくて……」

　あいは将棋を始めてまだ四ヶ月。

　しかも始めた理由が俺の対局姿を生で見た事で、それから三ヶ月間は詰将棋とネット対局だけの独学だった。驚異的な才能もあって棋力はどんどこ上がってるが、まだまだ初心者と言っていい。教える事は山盛りだ。

「ところで師匠、今日のご予定は？　研究会ですか？　それともどこかへお出かけに？」

「今日は仕事。あいも一緒に行くぞ」

「しごと？　でも、土曜日おやすみなのに……それにわたしも一緒にって、どんなお仕事ですか？」

　押し入れからスーツを取り出しながら、俺は弟子の質問に答えた。

「お稽古レッスンだよ」
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「すっごーい！　ここがあの神戸なんですね!?」

　神戸、三宮さんのみや。

　電車から降りたあいは休日の人だかりに揉まれながらも、俺の顔を見上げて目をきらきらさせている。まるで修学旅行に来たみたいなはしゃぎっぷりだ。

「大阪おおさかからすっごく近いです！　あっというまですっ!!」

「新快速で大阪駅から二十分くらいだからなぁ」

　関西将棋会館や俺のアパートがある福島ふくしまから大阪駅までは環状線で一駅なので、乗り換え時間を含めてもここ三宮まで三十分もあれば着く。連盟は本当にいい場所に建ってる。

「あい。手」

「は、はいっ!!」

　改札を潜くぐると同時に手を繫ぐ。あいは北陸から出て来たばかり。はぐれたら大変だ。

「恥ずかしいだろうけど放すなよ？」

「ぜったいにはなしませんっ[image: ]　二度とはなしませんっ[image: ]」

「そ、そうか……」

　それはそれで困る……。

「ふわわ、師匠！　人もお店もいっぱいです！」

「休日の神戸はいつもこんな感じだぞ？　ちょっと歩くと異人館とかあるし、他にもモダン寺とか南京なんきん町まちの中華街とか」

「いじんかん！　ちゅーかがいっ！」

　特にここ三宮は観光客も集まる神戸の超人気スポット、そらもうすごい人ですよ。季節も春でベストシーズンだしな。

　そんな雑踏ざっとうの中でもあいは特に目立っていた。

　片手で俺の手をきゅっと握り、もう片方の手にお気に入りの信玄しんげん袋ぶくろ（棋士がタイトル戦とかで使う和服に合わせた小物入れ。扇子がすっぽり入るサイズなので重宝する）を提げたあいはすれ違う人々からガンガン注目を集めている。

　まず見た目がかわいい。これだけでもう他を圧倒している。

　それに加えて天真爛漫てんしんらんまんなあいの性格が、まるで子犬のような愛くるしさをその一挙手一投足に与えていた。

　舌っ足らずな甘い声。ころころと変わる多彩な表情。何をしててもかわいく見える。

「……やっべーよ。これやべーよ……抗えねぇよ……」

「ふぇ？　師匠？　なにがやばいんですー？」

「い、いや……」

　いかん。弟子のあまりのかわいさに仕事を忘れ完全に神戸の観光を楽しんじゃってた。無意識のうちに入る予定のなかったカフェとか入って一緒にケーキ食べてるもん……。

「あ、このケーキですね!?　たしかにやばいほどおいしいです!!」

「ああ……うん。ソウダネ……」

「はー……師匠と一緒に神戸でお茶できるなんて、あいは幸せ者ですー……♡」

　しかも本人は自分のかわいさに全く気付かずにいるから無防備この上ない。無防備玉だ。かわいさ垂れ流し状態。危なっかしい事この上なし。

「……あい。ちょっといいか？」

「あ、師匠。ほっぺにクリームついてますよ？」

「えっ？　どこどこ？」

「ここですー」
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　小学四年生の弟子はテーブルに身を乗り出して手を伸ばすと、師匠の頰にくっついていた生クリームを指ですくいとってぱくっ。「にへー♡」と幸せそうな笑顔を浮かべる。殺す気か！

　た、頼むからもうちょっと警戒してくれ……。

　俺はニヤけそうになる自分に活を入れて、弟子に都会で生きる者の心構えを説く。

「……いいかあい。大阪でも神戸でも、人がいっぱい集まる所には悪い人もいっぱい集まるんだ。特にあいみたいなかわいい子は狙われやすい。俺や桂けい香かさんと一緒じゃなきゃ、こういう場所には来ちゃダメだからな？」

「すみません師匠。よく聞こえなかったのでもう一回言ってもらっていいですか？」

「だから、あいみたいにかわいい子は悪い人に狙われやすいから警戒しろと──」

「えへー♡　えへへー♡」

　脅してるのに弟子はなぜか表情をふにゃふにゃさせてる。かわいい。

「おまえなぁ……真面目に聞かないとホント大変な事になるんだからな？　都会は危険がいっぱいなんだから、ちゃんと気をつけてくれよ？」

「はぁい！」

　あいは一応そう返事するが、ふにゃったまま「わふわふ♡」とじゃれついてくる。かわいさの漏出はむしろ勢いを増している。早く止めろ!!

　うちの弟子に限らず、将棋やってる人間ってのは自分が他人にどう見られてるのかに興味が無い人間が多い。っていうか将棋以外に興味を示さない。

「姉弟子とかも昔からそれで苦労してて──」

「ッ!!」

『姉弟子』という単語を聞いて、あいの身体に緊張が走った。

　俺の姉弟子である空そら銀ぎん子こ女流二冠は桁違いに目立つ。

　あの銀色の髪と白い肌は外にいるとそれだけで発光してるくらい目立つ上に、整った顔はもう精霊せいれいか何かに見えるほどだ。ナンパ男やストーカーに付け狙われた事は数知れず。その度に何故か俺が彼氏と間違われて被害に遭あってきた。ホント勘弁して欲しい。

「……ししょー」

「ん？」

「わたしとあの人……どっちが上ですか？」

　上？

　どっちが目立つかって意味かな？

「そりゃ姉弟子だろ？　見てくれもトンがってるし、顔が売れてるから。《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》だから」

「……師匠のだらぶち」

　あいはぷんすかしている。さすがに研修会試験で完かん膚ぷ無なきまで叩きのめされた相手の話を聞いて心穏やかではいられないようだ。

　同門で、しかも目上の存在にも対抗心を剝き出しにしてくる。将棋以外でも張り合ってくる。

　この闘争心……頼もしいぞ！

　でも頼むから喧けん嘩かは俺がいないところでやってくれ!!

「ところで師匠。今日のお仕事って、神戸を観光することなんですか？」

「そんなわけないだろ……お稽古レッスンだよ、稽古」

　俺は溜め息をつくと、コーヒーをひとくち飲んでからプロの『仕事』について説明する。

「棋士の仕事は大きく分けて二つ。『対局』と『普及』だ。対局は将棋を指す事。普及は将棋を広める事で、例えば将棋大会の審判とか、イベントの指導対局。それからテレビの大盤解説とかサイン会とか……要するに公式戦で将棋を指す以外の事を普及ってザックリまとめてて、この中でも特に重要なのが指導対局。つまりアマチュアに将棋を教える事だ」

「それがレッスンですか？」

「そう。だから今日はこの近くに住んでる人の家まで出張レッスンに行くんだよ。昔から世話になってる人に呼ばれてね」

　決してＪＳ女子小学生と神戸観光に来たわけではない。

「特にプロの卵の奨励会員にとっては対局の記録係とレッスンだけが金を稼ぐ手段だからな。表向きはバイト禁止だし。俺みたいに地方から出て来た人間には貴重な収入源で──」

「おかね？」

　あいはポカンとした顔で、

「あの……将棋を教わるのに、おかねを払うんですか……？」

「そりゃそうだよ。お金を取るからプロなんだし」

「……」

　ガチャン。あいは手に持っていたフォークをテーブルに落とす。

　そしてぷるぷる震えながら──


「わ……わたし…………わたし…………」



「どした？」

「師匠におかね、払ってませんっ!!」

　カフェの中で、あいは真っ青になってそう叫んだ。観光客いっぱいいる中で。

　店の中の人々が驚いてこっちを見る。

　そして俺とあいに興味深そうな……というか不審そうな目を向けてきた。

　やばい。手汗がハンパない。

「いや……あい。その話はいいから。金の事はいいから」

「で、でも！　師匠には大事なこと、手取り足取りいっぱい教えていただいてるのに！　あんな事や、こんな事も……！」

　周囲から「て、手取り足取り!?」「あんな幼い子を相手に……」「通報した方がいいのかしら？」みたいな声が聞こえてくるやばいやばいやばい。

「それに一緒に暮らしてるんだから生活費だってかかりますよね!?　わたし、師匠のお部屋に住まわせていただいてるんですから！　二人で一緒に暮らしてるんですからっ!!」

「お、落ち着け？　な？　声が大きいから。な？」

　通報されちゃうから……な？

「ああっ!?　で、でもどうしよう！　わたし、おかねなんてどうやって稼いだらいいか……」

「いやだからね？　ちょっと聞いて？」


「も、もう…………からだで、お支払いするしか…………！」



「おまえわざと言ってるだろ!?　わざと際どい言葉選んでるだろ!?」

　震えながら服の裾に手をかけた小学生を止めて慌てて会計を済まし、店の外へ連れて行く。

　それから俺は声を潜めて説明した。

「……あのな。将棋界じゃあ弟子から金を取らない。一般的に」

「ふぇ!?　ど、どうして……？」

「自分の子供から金を取る親なんていないだろ？　弟子を取るってのはそういう事なんだよ。だからあいは金の心配なんかしなくていい」

　習い事として将棋を習う将棋教室の『生徒』と、プロを目指して入門する『弟子』とは、扱いが全く違う。

　本気で修業する弟子は将棋界全体の子供という意識があるからだ。

　だからこそ、弟子に取るのはそれなりに実力がある子だけという事になる。

「それに、ちゃんとご両親から毎月お金を振り込んでもらってるから。あいに渡してるお小遣いだってそこから出してるんだぞ？」

「……そうなんですか？」

「服とかもそのお金で買ってるから」

　あいのご両親からお金をもらってるのは本当。

　俺は別にいいって言ったんだか、向こうもそこだけは譲ろうとしなかった。『せめて生活費だけでも！』と言われてしまえば拒むのも失礼だ。

　だから受け取ってはいるけど、それは全額あいの口座に貯蓄してある。

　女流棋士になってタイトル戦に出る時に、貯めたお金で振り袖を買えばいい。番勝負に出るような棋士になれば着物は何着あっても足りないんだから。

　そんな棋士に、必ずあいを育てる。

「そういうわけだから、ご両親にはちゃんと電話でお礼を言うように」

「はい！」

「ああもう……バカなことやってたら時間が無くなっちまった。急ぐぞ！」

「はいっ!!　師匠!!」

　はぐれないように再び手を繫ぎ、俺とあいは駆け出した。
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「ふわわぁ……すごいお屋敷ですー……」

「もともと港の方に建ってた古い洋館を移築したとか言ってたな」

　レンガ造りのその館は、異人館街がある丘の上に建っていた。

　洋館からは神戸の街を海まで見渡す事ができた。最高の景色だ。

「とはいえ色々と手は入ってるけど。畳敷きの対局室はもちろん、屋上にはビアガーデンまであるから」

「びあがーでん!!」

　いまいち分かってなさそうな発音で驚きを口にする……でも温泉旅館の娘だからビアガーデンくらいは理解してるのか？

「どんな人が住んでらっしゃるんです？」

「小説家」

「すごい！　師匠、わたし作家さんに会うのって初めてです！」

「そ、そうか……」

「どんな本を書いてる人なんですか？」


「……恋愛小説、かな。…………大人の……」



「すてきっ!!」

「……」

　目をきらっきらさせてる弟子に、この館の主人の正体をどう説明すべきか懊悩する。

　主の名は、鬼沢おにざわ談だん。

　大人の恋愛小説……官能小説の大ベストセラー作家だ。

　代表作は『縄と肉』。

　何を題材にした小説かをここで詳しく説明するのは避けたいが、縄で縛られてボンレスハムみたいになっちゃった美女が吊されてる表紙の本と言えば、だいたいの内容はご理解いただけると思う。

　要するに──ＳＭ小説の巨匠。

「元は小学校の教員で、生徒に自習させながら教室で小説を書いてたらしいけど……」

「へー！」

　それがＳＭ小説というのが、この逸話を伝説へと昇華させていた。

「でも師匠。どうしてこんな凄いお屋敷に住んでる作家さんとお知り合いになったんです？」

「鬼沢先生は愛あい棋き家で、さっきも言ったけど奨励会時代に世話になった人なんだ」

　将棋や囲碁といった棋道を愛する人を愛棋家といい、そういう人達はお気に入りの棋士を支援する意味もあってレッスンの仕事をくれる。

　相撲で言うタニマチ。パトロンである。あいの祖父もそんな感じの人だったらしい。

「清滝きよたき師匠の代からずっとお世話になってる大恩人でね。俺が弟子を取った話をどっかから聞いてきたみたいで、ぜひ連れて来いって言われてさ」

「わたしを……ですか？」

「そう。だから今日の主役は俺じゃなくてあいってわけ」

「えええっ!?」

「初仕事だな」

　びっくりする弟子を軽くからかいつつ、門を潜る。

　正直、ＳＭ作家のお屋敷に小学生の女の子を連れて行くのはどうかと思ったんだが……まあラノベ作家とかよりは安全だろう。あいつらみんなロリコンだしな。

　鬼沢先生はどちらかというと熟女好きだし、基本的にあの人の書く小説のヒロインは未亡人だし、書いてる文章の割に本人はいたって普通の気のいいおじいちゃんって感じの人だし。

　そう思って館に足を踏み入れたら……玄関にドーン!!

「師匠！　木のお馬さんが置いてありますよ！」

　いきなり登場した三角木馬にあい大喜び。俺大慌てである。

「あれぇ？　でもこれ、どうして乗るところが三角形なんだろう？　ねえ師匠、これ、乗ったらお尻が痛くなっちゃいますよね？」

「……ソウダネ」

「うわぁ、こっちは鞭が飾ってありますー！　すっごーい！　太ぉーい！　ねえねえ師匠。これってお馬さんごっこに使うんですかね？」

「……ソウダネ」

「あれれ？　師匠、これは何ですか？　バナナみたいな……でもボコボコしてますね？　こっちのは根元で二股にわかれてるし。なんだろうこれ？　大きなキノコの模型？」

「さ、さあ奥に行こうか！　鬼沢先生を待たせたら失礼だからな！　な!?」

「わわわ！　し、師匠！　このキノコ、スイッチ押したら動きますよ!?」

「いいからこっち来い!!」

　あいの手から動くキノコを取り上げて視界の外に放り投げると、赤い絨毯の敷かれた廊下を歩いて奥の対局室へ。

　そしてそこに座ってニヤニヤしている老人に向かって叫んだ。

「鬼沢先生！　何ですかありゃ!?」

「あれって何や？」

「だから木馬とか鞭とかバイ……キノコですよ！　どうして玄関にあんなもん置くんです！」

「ちょっと前に模様替えしてなぁ」

「いつ!?」

「今朝や」

「狙ってやってんじゃねえか!!」

　この変態エロジジイ！　小学生相手に何てもの玄関に並べてんだ！

「師匠？　玄関にキノコ置いたらだめなんですか？」

「食べ物を粗末にしちゃダメだろ!!」

「子供はああいうの見て喜ぶと思ったんや」

　そりゃ喜んでたけども！　だから問題なんだよ！

「ま、そんな事はどうでもええ。さっそく一番いこうや」

「……」

　いそいそと将棋盤を用意する鬼沢先生。こういう無邪気なところを見せられると怒る気も失せる。俺は後ろでかしこまっている弟子に声を掛けた。

「……あい。教えた通りにできるな？」

「は、はい！」

　信玄袋から扇子を取り出して膝の前に置くと、あいは畳に両手を突いて深々と頭を下げ、挨拶の口上を述べる。

「九頭竜門下、関西研修会員の雛鶴あいです！　どうぞよろしくおねがいいたしますっ」

「あいちゃんかぁ」

　舌っ足らずなあいの口上に、鬼沢先生の目尻がだらしなく下がる。孫にお小遣いをあげるお爺ちゃんの顔だ。

「天才将棋少女あいちゃんかぁ」

「うちの弟子を某卓球少女みたいに呼ばないでくれます？」

　駒を動かすとき「サーッ！」とか叫び出したらどうしてくれる。

「そんならまあ、まずは平手で一局やってみよか？」

「はい！　おねがいしますっ!!」

「元気がええねぇ」

　先生は目を細めながら駒を並べ始める。こういう姿を見ると本当に好々爺って感じだ。これでどうしてあんな変態小説を書けるのか不思議で仕方がない。

　ちなみに鬼沢先生の棋力はアマ四段。

　……ということになってるが、実際は二段ってとこだろう。

　実力に比べて段位が高いのは、それだけ連盟に対して貢献──要は寄付をくれたり将棋の宣伝をしてくれてるから、そのお礼。有名人に段位を贈ることは連盟の重要な外交だ。

　一方、あいの棋力は正真正銘のアマ四段。

　今なら五段とも互角に指す。アマ五段は大人の大会でも県代表クラス。詰将棋やネットで将棋を覚えたのでまだ対局の呼吸のようなものもわからないし、もちろん手加減なんてできない。

　だからサックリと鬼沢先生を詰ましてしまった。

「いやぁ強い！　これは平手じゃ歯が立たんねぇ」

　先生は負けてもカラカラと笑いながら、

「もう一局！　今度は角落ちでええか？」

「は、はい！　おねがいしますっ!!」

　駒を並べ直し、再び対局が始まる。だが今度はあいの陣地に角が無い。

　そして角を落とした事は、大駒一枚以上の影響を盤上に及ぼしていた。

「……っ!?」

　さっきとは全く違う伸び伸びとした鬼沢先生の指し回しに、あいは思わず息を飲む。先生はニタニタと底の知れない笑顔を浮かべた。

「驚いたか？　駒落ちはな、ちょっと得意なんや」

　鬼沢先生はプロ棋士や奨励会員と何十年にもわたって将棋を指し続けてきた。

　それはつまり、駒落ち下した手てを何百局と指してきたという事。

　平手で指すより駒落ちの下手を持つ回数が多く、しかもその相手は将棋の天才達だ。これほど鍛えの入った下手も他にいない。鬼沢邸に連れて来られたプロや女流の卵達は、俺や姉弟子も含めて例外なくこの食わせ者の爺さんに駒落ち対局で苦しめられてきた。

　誰が呼んだか──《上うわ手て殺しの鬼》。

「どや？　わしの将棋もなかなか捨てたもんやないやろ？」


「くっ……！」



「ま、駒落ちじゃあ威張れんけどなぁ」

　あいが駒落ちの上手に慣れてない事もあり、今度はかなりの激戦になった。師匠の前で負けられないというプレッシャーもあるだろう。

　少し厳しかったか……？

　でも研修会でクラスが上がるにつれ駒落ちの上手を持つ機会も増える。今のうちに厳しい洗礼を受けておく方がいい。

　そんな事を考えながら盤側ばんそくで観戦していると、隣に誰かが腰を下ろした。

「ちょっと見せていただきますよ」

「あ、どうも……」

　俺は思わず頭を下げた。

　鬼沢先生と同じくらいの年齢の、和装の男性だ。

　小柄だが風格があり、近くにいるだけで肌を刺すような気を感じる。幾度も修羅場を潜り抜けて来た人間のみが纏まとう気……まず間違いなく勝負の世界に生きてきた人間だろう。鬼沢先生の屋敷には正体不明の人達がよく出入りしている。囲碁の棋士だろうか？　この格好で麻雀マージャンやチェスって事もないだろうが……。

　聞いてみたかったが、対局の最中に盤側で雑談をするのもはばかられる。

「さあさあ。こんだけぎょうさん駒があるなら詰みそうなもんやが……」

　局面は鬼沢先生のリードで終盤を迎えていた。

　あいの玉は圧迫され、もはや望みは敵陣への入玉のみ。だがそれも非常に厳しい。一手でも最善手を逃せばその瞬間に勝負は終わるが──


「……こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこう………………んっ!!」



　読み切った手つきであいは玉を前進させる。

　そして見事に入玉を成功させ、最後は下手玉を即詰みに討ち取った。


「はぁー…………強い！　強いなぁ！」



　持ち駒を盤の上にバラバラと落としながら鬼沢先生は投了した。笑ってはいるが、あの局面から詰まされたのはさすがに悔しいだろう。

「駒がぶつかってからは抜群に強いわ。まさかあそこからひっくり返されるとはなぁ。わしはホンマにヘボやなぁ……」

「あ、あの……でも、ここでこうされていたら、わたしの負けだったので……」

「……あいちゃんは優しいねえ」

　二人が感想戦をしている光景を眺めていると、俺の隣で同じようにその光景を眺めていた老紳士が小声で話しかけてきた。

「あの年齢で、しかも女の子が、ハンデをつけて大人に勝つとは……鬼沢さんから強い子が来ると聞いてはいましたが、ここまでとは思いませんでした」

「才能のある子ですから」

「触れるのが怖くなりませんか？」

「なります。ええ」

　思わず身を乗り出して相手の言葉に同意する。

「自分が触れてしまうことで、あの子の才能が歪んでしまうんじゃないかとか、もっといい教え方があるんじゃないかとか……悩みっぱなしですよ」

「ですが、あなたも同じように才能のある子供だったのでしょう？　自分と同じようにすればよいのでは？」

「それでよければ話は楽なんですが……」

　俺は眉間を指で押さえながら苦悩を漏らす。将棋界の人間には言えない、見ず知らずの人だからこそ話せる事もある。

「強くなる方法は人それぞれです。将棋の勉強だけをずっとやっていれば将棋が強くなるかというと、そういうものでもない」

「ほう……」

「でも将棋の勉強をしなければ絶対に強くはなれない。じゃあどんな勉強をどの程度やればいいかというとそのあたりは本当に人それぞれで、結局は自分に合った勉強法を自分で見つけた者だけが強くなれる世界だと思うんです。だから教えすぎるのも問題です。教える事で逆に弱くなる事もありますから」

「そういうものですか」

「でも、悩んでばかりです。ダメな師匠で……」

「悩む事が愛情でしょう」

「結果が出なければいけません。そういう世界ですから」

「ふぅむ……」

　老紳士は考え込むように腕組みをして俯うつむくと、

「……お若いのに、よくぞそこまで……なるほど、あの御方が推すだけある……」

「へ？」

「今日はとても良いものを見せていただきました。では、また──」

　老紳士はさらりとそう挨拶し部屋を出て行った。

　鮮やかすぎるその去り際に、俺は結局、その人に名前を尋ねる事ができなかった。
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　あいがトイレに立った隙に、俺は鬼沢先生に話を聞く。

「どうでした？　あいは」

「筋はええと思うよ。銀子ちゃんよりええかもしらん」

「姉弟子より!?　そ、それはちょっと言い過ぎなんじゃ……」

　俺の姉弟子──空銀子は、女流最高位タイトル『女王』と『女流玉座』の二冠を保持しつつ奨励会二段にまで上った史上最強の女将棋指し。

　その無敵の勝ちっぷりから《浪速の白雪姫》という二つ名を奉られて本人は静かにキレてるわけだけど、そんな姉弟子よりもあいの才能が上だとは……。

「せやけど今のまんまやったら銀子ちゃんより伸びんやろな」

「え？　……どうしてです？」

「ライバルがおらんからや」

　鬼沢先生は断言した。

「どんな世界でもそうや。一人で強くなった人間なんておらん。ましてや将棋は二人で指すもんや。競い合ってこそ、初めて限界を超えられる思うで」

　──競い合う。

　自分が気づいていなかった、とても大切な事を言われている気がした。

「楽しむのは大事や。『楽しめることが一番の才能』っちゅう言葉もある。けど、才能だけでは強くはなれん。それを磨くのは『強くなりたい』っちゅう気持ちや。そして強くなりたいっちゅう気持ちは、強くならんかったらライバルに取り残されるっちゅう『危機感』から生まれる」

「危機感、ですか？」

「今、関東でも関西でも、あいちゃんと同年代で同じくらいの才能を持っとる子はいてへん。そういう意味で銀子ちゃんは環境に恵まれとった」

「でも姉弟子にライバルなんていませんよ？　あの人の敵になる女流なんて──」

「女流やない。あんたや」

「俺？」

「せやで。あんたも子供の頃は……まあわしから見たらまだ子供やけど……あいちゃんくらい小っちゃな頃は銀子ちゃんと競い合って伸びてきたやろ？　わし、憶えとるよ。この家で何度も対局して、盤を挟んで泣きながら取っ組み合っとったの。懐かしいなぁ」

　先生は昔の思い出を探すように部屋を見回してから、

「銀子ちゃんは今でもずっと、竜王・九頭竜八一を目標にしとる」

　と、真面目な顔で断言した。

「銀子ちゃんがプロ棋士になるために頑張っとるんは、タイトル取るためでも、史上初の称号が欲しいんでもない。あんたと同じ土俵で戦いたいからや。ただそれだけのために、あの子は修羅の道を選んだんや」

　奨励会という煉獄れんごくに飛び込んだのは、確かに俺が先だった。姉弟子は翌年の受験だ。

　師匠に憧れて将棋界に入った俺が奨励会を目指したのは普通の流れだったが、姉弟子には研修会に入って女流棋士を目指すという道もあった。それでも奨励会に入ったのは、単純に、姉弟子の才能ならプロ棋士になれると師匠が判断したからだと思ってた。

　姉弟子の選択に俺が影響してるなんて、考えた事すらなかったけど……。

「でもあいちゃんは、あんたを慕ってその後をよちよち歩きでついてくる雛や。決して競おうとはせん。だから今のまんまやったら、あいちゃんは銀子ちゃんみたいには伸びん」

「……」

「弟子を可愛がるのもええ。手取り足取り教えてあげるのも、師匠としての愛情やろ。せやけど時には突き放して厳しい環境に放り込むのもまた、師匠の愛情かもわからんね」

　長年にわたり将棋界を見てきた鬼沢先生の言葉は確かな重みを持っていた。

　俺はとても感動したが、

「師匠師匠！　おトイレに壊れたネックレスが落ちてましたー!!」

　と言って弟子が持って来たゴルフボールくらいの白い玉が繫がったネックレスを見た瞬間そんな気持ちは消え失せて、あいの手からそれを奪い取り目の前の変態ジジイに投げつけていた。

「どうだった？　鬼沢先生は」

「駒落ちやばかったです！」

　屋敷を出て駅に向かって歩きながら、あいはまだ興奮しているようだった。赤くなったほっぺたに真剣勝負の余よ韻いんが残る。

　思えば大阪に来てから、ここまであいが勝負で興奮したのは初めてかもしれない。

　それでもまだ、あの研修会試験で姉弟子と指した勝負将棋の興奮には遠く及ばない。鬼沢先生の言葉は俺の心に残尿感のようなスッキリしないものを残していた。

　とはいえ弟子の前だ。不安を振り払うように明るい声を出す。

「たんまり小遣いも貰ったし、中華街で美味うまいもんでも食って帰るかぁ！」

「ちゅうかー!!」

「何か食べたい料理とかある？」

「きゃにたまー!!」

「カニ玉？　美味うまいよね」

　この子カニ好きだな。カニ囲いも好きだしな。

「きゃーっに♪　きゃーにきゃに♪」と指をチョキにしてくるくる回る弟子を見ていると、敢えて厳しい環境に身を置かなくてもいいんじゃないかと思ってしまう。このまま天真爛漫に育っていけばそれで十分強くなるし、それがこの子にとって一番の幸せなんじゃないか──

　そんな事を考えていると、スマホが震えた。

「師匠？　お電話ですよ？　出なくてもいいんですか？」

「いいんだよ。全然知らない番号だから」

　ディスプレイに表示された番号を確認して、俺はスマホをそのままポケットに戻す。

「結構あるんだ。こういう事って」

「知らない人からお電話がかかってくることですか？」

「そう。どっから番号聞いてくるか知らないけど、連盟を通さないアポなし取材だったり、イタズラ電話だったり単なる将棋ファンだったり、まあ基本的にろくでもない電話ばっかだよ。この前は『四間飛車で穴熊を破る方法を教えてください』って」

「棋士ってたいへんですねぇ……」

「なぁ？　そういうのは振り飛車党に聞いて欲しいよなぁ？」

「……」

　姉弟子の熱狂的なファンから『銀子ちゃんと別れろ！　でなきゃ死んでやるぞ！　俺が!!』って謎の脅迫電話を受けたこともあったなぁ……「あんなのと付き合ってたら死にます。俺が」って言って速攻で切ったけど。あの人まだ生きてるんだろうか。

「んー……しつっこいな、こいつ」

「何度も何度もかかってきますー[image: ]」

　放置して留守電になっても懲こりずに何度もかけてくる。ここまでしつこいのは久しぶりだ。

　きっと非常に陰湿で変態的なヤツに違いない。振り飛車党だな。

　いい加減イラついてきたので出てやることにした。あからさまに不機嫌な声を出す。

「はい？」

『こんばんは。九頭竜八一様のお電話でよろしいでしょうか？』

「そうですけど……」

　落ち着いた男性の声に気勢を削がれるが、ここで甘い顔をしたらダメだ。

　幼い弟子が隣で聞いてる（「師匠、がんばれ！」みたいな感じで威い嚇かくするカニのポーズを取っている）とあって、俺はイタ電に対する手本を見せるべく毅然とした態度で応対した。

「あなた、どちらさん？　まず自分の名前を言うのが礼儀じゃないですか？」

『これは失礼いたしました。私、ツキミツと申します』

「ツキミツ？　どちらのツキミツさんでしょう？」

『日本将棋連盟の月光つきみつ聖市せいいちです』

　思わずスマホを取り落とした。

「師匠？　お電話、落としましたよ？」

　きょとんとするあいに見詰められたまま、俺は青ざめた顔でしばらくその場に立ち尽くし、それから慌ててスマホを拾ったのだった。震える手で……。
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　関西将棋会館の棋士室は細長い部屋だ。

　連盟の三階にあるその部屋は、常にプロ棋士や女流棋士、奨励会員、観戦記者が詰めている不夜城となっており、関西の棋士達はそこで練習将棋や研究会に励み、互いに研鑽する。

　その棋士室で俺は姉弟子と練習将棋を指していた。

「姉弟子って」

「……何？」

　十秒将棋でお互いバシバシ手を動かしながら、俺は上目遣いに姉弟子の表情を窺うかがいつつ雑談っぽい調子で切り出した。

「今、研究会どれくらいやってます？」

「何でそんなこと聞くの？」

「いや特に理由はないけど」

「じゃあ聞くな」

　会話終了。だがここでめげてはいけない。

　昨日、鬼沢先生に色々と言われた俺は、帰ってからもずっと考えていた。

　この先あいをどう育てていけばいいのかを。

『突き放して厳しい環境に放り込むのも師匠の愛情』

　この言葉を聞き、俺はあるエピソードを思い出していた。

　かつて将棋の世界では師匠が弟子と将棋を指すのは二回だけと言われていた事を。

　一度目は、入門の時。弟子に取る棋力があるかを測るためだ。

　そして二度目は──プロになれず奨励会を退会する時。

　そこで師匠は弟子にわざと負けてやったという。

『プロにはなれなかったけど、弟子入りの時より強くなった』

　そうやって自信をつけてやったのだという。別の世界で生きていくための自信を。

　俺も姉弟子も師匠には何千局と将棋を指してもらった。今の将棋界では師匠が弟子に直接稽古をつける事も一般的になっている。

　だが、胸を締めつけられるほど切ないこの話が、俺は好きだ。

　師匠になってみたらわかる。弟子は可愛がるより突き放す方が難しい。

　しかし棋士は究極的には独りだ。対局中は誰の力も借りることはできない。誰かに守られ、与え続けられるだけでは強くなれない。

　自分で強くなる強さを身につけた者だけが強くなれるのだ。

　だから俺も、あいを突き放して自立を促さなきゃいけないんだけど……。

　だがそれには大きな……大き過ぎる障害があった。




　──あいが、かわい過ぎるのである。




　もう、この世にこんなに愛おしい存在がいていいのかと思うほどにかわいい。目の中に入れても痛くないって表現があるけど、あれって真実だわ。見てるだけで癒されるもん。だったら目の中に入れて目が潰れてもすぐ回復するから痛くないじゃん？　って発想、至高だわ。

　かわいいだけじゃない。

　家事もできる。わがままも言わない。素直でかわいい。そしてかわいい。

『何か欲しいものあるか？』

　って聞くと、もじもじしながら

『ししょーと将棋が指したいです……』

　とか言ってくる。なんなのこのかわいい生きもの？　いじらし過ぎるだろ！　こんなの厳しく指導しろとか言われても無理でしょうが！　どうやったって甘やかしちゃうでしょうが!!

　そんなわけで俺だとどうしても手心を加えちゃうっていうかギリギリまで追い込めないし、きっとあいも俺が相手だと『絶対に勝つ！』って感じにならない。師匠はライバルにならない。

　そこで姉弟子の出番である。

　この人なら何の躊躇ちゅうちょも無くあいを泣くまで追い込めるのは疑いない。あいも研修会試験のリベンジで本気を出せるはずだ。殺し合いにすら発展しかねない。

「でもなぁ……姉弟子はなぁ……」

「……ちょっと。何？　さっきから何？」

　姉弟子は間違いなく、俺が頼んでもあいのトレーニングを引き受けてはくれない。姉弟子に何のメリットも無いからだ。

　あと、姉弟子は練習将棋でも相手の心まで折りに行くので大事な弟子が完全破壊されてしまう怖おそれがあった。

　それ、困る。すごく困る。

　そこで俺は取り敢えずこの最強女将棋マシーンがどのように爆誕したのか、その秘密を探ってみる事にした。何かの参考になるかもしれない。

「姉弟子って、どんな方法で将棋が強くなりました？」

「将棋を指す」

「まあそれはそうなんですけど、あるでしょ？　詰将棋とか棋譜きふ並べとか、どんな勉強をどんな感じでやってきたとか」

「将棋を指す」

「で……でもずっと実戦ばっかりやってたらいずれ頭打ちになるじゃないですか？　そういう時にどうしたらいいかって質問なんですけど……」

「将棋を指す」

「そうですね。将棋を指すのが一番ですね。でもほら、どうしても伸び悩む時期ってあるじゃないですか。そういう時は──」

「将棋を指す」

「スランプになったら──」

「将棋を指す」

「あんたに聞いた俺がバカでしたよ……」

「ぶちころすぞわれ？」

　互いにイライラして将棋が荒っぽくなる。意地を張って指がぶつかるくらいのノータイムで指しまくり、そしてギリギリのところで俺が勝った。銀子ざまあああああ。

「竜王」

「はい？」

　対局が終わるのを見計らうかのように、後ろから声をかけられる。

　いつの間にか室内にいて俺を呼んだその人は──

「……男鹿おがさん？」

「男鹿です」

　男鹿ささり。連盟職員、秘書課の女性だ。

　元女流棋士だが現在は引退しており、引退時に女流初段を贈られている。

　確か年齢はまだ二十代前半のはずだけど、成績が悪ければこうして引退に追い込まれる。プロ棋士もだが、女流の世界も同じように厳しい。

「竜王。研究会の途中で大変申し訳ございませんが──」

「あ、はい。例の件ですよね？」

　俺が椅子から立ち上がると、姉弟子が鋭い目でこっちを睨にらむ。

「勝ち逃げする気？」

「申し訳ございません女流二冠。会長のお召しですので」

「そういうわけですんでー」

「……頓とん死ししろ」

　姉弟子の呪いの言葉を背に受けながら、俺は男鹿さんに続いて棋士室を出た。勝ち逃げ気持ちいいです♡
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「あの……男鹿さん？」

「男鹿ですが」

　先を歩く男鹿さんに、俺は歯切れの悪い口調で探りを入れてみる。

「ええと……その、ですね？　できればどういう用件なのか、事前に教えてもらえるとすごく助かるって言うか安心するって言うか……」

「男鹿はそれを存じ上げません」

　ばっさり切り捨てられた。

　が、それは間違いなく噓だ。

「またまたぁ。男鹿さんに知らない事なんて無いでしょ？　教えてくださいよ。ね？」

「……」

　男鹿さんは足を止める。

　この人は会長秘書として東西の将棋会館を頻繁に行き来しているため、将棋界のありとあらゆる情報を握っていると噂されていた。

　そして男鹿さんはとある事情から、会長が目を通すべき全ての書類を見る事ができる立場にある。

　元女流棋士という経歴もあって将棋界の裏も表も知り尽くしているこの人は、会長の絶大な信頼の下、実務の大半を取り仕切っているとまで噂されていた。

　そこからついた異名は──《裏番長》。

「では情報交換いたしましょう」

　男鹿さんはこっちを振り返って言った。じょ、情報交換？

「最近、竜王に関するアンケートが連盟関係者の中で密かに行われているのです」

「俺の？　どんなアンケートなんです？」

「『未来の竜王夫人が誰になるか』です」

「は？」

「候補は三人。師匠の娘、姉弟子、そして内弟子の小学生です。現時点での得票はこのようになっております」

　男鹿さんはスマホの画面を印籠いんろうのように掲げる。




　清滝桂香　　　　　　二　票

　空銀子　　　　　　一七　票

　小学生　　　　　一六三　票




　小学生ブッチギリじゃねーか。

「ちょっと何ですかコレ!?　どういうアンケなんですか!?　なぜ小学生が他を圧倒している!?」

「要するにあなたが誰とデキるか、です。候補者とあなたの関係、候補者のあなたへの態度、そして何より竜王の性的嗜好を考慮した結果このような得票になったと男鹿は推察します」

「それってつまり俺のことロリコンだって思ってるわけですか!?　連盟関係者の皆さんが!?」

「別にそうは言っていませんが、票の傾向を見るとそう解釈する事も可能ですね」

「むしろそれ以外に解釈のしようがないでしょ!?」

「で？　実際の所は誰が本命なのですか？」

　男鹿さんはズイッと身体を寄せて聞いてくる。息が掛かるほどの距離。

「ち、近い……」

「ふふ。男鹿の魅力にドキドキしちゃいますか……？」

「いやそういうのは別に」

「なるほどやはり小学生にしか興奮しないと」

「だからどうしてそうなる!?　判別方法がザックリしすぎでしょ!?」

「お静かに。理事室の前です」

「……」

　黙り込む俺を放置し、《裏番長》はドアをノックして室内へ呼びかける。

「男鹿です。竜王をお連れいたしました」

『どうぞ』

　涼やかな声が室内から響いてきた。男鹿さんがドアを開け、そして俺は理事室の中に足を踏み入れる。

　その部屋で──俺は『伝説』と対面した。

「ごぶさたしております。竜王就位式以来ですかね？」

「は、はひ！　ここ、こちらこそ、ぼっ！　ぼぶ……ごぶさたいたしており……」

「そう緊張なさらずに。叱るために呼びつけたわけではありませんから」

　生きて鼓動する伝説は俺にソファーを勧めながら、ユーモアの漂う口調で言った。

「それに今はあなたの方が上位者ですよ？　九頭竜八一竜王」

「そんな……永世名人が冗談を言わないでくださいよ……」

　永世名人──将棋界で竜王と並び最高位にある『名人』のタイトルを五期獲得した者のみが、引退時に名乗る事を許される資格。

　目の前の人物は徳川家康とくがわいえやすから初代名人に推された大橋おおはし宗桂そうけい以来、十七代目の名人──十七世名人だった。

　とはいえ会長はまだ現役バリバリのＡ級棋士だ。

　俺の師匠の清滝鋼介こうすけ九段と同い年なためもう五十代にはなってるはずだが、スマートで若々しいその姿は三十代前半にしか見えない。ぶっちゃけ師匠と同い年には見えない……。

《月光げっこう流》

　会長の棋風はそう表現される。

　史上二人目の中学生棋士として将棋界に現れた閃光は、Ｃ２、Ｃ１、Ｂ２、Ｂ１、Ａ級の全リーグで全勝という最短距離で順位戦を駆け上がり、そして史上最速・最年少で名人に推戴すいたいされた。

　月の光のように細い攻めを繫ぎ、最短手数で詰みを見切る。

　会長が寄せに出た時、棋士達は粘るよりもむしろ詰まされる事を望んだという。

　美しい棋譜きふが後世に残るからだ。

　その美意識は他の棋士を遙かに超越しており、『最短の詰みを逃したから』という冗談みたいな理由で投了した事すらある。必勝の局面で、だ。

　防御を重視するそれまでの鈍重な将棋界に『速度』という新たな概念を持ち込み、現代将棋の礎をたった一人で築き上げた天才。それが月光聖市九段。

　だが神は、彼に光を与えると同時に、彼から光を奪った。

『盲目の天才棋士』

　月光聖市を語る時、史上最年少名人以上の畏怖いふと尊敬をもって語られるのは、病により二十代で失明したにもかかわらずその後もトップに在り続ける事実。

　脳内将棋盤を持つプロにとっても、全く盤を見ることなくプロ相手に勝つのは至難……というか、普通なら不可能だ。その不可能を涼やかな顔でやってのけ、しかもＡ級という頂点で今も戦い続けている。タイトル獲得数では現名人に大きく離されてはいるものの、月光聖市こそが史上最強という声は未だに大きい。

　そんなリビングレジェンドが俺にどんな用事なのかと尋ねると──

「弟子を取っていただきたいのです」


　…………は？



「長く将棋界のために援助をくださっている実業家の孫娘です。年齢は九歳。小学四年生」

「ちょ、ちょっと待ってください！　どうして俺……私なんですか!?」

「お好きでしょう？　小学生」

「なななななな何を言ってるんです!?　べっ、べつにちゅきじゃないでつよっ!?」

「冗談です。先方の希望です」

　そんな涼やかな顔で心臓に悪い冗談を言わないで欲しい……。

「どうもその娘さんが『弟子入りするなら現役Ａ級棋士かタイトル保持者でないとイヤだ』とおっしゃっているそうでしてね」

「ぜ、贅沢ぜいたくな……」

　関西所属のＡ級棋士かタイトル保持者となると、目の前の月光会長、《捌さばきの巨匠マエストロ》こと生石おいし充みつる玉将、そして竜王の俺に限られる。

　女流タイトルなら二冠保持の姉弟子や山城やましろ桜おう花かの供御飯くぐい万智まちさんがいるけど、それは勘定に入らないらしい。姉弟子は奨励会員だからそもそも弟子は取れないけど。

「私は会長の仕事があるのでこれ以上弟子を取ることは難しい。生石君はＡ級順位戦に備えて護摩ごま行ぎょうをしに九州です。連絡が取れません」

「ああ……もうそんな時期ですか」

　生石さんの護摩行は奨励会時代から続いてる、関西将棋界の風物詩のようなものだった。

　名人への挑戦者を決めるリーグ戦──『順位戦』が始まるのが六月。

　四月、五月は対局も少なく、プロ棋士にとって長期休暇ともいえる期間だ。

「それにもともと生石君は弟子を取らない主義のようなのでね」

「で、俺ですか？」

「最近弟子をお取りになったと伺いましたが？　しかも小学生の女の子を」

「取りましたけど……だからこそ余裕がないというか……」

　あいはすごくいい子だし、将棋の才能もあって家事もこなせるスーパー弟子だけど、やはりＪＳを弟子にするってのは気をつかう。おまけにあいは内弟子だ。

　年の離れた妹……というより、いきなり娘ができたような感じ。

　そこにもう一人、娘が加わることを想像してみる。軽く目まいがした。しかも絶対にロリコンって言われちゃうだろそれ……否定してんのに増えてんだぞ……言い訳できねえだろ……。

「まあ、そんなに深く考えないでください」

　会長は夜空に浮かぶ月のように涼やかな表情で無茶な事を言う。

「週に一度か二度、神戸にある先方のお宅に出向いて二時間ほど教えるだけでいいのです。稽古先が一つ増えたと思えば大した事はないでしょう？」

「週二で二時間ですかぁ……」

「順位戦が始まる六月まで、いやその子が研修会試験を受ける五月までで構いません。書類上の師匠は私で結構ですから」

「……」

　確かにそれなら何とかなる……か？

　そもそもあいみたいに内弟子に取るというのが今の時代では珍しい。書類上の繫がりだけで一度も将棋を指さないドライな師弟関係だって珍しくないのだ。稽古先と割り切れば気持ちの上でも負担にはならないし。

「謝礼も弾むと言っています。私の顔を立てると思って、とにかく一度その子に会ってはいただけませんか？」

「……わかりました。行くだけ行ってみます」

　会長にそこまで言われてしまっては断るのは無理だ。見事に寄せ切られてしまった。

　後にこのやり取りが俺の人生と将棋界を大きく変える事になるんだが……この時はそんな事、想像すらできなかった。誰だってそんな先の事を読み切る事なんてできはしない。




　ただ一人──月光聖市を除いては。
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　で、数日後に行ってみた。

「……なんっだ、こりゃ？」

　神戸、灘なだ区。

　六甲ろっこう山の麓に広がる閑静な高級住宅地に、その大豪邸は建っていた。まるで要塞。山だ。

「こ……神戸の一等地だぞぉ？　これ全部が一軒のお屋敷なのかよ……？」

「おい」

「ッ!?」

　背後からドスの利いた声を掛けられて振り向くと、そこには黒いスーツとサングラスでビシッと決めた女性が立っていた。

　若くてスタイルのいい美人……だが、明らかに堅気カタギには見えない。やばい。

「九頭竜八一先生……で、いらっしゃいますね？」

「双子の弟です」

「お戯たわむれを」

　サングラス美人さんに肩を摑まれると、悲鳴をあげるまもなく門の中に押し込まれた。

「先生のご到着だ！」

　門を潜ると……そこは異空間だった。

　玉砂利を敷き詰めた前庭で、同じような黒服サングラスの集団がずらりと左右に並び膝に手を置いて「お疲れ様ですッ!!」コールと共にお辞儀をしている。


『カイジ』とかでしか見た事のない光景っ……！　恐怖っ……!!



　さらに。

　ドーン！　ドーン！　と、閑静な高級住宅街には似つかわしくない打楽器の音が轟いた。

「じ、陣じん太だい鼓こ!?」

　──過去に幾度もタイトル戦が行われ将棋界において名宿と名高いかの『陣じん屋や』は、宿泊客が到着すると陣太鼓を鳴らして出迎えるという。

　が、まさか一般のお宅にお邪魔した際、インターホン代わりに陣太鼓が鳴るのを耳にするとは想像だにしなかった。っていうかこれ絶対に一般のお宅じゃねえよ！

「先生、主あるじがお待ちです。どうぞ屋敷の中へ」

「おなかいたいんですけど？」

「行け」

「はい……」

　後ろから追い立てられるように先へと歩く。

　玄関マットの代わりに虎の毛皮が敷かれた玄関で俺を出迎えたのは──

「お久しぶりです。九頭竜先生」

「ッ!?　あなたは……！」

「当家の主、夜叉神弘天こうてんでございます」

　それは、鬼沢先生の家で俺に話しかけてきたあの老紳士だった。

「鬼沢さんのお宅では、ご挨拶もせず失礼いたしました」

　そこで俺はやっと、鬼沢先生に呼ばれた真の理由に気づいた。

　先生はあいに会いたかったんじゃない。それも理由の一つだったろうが──

「……弟子じゃなくて俺を見てたんですね？」

「月光会長と鬼沢さん、ご両者から九頭竜先生をご推薦いただいたのです」

「あの二人が俺を……？」

「ええ。我が孫娘の師として相応しい御方だと。どうぞこちらへ──」

　夜叉神氏に続き、塵一つ落ちていない廊下を歩く。逃げる事を一瞬だけ考えたが後ろからさっきの黒服サングラス美人さんが音も無くついてきているのでそれは不可能だった。

　前を歩く夜叉神氏が足を止める。夜叉と天女の描かれた襖ふすまの前で。

「これが孫娘の天衣あいになります」

「あい？」

　夜叉神氏が襖を引くと──
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　年齢も、身体の大きさも、あいと同じくらいの。

　だが、纏う空気はあいと似ても似つかない──黒衣の『天衣あい』がそこにいた。
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「私はあなたを師匠だなんて呼ばないから」

　黒衣の少女──夜叉神天衣の第一声が、それだった。

「勘違いしないで。あなたはしょせん、金を払って教えさせる単なるレッスンプロよ。まぐれでタイトルを一期取っただけのザコ棋士に師匠ヅラされるなんて我慢ならないもの」

「……」

　可憐な姿からは想像できないほどのジャジャ馬だ。

　が、こういう勘違いした生意気なガキは山ほど見てきた。将棋の才能があるガキは必ず一度は天狗になる。そしてプロはその鼻をヘシ折られるどころか逆に伸ばした鼻で相手を突き殺して成長してきた連中だ。対処法も知ってる。

　セカンドバッグから眼鏡と扇子を取り出しつつ夜叉神氏に確認する。

「厳しくしてよろしいんですね？」

「存分に」

　保護者の許可をもらうと、座布団の感触を確かめて盤の前に腰を下ろした。

　そして自分の陣地から飛車と角の大駒を取って駒箱に仕舞う。

「二枚落ち？　別にいいけど、勝負にならないと思うわよ？」

「ああ。二枚落ちじゃあ勝負にならないだろうな」

　そう言うと、俺はさらに両サイドの香車を二枚、駒箱に入れた。

「じゃ、指そうか」

「ッ!?」

　天衣の表情が初めて揺らぎ、陽炎のように怒りが全身から立ち上る。

「ふっ……ふざけるんじゃないわよ!?　この私に四枚落として勝てるとでも思ってるの!?」

「つべこべ言わずにかかってこい」

　俺は有無を言わせず初手を指す。

「ッ！　……殺す」

　物騒ぶっそうな呟つぶやきを漏らすと、天衣お嬢様は指先から怒りが迸ほとばしるような手つきで応じた。

　お互いに時間を使わず進めていく。定跡じょうせき通りの進行だ。

「……なるほど。駒落ち定跡もちゃんと勉強してるみたいだな」

「当たり前でしょ？　ほら、もうこっちの勝勢なんですけど？」

「へぇ？　これで勝った気でいるのか？」

「プロが強がってるんじゃないわよ。どんな手があるっていうの？」

「そうだな……」

　俺は小考し、脳内の棋譜を検索する。

　思い出すのはプロになる前……奨励会時代の棋譜だ。

　研修会や奨励会の棋譜は、基本的に一般に公開されない。プロ未満の棋譜なので公開するほどの価値が無いと考えられているからだ。

　しかしそこには宝が眠っている。

　奨励会や研修会では、段位の差に対応するため駒落ち将棋が指されている。

　日本全国から集まった天才達が指す駒落ち将棋は、アマチュアが指す駒落ち将棋とはもはや違うゲームといっていいほど異次元のものだ。そこでは定跡書に決して記される事のない駒落ちの様々な新手筋が生まれ続けている。

　そんな隠された財宝の中から、俺は一つの手を取り出してみせた。

「こんな手がある」

「っ……!?」

　見た事のない変化を示され、天衣の顔に動揺が走る。

　ただ生意気なだけのガキかと思ったが、この反応からすると意外に素直な性格のようだ。ちょっとだけかわいいと思った。

「さらにこういう手もある」

「え？　……ええっ!?　こ、こんな手筋……成立しているの……？」

　サディスティックな喜びを覚えながら、俺は局面をもっと混沌とさせる妖手を放った。

　次々と示される想定外の手に、天衣の指し手は乱れ始める。

「どうだ？　楽しくなってきたろ？」

「う……く、あ……」

　奨励会や研修会だけじゃない。プロになってからも棋士は指導対局で何千何万と駒落ちの上手を持つ。

　俺はまだプロになって二年に満たないが、それでも奨励会時代を含めて駒落ちの経験を積んできた。プロはアマチュアとは比べものにならないほど駒落ちの将棋を指しているのだ。

　下手殺しの技はいくらでもある。

「どうした？　勝勢なんじゃなかったのか？」


「ぐっ……！　ま、まだよ！」



　唇を嚙んで屈辱に耐えながら、天衣は長い黒髪を細い指で搔き乱し、呻き声を上げつつも手を搾り出してくる。

　この綺麗な子は、とても綺麗な将棋を指す。

　ひねくれた性格とは似ても似つかない素直な将棋。真っ直ぐに王道を行く将棋だ。いい指導者に恵まれ、徹底的に定跡を叩き込まれたんだろう。

　だが逆にいえば、定跡に頼ってしまい、悪くなってから跳ね返す底力が無い。

　将棋が綺麗すぎるのだ。泥臭さも粘り強さも感じない。

　序盤中盤隙だらけだが終盤で全てをひっくり返すあいとは全く逆のタイプ。優等生だが底が浅い。要するに、才能が無い。

　──こんなもんか……。

　天衣の才能に見切りをつけ、俺はこの対局を終わらせようと攻めに転じる。

「ッ!!　きた……！」

　逆撃を受けた天衣は恐怖に顔を引きつらせた。

　駒落ちの定跡ってのは基本、攻める技術だ。

　どう防御すればいいのかは教えてくれない。

　だから定跡に頼るアマチュアは、整備された道を外れるとそれだけで崩れ始め、そして反撃された瞬間にポッキリと心が折れる。


「…………」



　うな垂れるように下を向いた天衣を見て、俺はこの子の心が折れた音を聞いたような気がした。

　生意気で高飛車なお嬢様もこうなってしまえば憐あわれだ。

　どれだけ駄々だだをこねたところで、どれだけ相手を罵倒したところで、盤上を見れば自分の弱さがはっきりする。生涯初めての屈辱なんだろう。

　──せめてこれ以上苦しまないよう、綺麗に決めてやるか……。

　そう思って全力で攻撃する。プロ棋士の激しい攻めを浴びせられ、天衣の囲いはたちまち穴だらけになった。

　天衣は弱々しい手つきで陣形の綻びを補修するが、それは延命措置でしかなかった。

　致命傷を負い、それを塞ぐ手段は無い。


「……………………ま…………」



　負けました、か。

　俺はここで天衣が投了すると思った。とっくに心が折れてしまったと。

　だが。

「ま……だッ！」

「ん？」

　盤から顔を上げ、天衣は俺を睨みつける。夜叉のような鋭い目には執念の光。

　勝負を諦めた者の目ではない。

　折れたと思った天衣の心は、まだ繫がっていた。

　それどころか──
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「まだ……私は戦えるっ!!」




　天衣は自陣にありったけの持ち駒を打ちつけ、こちらの攻めを受け続ける。

　そして出現した局面を見て、俺は思わず目を見開き、呻いていた。

「ッ!?　これは……」

　いつのまにか、攻められているはずの天衣の陣形が逆に堅固になっていたからだ。

　定跡にある囲いじゃない。

　俺の攻めによって玉の守りについていた金銀がバラバラに分解されているにもかかわらず、天衣の陣形は不思議なほどに強固だった。

　歪いびつだが、紙のように薄く見えるが、玉の周囲にある駒が不思議な力で組み合っている。指し手の意思の強さを表すかのように。

　──俺の攻めを利用して囲いを再構成した!?

　いや、それどころか……俺の攻めを切らしてカウンターを狙っている!?

　この力は……。

「『受け将棋』、か」

　その時初めて俺は、自分が天衣の才能を完全に見誤っていた事に気づいた。

　この子の才能は『攻め』や定跡に詳しい事じゃない。

　その逆だ。

　劣勢になった時、驚異的な力を発揮する棋士がいる。

　最近じゃあ漫画の影響で《受け師》なんて呼ばれたりもするが、相手に攻めさせることで逆に局面を有利にできるという異能の棋士達だ。

　見切りの技術。正確な速度計算。敵の指したい手を事前に殺す勝負勘。混沌こんとんとした局面を強引にまとめる腕力。

　受けて勝つには、そんな様々な力が必要になる。

　だが何より重要なのは──劣勢になっても決して諦めない、鉄板のような精神力だ。

　白刃の下を、降り注ぐ銃弾の中を、傷つくことを怖れずに勇気を持って潜り抜けることができる精神力。寿命をすり減らしながら、苦しい将棋をどこまでも戦い抜く心の強さ。

　畢竟ひっきょう、それは折れない心。




　夜叉神天衣は折れない心を持っていた。




　──この子は……強い!!

　定跡という鍍金メッキを剝がした下にあったのは、鍍金よりも強く、激しく、美しく輝く──原石の煌きらめきだった。
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　とはいえ俺はそこから態勢を立て直し、きっちりと天衣の玉を詰ました。盤上に愛は無い。


「く……っ！」



「頭金あたまきんまで指す根性は買うが、実力はまだまだだな」

「ッ……!!」

　天衣はボロボロと涙を流しながら盤上の駒をぐしゃりと潰し、夜叉のような視線で俺を睨みつける。

　そして何も言わず盤の前から立ち去ろうとした天衣に、俺は鋭い声で言った。

「挨拶！」

「うるさいっ!!　あんたなんてきらいっ!!」

　黙って見守っていた夜叉神氏がさすがに叱責する。

「これ、天衣。先生の仰おっしゃるとおりにしなさい」

「……おじいちゃまのバカッ!!」

　大泣きして席を立ってしまった天衣が部屋から出て行くと、黒服の女性が慌ててその後に続き、そして夜叉神氏は正座したまま長い長い溜め息を漏らした。

　俺は駒を片付けてから、気まずい思いで頭を下げる。

「……すみません。少しやりすぎてしまったようで……」

「いや、あれでよろしい」

　きっぱりと夜叉神氏は言った。

　それから「ふぅ……」とまた悩ましげな溜息をついて、

「……最初は女流の先生にお願いしようと思ったのです」

「無理だったでしょう？」

「ええ。女流棋士は弱いからいやだと……」

　そういうことを言う人間は多い。

　特にああいう生意気盛りの子供や、アマチュアでも中途半端な棋力の人間は、自分よりも強い女流棋士を摑まえて平気で「弱い」と言い放つ。挙げ句、「女流と指すと筋が悪くなる」などと変な理屈をつけて、教わるのを拒否するようになる。

　そういう人間は強くなれないし、それで将棋が強くなったところで当然だけど人として問題があるだろう。間違いなく女にモテないタイプだ。おそらく振り飛車党……いやこれは居飛車振り飛車関係ない。

「中堅の先生は私に遠慮してやりづらいようですし、年配の先生方はどうもあのくらいの年齢の子供に優しすぎるので……九頭竜先生のようにお若い方に厳しく躾けていただけて、天衣も勉強になったと思います」

「ならいいんですけど……」

「それで、先生。天衣を指導していただく件ですが」

　面白い才能だとは思う。育ててみたいとも思う。

　けど俺にはまず一番弟子であるあいの教育をする責任があるし、その上いくらレッスンだけとはいえ、ああいう難しい子の世話をするのは無理がある。

　断ろう。

　そう思って口を開きかけた時だった。

「……あれは不ふ憫びんな娘なのです」

　俯いた夜叉神氏は、搾り出すような声で言った。

「両親が揃って事故死して以来、祖父の私が手元に置いて育てておりますが……いけませんな爺じじい一人では。ついつい甘やかしてしまいます」

「そんなことは……」

　天衣の両親が亡くなっていた事を知り、俺は動揺した。

「あれが将棋ばかり指したがるので自由にさせていましたが、そのせいかほとんど一人で盤に向かうだけで、誰も近くに寄せつけようとせぬ子になってしまいました」

「一人？」

　その言葉に、俺はさらに大きく動揺する。

「誰かと指して強くなったんじゃないんですか？」

「ええ。この家で将棋を指せる者は天衣の他はおりませんし、学校でも孤立しておるようなのです。インターネットやコンピュータ相手では、少しは指しておるようですが」

「独学であそこまで……？」

　あれだけの技術を、一人で盤に向かうだけで身につけたという事実。

　それに俺は強い衝撃を受けていた。

　棋書や棋譜を読むだけで基礎を身につけたというプロは極稀に現れる。対局相手に恵まれない地方出身者はそうして強くなるしかないという事情もある。

　そうやって頭角を現した棋士は普通では持ち得ない感覚を有している場合が多い。

　天衣の異能もそれが理由なんだろうか……？

「もはや私の言う事も聞かず、何より私自身、孫に嫌われる事を怖れて強く言えず……お恥ずかしい話なのですが、天衣が言う事を聞くのは自分よりも将棋が強いと認めた方だけなのです。あれが初めて自分から教えを乞いたいと言い出した時、私はプロ棋士の先生に孫を導いていただきたく思ったのです。将棋だけではなく、人としての在り方も含めて」

「……なぜ、天衣さんはそこまで将棋に？」

「あれの両親が教え授けたものだからです」

　亡くなった父と母が天衣に残した唯一の物。それが将棋なのだと夜叉神氏は言った。

「あれの両親は東京の大学の将棋部で出会い、将棋が縁で結婚いたしました。一人娘の天衣にも早くから将棋を教え、三人で盤を囲むのが一家の団欒だったのです。あれにとって最も幸せな記憶が将棋なのです。それと……」

「それと？」

「人はいずれいなくなってしまうが、盤と駒はずっと一緒にいてくれると思っているのかもしれませぬ」

「……」

　想像以上に悲しい理由だ。

　将棋は人と人とを繫げる最上のツール。将棋を深く理解すれば、対局者同士は盤上で会話する事ができる。それ故に将棋や囲碁は『指談』とも称される。

　たとえば俺が江戸時代の棋譜を読んだとしよう。

　そうすれば、当時の人々がどんな思考をし、何を狙っていたのかはかなり精確に読み取ることができる。消費時間をも知ることができれば、感情の揺らぎだって感知できるだろう。

　残された棋譜を辿れば、死者と会話する事すら可能となるのだ。

　だが……死者との繫がりを求めて将棋を指す事は、結果として天衣をつらくするだけなんじゃないだろうか？

　死んでしまった両親の思考を今よりさらに深く知るために将棋が強くなりたいと思っているのだとしたら、それはあまりにも後ろ向きな理由なんじゃないだろうか？

　そう思ってしまったから──俺は天衣の稽古を引き受けるかどうか、もう少し考えさせて欲しいとしか答えられなかった。

「九頭竜先生……」

　夜叉神氏は縋るように俺の名を呼ぶ。目には涙が浮かんでいた。

「天衣のこと、なにとぞ、なにとぞ、よろしくお願いいたします。なにとぞ……」

　老人はその場にひれ伏し、拝むように「なにとぞ」と言い続ける。

　その姿は資産家でも権力者でもなく、ただひたすらに幼い孫のことを想う憐れな老人でしかなかった。
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　家まで送ってくれるという夜叉神氏の申し出を丁重かつ迅速に辞退し、俺は黒服の皆さんのお辞儀アーチを潜り抜けて屋敷を出た。再び「お疲れ様ですッ!!」の大合唱。卒業式みたいな雰囲気だ。泣きそう。

　そして、

「会長！」

　屋敷を出るとすぐに月光会長に電話をかける。

「何ですかありゃ!?　思いっきり極道ファミリーじゃないっすか！」

『人聞きの悪いことを言わないでいただきたいのですがね』

　十七世名人資格保持者は涼やかな声で宣う。

『日本将棋連盟は公益社団法人ですよ？　反社会的勢力と繫がりがあるわけがない』

「でも！　あれは間違いなく──」

『確かに夜叉神会長は神戸では名の知れた博徒でしたが、もう引退しておられます。警察にも廃業届を提出済みで、現在は建設業、芸能プロダクション、警備会社、パチンコ球遊器開発などの事業を手広く営んでおられる真っ当な実業家で、会社の取締役には警察ＯＢの方々も名を連ねておられます。その辺りは誤解なきよう』

　大人って汚きたねェよ……。

『それで？　レッスンの件、お引き受けいただけましたか？』

「……一応、対局はしました」

『ほう』

「かなりの才能だとは思いますが、本人は俺の事が嫌いだそうです。泣かれました」

『なるほど。どうやらとても気に入られたご様子。さすがですね』

「どこがですか!?」

『今まで派遣した棋士は話すらできませんでしたから』

「……」

『いい返事を期待していますよ。竜王』







「ただーいまー」

　夜の八時を過ぎてアパートに戻ると、俺は鍵の掛かっていないドアを開けて土産を掲げながら部屋の中に呼びかける。

「桂香さーん？　留守番ありがとー。寿司折り貰ったから一緒に食べおおおおおおおっ!?」

　帰宅した俺が見たものは、

　──困ったような苦笑いを浮かべる桂香さんと

　──毛布に頭だけ突っ込んで号泣する小学生の弟子と

　──将棋盤の前に正座して闘気を発散する姉弟子

　だった。


「ちょっ……こ、これ何ですか？　何やったらこんな魔界みたいな空気になるの……？」



「んー」

　桂香さんは下唇に指を当てて少し考えてから、小首を傾げてこう答えた。

「女子会？」

「俺、女子会ってよく知らないんですけど小学生の弟子が毛布に頭突っ込んで泣きじゃくるようなもんなんですかね……？」

　だとしたら怖すぎるだろ女子会……。

「っていうか姉弟子」

　俺は明らかにこの瘴気みたいに重い空気の発生源である空銀子に問うた。

「あんた何で大阪にいるの？」

「……」

　沈黙を貫く姉弟子は──着物姿だった。

　紺色の振り袖と緋ひの袴はかまを履いた、とても華やかな装いだ。姉弟子本来の美しさと相まって現実離れした綺麗さだった。安い２ＤＫアパートの中では明らかに浮いている。

　まるで成人式みたいなこの特別な装いは、女流棋士にとって特別な対局で用いられるもの。

　即ち、タイトル戦。

　姉弟子は現在、『女王』のタイトル保持者として五番勝負を戦っている真っ最中。のはずだ。

「昨日から静岡しずおかの『浮ふ月げつ楼ろう』に行ってたんじゃなかったんですか？　っていうかその格好は対局したって事ですよね？　まさかもう終わったとか？」

　姉弟子は答えない。

　女流のタイトル戦は一日制で持ち時間もそれほど長くないとはいえ、対局が終わったその日のうちに大阪に戻るのは珍しい。振り袖のまま戻って来るのは異例というか異常だ。いったい何が起こったの……？

「八一くん。これ」

「？」

　桂香さんが差し出してくれたスマホの画面に映る記事を読む。

【空銀子女王、挑戦者を虐殺！　持ち時間を二分しか使わず第一局を制する。挑戦者・月つき夜よ見み坂ざか燎りょう女流玉将は昼食休憩前に投了。歴史的短期決戦】

　うっわぁ……。

『白雪姫強すぎｗｗｗ』

『姫？　悪魔将軍の間違いだろ……』

『俺の大天使が壊されちゃった（泣）』

『燎ちん、序盤で離されて心が折れちゃったね……』

『公式ブログに「事情により感想戦は行われません」って一文があるんだが、月夜見坂が感想戦すらできない状態って事？　ショックで泣き崩れたとか？』

『現地情報です。大盤解説場に空女王のみ登壇。自戦解説後にファンの一人一人と握手までしてくれました[image: ]』

『やっぱり感想戦無いのは月夜見坂の事情っぽいね』

『これで銀さまの対女流戦績は四八戦無敗か。この番勝負で五十連勝まで星が伸びそうだな』

『次からは角落ちでやってもらおう　←真面目な提案』

　まとめられた将棋ファンのツイートを読んでいくと、だいたいの事情は理解できた。

　とはいえわからない事もある。

　①なぜ姉弟子は着物のままで帰って来たのか？

　②二分間という中途半端な消費時間の意味は？

　俺は自分のスマホを操作してマイナビ女子オープンの公式サイトにアクセスすると、棋譜のデータを確認する。タイトル戦は男女共にこうして無料で棋譜やブログを配信するサービスを行っているため誰でも将棋を身近に感じられるのだ。みんなも見たらいいと思うよ！

「ええと……先手が姉弟子で、初手は──」

　バヂンッ!!

　駒音がしたのでそっちを見ると、姉弟子が棋譜と同じ初手を指していた。

「……一緒に並べろって？」

「……」

　姉弟子は無言のままだが、無秩序に放射されていた闘気が指先に収束しているのを感じる。

　俺は盤の反対側に座って後手──挑戦者の側を持った。

「……なるほど、月夜見坂さんの誘導で『横よこ歩ふ取どり』になったわけですか。で、どっかで緩手かんしゅが出て将棋が終わったと」

　横歩取りは相居飛車の戦型で、序盤から激しい将棋になる。

「横歩は研究勝負になりやすいですからね……おっと、この変化に持ち込んだのか。なるほどそれで……」

　原因は月夜見坂さんが二四手目に指した変化にあった。

　プロ公式戦で二週間前に『後手よし』の結論が出されたこの変化は、一週間前に関西奨励会で『先手よし』の結論が出た。定跡が覆されたのだ。

　月夜見坂さんは二週間前の古い定跡しか知らなかったが、姉弟子は一週間前の新しい定跡を知っていた。それが勝敗を分けた。

　奨励会は三段同士でリーグ戦を行う『三段リーグ』と、二段以下も参加する年一回の奨励会旅行を除けば東西での交流はほぼ無い。

　奨励会旅行は数年前に廃止されてしまったので、つまり二段以下の奨励会員が出した研究結果は東西で共有されず、結果的に秘蔵される事となる。

　奨励会での最新研究を手に入れるには研究会等で奨励会員と接触するしかなく、関東の女流棋士である月夜見坂さんにはそのルートがなかった。だからこの研究成果を知らず、古い定跡の変化に飛び込んでしまったのだ。

　──棋力ではなく、知識が勝敗を決める時代。

　それが現代将棋だと言ってしまえばそれまでだが、しかしタイトル戦でそんな将棋をファンに見せてもいいのかという葛藤は、棋士なら誰もが抱えている……。

「だからここで二分間悩んだんですね？　次の一手で将棋を終わらせるか、持久戦に持ち込んで長引かせるかを」


「…………」



　姉弟子は無言のままだが、それは俺の言葉に対する肯定と、勝負の瞬間からまだ続いている姉弟子の葛藤を表していた。

　俺は「ふぅ……」と大きく溜息をつく。

　それから姿勢と表情を改めて、

「姉弟子の選択は間違ってなかったと思います。プロである以上、常に最善手を指すべきだ。たとえそれでタイトル戦が早く終わってしまうとしても」

「……」

「俺が対局者でも同じ決断をしていたと思います。だいたい横歩取りみたいな研究が進みやすい戦型で二週間前の結論が通用すると思ってる月夜見坂さんが甘い」

　その甘さの罪を月夜見坂さんは今たっぷりと味わっているはずだ。荒れてんだろうなぁ……。

　まあでもこれで姉弟子が俺の家にいる訳が理解できた。要するに──

「欲求不満なんですね？」

「……」

　戦いが急に終わり闘志の行き場が無くなった。だからさっさと大阪に帰って来て俺と将棋を指そうとしたんだろう。わっさわっさと袴を揺らして着物姿のまま新幹線に飛び乗り、一目散にこの部屋を目指した。姉弟子の尋常ではない欲求不満っぷりが伝わってくる。この人は俺の事をサンドバッグか何かと勘違いしてるからね。幼少時から。

　けど俺は用事で家を空けてたから、代わりにあいと指した。もう将棋が指せれば誰でもよかったに違いない。俺は喋しゃべらない当事者ではなく桂香さんに尋ねる。

「で？　うちの弟子は何枚落ちで揉まれたのかな？」

「最初は飛車落ちだったわ」

「……最初は？」

　もの凄く不吉な予感がして、思わず聞き返してしまった。

「あいちゃんは平手で指したがったの。でも銀子ちゃんは飛車落ちを譲らなくて。結局『なら一番手直りで』っていう事になって、まず飛車落ちで指したんだけど──」

「あーあーあー……」

　手直りっていうのは、勝敗に応じてハンデを変えるって事。あいが勝てば飛車落ちが角落ちになり、姉弟子が勝てば飛車落ちが飛香落ちになる。

　だが──この時点であいは既に負けていたのだ。

　俺にはその後、二人の勝負がどう展開していったのかが手に取るように分かった。

「どこまで落ちたの？　四？」

「六枚」

「六かぁ……そりゃちょっとショックだわな」

　四枚落ち──つまり飛車角に加えて二つの香車も落とした手合いで負けたわけだ。今のあいの実力なら、姉弟子相手でも二枚落ちなら相当負けないはず。

　なのに何故、あいはここまで追い込まれたのか？

　飛車落ちスタートの一番手直りだと、三連勝すれば平手になる。だが連勝を意識し過ぎたあいは、もうその時点で平常心じゃない。目の前の対局に集中できず簡単に負けてしまったんだろう。そして負けると『取り返さなきゃ！』っていう気持ちが強くなり過ぎてさらに平常心を保てなくなる。結果、自滅する。

　メンタルの部分は将棋の技術よりも遙かに難しい。プロになれば将棋の技術が崩れることは少ないが、メンタルが崩れることはいくらでもある。

　あいはどんどん追い込まれ、最後は絶対に勝てるはずの四枚落ちでも負かされて、自信とプライドを粉々に砕かれた……。

「で、情けなくて師匠に合わせる顔がないからこうやって毛布にくるまってるわけ？」

「それもあると思うけど、直接的な理由はそうじゃないと思うわ」

　桂香さんは盤上に手を伸ばすと、玉を手に取る。よく見ると小さな傷が付いていた。

「あいちゃんが悔しさのあまり駒を嚙かんで──」

「ああ、駒に歯形を付けちゃったんだね？　それで怒られると──」

「歯が折れちゃったの」

「は？」

「ちなみにこれが折れた歯よ」

　わぁ。

　ころん、とかわいらしい白い歯をハンカチから取り出して見せてくれる桂香さん。

「乳歯だし、綺麗に抜けたから心配ないと思うけど……」

「まあ……女の子だもんなぁ」

　歯が抜けた顔を見せたくないわけか。てか九歳で生え替わってないって珍しいな……上の歯みたいだから後で埋めてあげないと……。

「でもあいちゃん立派だったのよ？　潰されても潰されても何度も立ち向かって──」

「それは蛮勇ばんゆうだよ。自信を砕かれるだけで強くはなれない。……あい、聞いてるか？」

　毛布に頭を突っ込んだまま動かない弟子のお尻に声を掛ける。

「研修会でちょっと勝ってるからって調子に乗るな。まずは駒落ちでしっかり勝てるようになってからじゃなきゃ、格上と戦っても何もできずに潰されるだけだ。よくわかったろ？」

　あいの才能は広い土地と同じで、発展可能性は誰よりもある。

　けどまだその土地の上には掘っ立て小屋しか建ってない。ちょっと強い風が吹けば簡単に潰されてしまう。才能云々以前の問題で、将棋の造りが違いすぎるのだ。

　未熟な弟子に鞭を与えてから、口調を緩めてアメを与える。

「ほら、いっぱい将棋指して腹が減ったろ？　寿司もらってきたから食べなさい。あいの好きなカニもあるぞ？　カニミソの軍艦巻きだぞー？」

「……」

　毛布の中からにゅっと細い腕が飛び出して来た。俺が手の平に軍艦巻きを載せてやると、その手が素早く毛布の中に戻る。歯抜けの顔を師匠に見せる気は、まだないらしい。

「……！　……っ!!」

「あ、ごめん。わさびキツかった？」

　バタバタと足を激しく動かす弟子。とりあえず元気そうだ。安心した。

「……焦らなくていいからな、あい。少しずつ強くなればいいから」

　毛布の上から弟子の頭（と思われる部位）を優しく撫でてやる。

「それから姉弟子。タイトル戦が早く終わって消化不良だったからって、うちの弟子をサンドバッグ代わりにしないでくれます？」

　姉弟子は答えず。ただ寿司を食うのみ。

「ったく！　人様から預かった大事な娘さんをよりによって同じ一門の人間にブッ壊されたらご両親に何て言やあいいんだよ……俺の弟子は姉弟子への供物くもつじゃねえんだぞ……！」

「上達する前に心を折られて将棋やめちゃったら意味ないものねぇ」

　桂香さんは何かを思い出したように、

「そういえば八一くん。小さい頃に連盟道場とかうちの道場で女の子と仲良くなったけどその子が次から来なくなっちゃった事が何回かあったでしょ？」

「そういえば……あった？　ような？」

「あれ銀子ちゃんがその子達を潰して回ってたからなの」

　何してくれてますのん。

「八一くんの後に銀子ちゃんがその子達と対局してノータイム指しで負かしてたの。そうすると普通の子は才能の差に愕然がくぜんとして将棋やめちゃうのよね」

「そりゃあ……」

　俺と姉弟子は二歳違い。俺の方が年上だが、姉弟子の方が二週間だけ早く清滝師匠に弟子入りしていたので棋歴では『姉』に当たる。初めて対局した時も確か俺が負けた。

　とはいえそんな事情は外部の人間は知らないので、俺と同じ年くらいの子は、年下の姉弟子に負けて自信を粉砕されるのだ。

「で、銀子ちゃんがどうしてそういう事をしたかっていうと──」

「わかってますよ。俺に対して『女と遊ぶなんて十年早い』って言いたかったわけでしょ？」

「……そういう発想かー」

「へ？　他に解釈のしようが無いと思うんですけど？」

　桂香さんは「やれやれだぜ」って感じで軽く首を振ると、寿司を手でひょいっと口に放り込んでゆっくり味わってから、話を続ける。

「私みたいに最初から自分の才能に見切りをつけてる人間なら耐えられるのよ。でも子供って誰でも自分が最強って信じて将棋やるでしょ？」

「まあそうですね」

　プロもみんなそうだ。子供のまま大人になったような連中だから。

「それにやっぱり『女の子に負けた』ってのはね。くるものがあるわね」

「女性でも、ですか？」

「男の子に負けたなら『仕方ないかー』って気にね、どうしてもなっちゃうの。よくないとは思うんだけど……」

　将棋は同年代でも男女の棋力の差がかなりある。

　頭脳競技だから男女に能力上の差は無いはず……とはいえ実際に差があるのは否定し難い事実だ。たまに姉弟子みたいな突然変異体が発生するが。

「特に女流を目指してるとね。やっぱり本当の競争相手は女子だから、そこに負けなければ『まだやれる！』って思えるの。けど年下の女の子に負けちゃうとね。言い訳できないから」

「……」

「だから本気の本気で戦ったり、負けたら立ち直れないほど悔しかったりする相手は、やっぱり女の子。本物のライバルになるのは。月夜見坂さんが感想戦もできないくらい打ちのめされたのも、そういう事だと思う」

　お茶を飲んで喉を潤すと、桂香さんは俺が今までに見たことがないような表情で呟いた。

「女の敵はね。いつも女なのよ」







　恐怖の女子会は寿司を食べ終えるとお開きになった。

　先に外に出て「暖かくなってきたわねぇ」と言っている桂香さんに続いて、ずっと黙ったままの姉弟子がわっさわっさと袴を鳴らして部屋を出ようとする。あいは見送りにも来ない。玄関からは毛布から突き出た弟子の小さなお尻だけが見えた。かわいい。

　下駄ぽっくりを履いて部屋の外に出た姉弟子が、その時初めて声を発した。

「八一」

「はい？」
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「弱くなってるわよ。あれ」




　それだけ言うと、姉弟子はドアを閉じる。

　呪いのようなその言葉と、街灯に照らされた銀色の髪の残光を、俺の胸と瞳に強烈に突き刺さして。


「……そんな…………」



　遠ざかっていく下駄の音を聞きながら、俺は玄関に立ち尽くしていた。




　あいが……弱くなってる？





「そんな、まさか……？　……でも…………」



　思い当たる節はあった。不安の種は常にあった。

　あいは俺に将棋を教わるために大阪へ来た。

　今の環境は理想的……だが、だからこそ、あいは現状こそが最高の状態と思ってしまっているんじゃないか？

　将棋を一緒に指せる友達も、将棋を教えてくれる師匠も、毎日楽しい事が起こる環境も手に入れたあいは、現状に満足してしまっているんじゃないのか？『このままでいい』と思ってしまってるんじゃないんだろうか？

　勝負師にとって停滞は敗北への第一歩だ。

　自らに厳しくできない者は、知らず知らずのうちに土台から腐っていく。常に上を目指し、自らを追い込まなければ、どんな輝かしい才能もすぐに曇ってしまう。

　ふと、鬼沢先生に言われた事が思い出された。

　ライバル。

　それがあいには足りない。だから強くなれない。

「だったら──」










　翌日、俺は夜叉神天衣の家庭教師レッスンを引き受けると連絡した。
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「……こんな場所に呼んで何をするつもりなの？」

　翌週の土曜、夜叉神やしゃじん天衣あいは大阪おおさかに現れた。あの時と同じような黒い服に身を包み、背後にお付きの女性を引き連れて。

　俺が指定した待ち合わせ場所は『天てん王のう寺じ動物園』。近くには通天閣つうてんかくも見える大阪の名所だ。

　カジュアルな私服姿の俺は、にこやかな笑顔を浮かべて言った。

「まずお互いをよく知るために動物園デートでもしようかと思ってな！」

「晶あきら。通報」

「はっ」

　お付きの女性──最初に俺が天衣の屋敷へ行った際に声を掛けられた黒スーツの美女が、躊躇ためらいの無い手つきでスマホを操作する。

「じょ、冗談だよ冗談！　将棋を指すに決まってるだろ？」

「冗談は顔だけにして欲しいんだけど？」

「心の角道かくみち、開けていこうぜ？」

「キモッ」

「……」

　激辛なセリフに心を折られそうになる。

　最近の俺は、あいをはじめとする愛らしくて人なつっこい小学生しか見てこなかったので、こいつみたいにツンツンした激辛ＪＳ女子小学生と接すると精神をガンガン削られてしまう。

　まあでもキツイ女は姉弟子で慣れてる。通い慣れた道だ。

「で？　動物園でどうやって将棋を指すの？『どうぶつしょうぎ』でも指すつもり？」

「目的地は動物園じゃねえよ。……動物園より珍しい生きものが見られるかもしれんけど」

「はぁ？」

　イライラと問い糾ただしてくる天衣に背を向けると、俺は帽子とサングラスを装備して「こっちだ」と歩き出す。

「どこへ行くのよ？　動物園の入口はあっちでしょ？」

「いいんだよこっちで」

　動物園に背を向けて通天閣の方向へと歩いて行く。

　俺が歩く方角から目的地の見当がついたらしい黒スーツの女性（晶さんというらしい）が、慌てたように言った。

「おい、先生。まさか……」

「ここだ」

　トンネルのような高架下。薄暗いアーケードの入口で足を止める。

『ジャンジャン横丁』。正式名称は他にあるらしいが知らない。

「……なに？　この汚きたならしいアーケードは？」

「この界隈かいわいは『新世界』って呼ばれててな。まあ大阪で一番ディープでアングラな場所だと思ってくれていい」

　そして通天閣を中心としたここ新世界は、かつて大阪で最も盛んに将棋が指されていた場所でもある。

「通天閣の地下には、十年くらい前まで関西……いや西日本でも最大の将棋道場があって、日本中から集まってきた在ざい野やの強豪が毎日腕を磨いてたのさ」

「このせっまいアーケードの中で？」

「少なくなったけど今でもその名残がある。ついてこい」

　昼間でもかなり暗いアーケードの中に足を踏み入れる。晶さんにガードされた天衣も、躊躇った末に結局ついてきた。

　今では猥雑というよりも観光地化しているこの狭いアーケードは、土曜の昼間でも多くの酔客や観光客で溢れている。店のほとんどは飲み屋。串カツ屋やホルモン屋だ。軒先に生きたスッポンの水槽が置いてあるような気味の悪い店の隣に、目当ての場所はあった。

「……ここでいいだろ」

『双玉クラブ』という将棋道場の前で足を止める。入口はガラス張りになっており、外からもどんな将棋を指しているのか見る事ができた。客は意外と多い。

　俺は少し腰が引けてる天衣を店の前まで招き寄せると、

「見てみな。動物園より楽しそうだろ？」

「年寄りばっかりね……」

　天衣は首を前に伸ばしてガラス越しに対局を観戦する。集中しすぎておでこと鼻の頭がちょっとガラスにくっついてるのは、大人びてても小学生なんだなって思えて微笑ましい。

「どうだ？　やれそうか？」

「……ハッ！」

　ガラスの向こうの対局に見切りをつけた天衣は、肩に掛かった長い黒髪を搔き上げながら自信満々に言う。

「レベル低いわね。わざわざ大阪まで連れて来てこれ？　ま、来たからには指して帰るけど」

「頼もしいねぇ」

　俺はそう言いつつ、内心ニヤリとしていた。

　その気配を気取られないよう注意しながら、入店前に確認する。

「おまえ、小遣い持ってるか？」

「ブラックカードならあるけど」

　使えたら逆に怖こぇーよ。

「……晶さん、でしたか？　小銭とかあります？」

「用意している。大旦那様からは金に糸目はつけるなと仰せつかっているので、遠慮無く言ってくれ」

「じゃあ席料をお願いします。それと千円札を何枚かもらえますか？　あと不要なレシートもあったらください」

「千円札はいいが……レシートなど、どうする？」

　その言葉には直接答えず、俺はポケットから小さなセロテープと、タバコの空ケースを取り出す。天衣が露骨に顔をしかめた。

「あなたってタバコ吸うの？　未成年でしょ？」

「いや。これはこうして使うんだ」

　俺は晶さんから受け取った千円札を細く巻いて、その上に白いレシートを裏返して巻く。

　セロテープで留めれば遠目にはタバコにしか見えない。五本ほど巻いて、空のケースに入れてやる。

「よし。これ持ってけ」

「意味がわからないのだけれど……これで何をするわけ？」

「『真剣しんけん』をするんだよ」

「しん……けん？」

「要するに賭け将棋だ。レートは一局千円。負けた方が払う。この辺りじゃあ強い連中は真剣じゃなきゃ相手してくれないからな」

　ここ、ジャンジャン横丁に将棋道場が密集した理由。

　それは全国各地からアンダーグラウンドで活躍する『真剣師』が金と戦いの場を求めて集結していたからに他ならない。

　今でこそ真剣は廃すたれはしたが、昔はそれこそプロよりも稼ぐ真剣師がいて、一勝負で何百万という金が動く事すらあったという。そういう時代を知る人達から見れば一局千円なんて暇潰しみたいなもんだろう。

　とはいえ大っぴらに賭け事をすれば警察に店ごと摘発されてしまう。だからこうやって偽装して金のやり取りをするってわけ。

「このタバコのケースを見せれば真剣の合図だ。勝てば一本もらい、負けたら一本渡す。今日はこのケースが空になるまで指して来い」

「いっぱいになったら？」

「俺の指導は卒業。研修会試験を受けさせてやるよ」

「ふぅん？　じゃあ今日であなたの仕事もお終しまいね」

　天衣は俺の手からタバコのケースを摑み取ると、晶さんを従えて店内へと足を踏み入れる。

　変装用の帽子のツバを引いて深く被り、俺もその後に続いた。
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『双玉クラブ』の中は、予想通り酒とタバコの匂いが染みついていた。

「……場末の雀ジャン荘そうより酷いな」

　晶さんがポツリと呟く。雀荘には行った事がないけど、多分そうなんだろう。将棋道場の中でもかなり酷いレベルだから。

　店内は口汚い言葉が飛び交い、ラーメンの汁やカップ酒の中身が盤の上に掛かるのもお構いなし。駒台でタバコを揉み消すような不心得者までいた。

　カウンターに座る老人に、晶さんがピン札を渡す。

「席主せきしゅ。子供一人と大人二人だ」

「……」

　席料を受け取った年配の席主は愛想笑いどころか「毎度」とも言わない。むしろ女子供など迷惑だとでもいうような視線を露骨に向けてくる。

「……どうすればいいの？」

「普通は手合いカードとか、くれるんだけどね……」

　段位は自己申告制。手合いを付ける気もなく、客同士勝手にやれというシステムのようだ。

　完全に──真剣に特化した店。

「ま、いんじゃね？　この程度のレベルの店なら誰と当たっても勝てるんだろ？」

「それは、そうだけれど……」

「俺と晶さんはここで将棋指すフリしながら見てるから。奥の方で暇そうにしてるのと適当に指して来い」

「……わかったわよ」

　お化け屋敷にでも入るかのように腰が引けつつも、天衣は言われたとおりに相手を求めて店の奥へと歩いて行く。

　客の多くは将棋を指しているが、一人だけ、暇そうにしている人物がいた。

　豹柄の服。ブロッコリーのようなパーマ。そして色の入った金縁メガネの奥に光る目は、野生の獣のようにギラついている。まさに豹。パンサーだ。いったいどんな人生を送って来ればあんな目になるんだろう？

　だが、そんな事よりも遙かに気になるのは──

「おい先生。あれは……おっさんなのか？　それとも……おばさんなのか？」

「……半々、ですね」

　服装は女性のもの。大阪名物豹柄ワンピース。しかし豹柄のワンピースを着たパーマのおっさんという可能性も捨てきれないのが大阪だ。ここは新世界ニューワールド。ニューハーフが棲息せいそくしていても何らおかしくない。

「天王寺動物園から逃げてきた珍獣という可能性もありそうだが……しかしやはり将棋道場におばさんがいる可能性は低い。オスだろう」

「でも男子便所におばちゃんが侵入してくる事もけっこうありますよ？」

　アホな事を言い合っている俺達をよそに、天衣は握ったタバコのケースをパンサーの目の高さに掲げて見せる。

「平手でいいかしら？」

「……座んな」

　酒とタバコで焼けた声。性別は未だ謎だ。ガチャガチャと荒っぽい振り駒の結果、パンサーが先手を引く。後手の天衣が対局時計チェスクロックのスイッチを入れ、戦いの時間が始まる。

　そしてパンサーはいきなりかましてきた。

　互いに角道を開けるオープニングの直後に、

「おっととと」

　などと呟きながらパンサーが指した手。

　それはまさかの──８六歩！
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「っ!?　……はぁぁぁ？」



　天衣は目を見開き、思わず盤に顔を寄せる。

　そりゃそうだ。

　角の上にある歩を突くなんて悪手もいいところ。筋のいい将棋だけを学んできた天衣にとっては将棋ですらないだろう。

　だがその手に俺は見覚えがあった。

「『角かく頭とう歩ふ』か……」

「何だそれは？」

　サングラスを外した晶さんが、薄笑いを浮かべる俺の顔を睨にらんで聞いてくる。

　慌てて笑いを引っ込め、声を潜めて詳しく話した。

「振り飛車の奇襲戦法です。『角頭歩戦法』っていう名前の」

「トーフ？」

「角・頭・歩。角の頭にある歩を突いてるでしょ？　これって普通はまずやらない手なんですよ」

　角は頭が丸い──つまり前進できないので、その角の頭を守っている歩を動かすという事は意味が無い上に敵に対して自分から弱点を晒してしまう事にもなる。

　ネット将棋で指したらまず間違いなくクリックミスを疑われる。それほどの手だ。


「あっちゃ～……アホなことしてもうたわぁ。こら早めに角交換するしかないわなぁ～？」



　パンサーはよく茂ったブロッコリーみたいな髪に指を突っ込んでぼりぼり頭をかきながら、さも失敗したような感じで角を成り込む。

「……」

　警戒しつつも、天衣はその角を取って角交換完了。

　晶さんが不安そうに俺に尋ねてくる。

「どうなっている？　お嬢様が有利なのか？」

「そうですね。普通なら」

「む？」

「ここからが角頭歩戦法の面白いところです」

　天衣は自然に手を進めていく。つまり相手のクリックミス級に意味がわからない手を咎とがめるような指し方をしていく。

　パンサーは「いやぁ嬢ちゃんそら厳しいで」とか「ひえー。ちっちゃいのにエラい辛からいなぁ。山椒さんしょの実みたいや」とかボヤきながら、天衣に追い立てられるように駒を動かす。

　だが盤面は奇妙な事になっていた。

　いつの間にか、悪手を指して受けに回っていたはずのパンサーが攻めている。

　体たいが入れ替わったのだ。

「え……？」

　天衣が異変に気付いた時には、既に形勢はパンサーに傾き始めていた。

「っ!?　ど、どうして!?　何が起こったの……!?」

　動揺を抑え、腰を落としてじっくり戦えばまだ逆転の余地は残されていただろう。

　だがパンサーは天衣にその余裕を与えない。──強い！

「見た目はおっさんなのかおばさんなのかよくわかんないですけど指し手は異様に若々しい。まるで野生の獣……！」

「い、いったい何だ!?　ヤツは……あの変態はお嬢様に何をしたのだ!?」

「『ハメ手』ですよ」

「はめ……何だそれは？」

「要するに、相手を騙だますような手ってことです」

「ルール違反なのか？　だったらちょっとあのパンサー狩ってくるが」

「違います違います！　ハメ手っていっても別にルール違反なわけじゃないです！」

　懐に手を入れながら立ち上がりかけた晶さんを慌てて止める。懐に何が入っているのかは知らないし知りたくない。

「……だったら別にハメ手などという名前をつけなくてもいいではないか」


「そうなんですけどねー。なんつーか、使う相手を貶めるというより、ハマッた自分を戒めるための名前というか…………ま、プロには通用しません。通用するようならプロなんて名乗っちゃいけない」



　そして夜叉神天衣は、まだプロではなかった。
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　結局、天衣はパンサー一人に五番棒に負かされて、タバコの空箱を握り潰しながら戻って来た。店を出ると地面を蹴って悔しがる。

「なんで!?　入口で見たときはぜんぜん大したことなかったのに……！」

「そりゃそうだ。あれ、客寄せだもん」

「……は？」

「こういう路面店じゃあな、外から見える場所にわざと弱い人を座らせておくんだよ」

「どうしてよ!?　レベルの低い店だって思われるじゃない！」

「将棋で一番楽しいのはどんな瞬間ときだと思う？」

「はぁ？　そんなの勝った時に決まってるでしょ」

　天衣の答えに俺はニヤリとする。

　ここで『ギリギリの勝負をしている瞬間』とか優等生的な発言をされても白けるだけだ。天衣こいつとは意外と気が合うのかもしれない。

「将棋で一番楽しい瞬間は圧倒的大差で勝った時だよ。これはどんな強いプロでもどんな弱いアマでも同じ。自分よりも弱い奴をボコボコにして感想戦で『ここをこうしてたらチャンスあったかもね～』みたいに講釈垂れるのが将棋指してて最高の瞬間なわけ。みんなそれを求めてるわけ。つまり将棋道場側からしたら弱い人にいっぱい来て欲しいんだよ」

　俺は店の入口に貼ってある席料表を顎で示し、

「だから書いてあるだろ？『級位者は席料半額』って」

「……」

「これマジで売上が三倍くらい変わってくるらしいからな？」

　うちの師匠も自宅で道場を経営してるが、最初のお客さんにはまず負けてあげて自信をつけさせる。俺も師匠に一手差で負けてもらった。

　最初からボコボコにされたのは姉弟子だけで、これは師匠が姉弟子の才能に驚いて思わず本気を出してしまったからだ。師匠曰く「殺気を感じた。殺らんかったら殺られると思った」らしい。

　当時Ａ級八段だった師匠に殺気を感じさせる四歳児、それが空銀子。モンスターですわ。

「弱い人間をカモって小銭をせしめる真剣師がたむろしてるここ新世界なら、メシの種になる弱い人をおびき寄せるために色々と策も凝らすさ」


「……要するに、私はカモにされたわけね？　こ、この私が……こんな場所にたむろする連中に……っ！」



　プライドの高い天衣お嬢様には我慢ならないだろうが、五連敗した現実の前には自身の弱さを認めざるを得ない。

　捻ひねくれたところもあるが、天衣には敗北の事実を直視できる素直さがあった。

　負けて心が折れるのではなく、怒りで心を燃やすところもいい。やはりこの子は勝負師として見込みがある。

「おまえの将棋は筋がいい」

　変装用の帽子を脱ぎながら、俺は怒りに震える天衣に言った。

「すごく綺麗で、王道の将棋だ。最初の教え方がとても良かったんだろうな。育ちの良さが指し手から伝わってくるよ」

「そ、そんな言葉で誤魔化ごまかされ──」

「だからこそ相手に罠を張られると弱い。簡単にハマっちまう。ちょっと脇道に逸れたらどこへ向かえばいいのかわからなくなる。ボヤキ、挑発、空打ちの盤外戦術にも振り回されてる。おまえは将棋が弱いんじゃない。精神こころが弱いんだ」

「ッ……!!」

　予想外の言葉だったんだろう。天衣は驚いたように俺を見た。

「ハメ手を憶えて使えってんじゃない。プロの世界じゃそんなもん通用しないからな。一回食らってみて、もう二度と食らわないようにすればそれで十分だ」

『ハメ手』とは、相手が引っかかれば大きく有利になるが、完璧に受けられれば逆に大きく不利になるという一か八かの奇襲戦法。要するに『相手がミスをしてくれないと成立しない手』だ。そしてミスとは心の隙から生まれる。

　天衣の才能は『受け』にある。

　相手の技を全て受け止めて、攻める手段を切らして勝つという受け将棋は、あらゆる棋士が究極の理想とする将棋だ。

　なぜならば、受けて勝つには完璧が求められるから。

「だから俺は天衣おまえに完璧を求める。完璧な将棋を」

「完璧な……将棋……」

「基礎的な部分でおまえに教える事は何も無い。定跡は自分で学べるはずだ。……ただし、棋書や棋譜きふには書いてない真剣勝負の駆け引きは、相手がいなきゃ学べない。それをこの、裏の世界で学び取れ」

　光があれば闇もある。表があれば、必然的に裏も生まれる。

　そのどちらも知り尽くしてこそ初めて完璧といえる。

　俺はこの幼い女の子に、将棋と人間の闇を見せようと思った。あいのように、光のようにまっすぐに盤上真理ばんじょうしんりを求めるんじゃない。焦あせり、不安、動揺といった、人間の負の心理を揺さぶる方法を教えようと思った。

　将棋を使って人の心を自由自在に操る術すべを。


「そうすれば────もう誰も、おまえに勝てなくなる」
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「ただーいまー」

　新世界の串カツ屋で土産を買ってアパートに戻ると、部屋の奥からＪＳ女子小学生達の賑やかな声が聞こえてきた。

　和室から澪みおちゃんがひょこっと顔を出して叫ぶ。

「あっ！　くじゅりゅー先生が帰ってきたよ！」

　ＪＳ研のリーダー格・水越みずこし澪ちゃんは、あいと同じ小学四年生。大阪であいの最初の棋き友ゆうになってくれた、元気いっぱいの女の子だ。

　しかも今では同じ学校の同じクラス。北陸から転校してきたあいがストレス無く学校に馴染なじめたのは澪ちゃんのおかげに他ならない。ええ子や。俺の名前まだ発音できないけど。

『ＪＳ研』。

　それは、あいが棋友である三人の女子小学生と結成した研究会だ。

　月に二回か三回、このアパートに集まって四人で将棋を指すというシンプルな集まりで、そのため俺はご近所から白い目で見られ、ネット上では『ロリコン』といういわれない誹謗中傷ひぼうちゅうしょうに苦しんでいる。

　でもいいんだ！　弟子の成長のためなら何と呼ばれようと構わない！

　それに何よりここに集まるＪＳ達本人が、俺がロリコンなんかじゃない事を理解してくれているのだから……！

「みんな、将棋の勉強がんばってるか？　串カツをいっぱい買って来たから、キリのいいところで食べ──」

「ちちょー！」

　わぁ天使♡

　串カツの入ったビニール袋を掲げていた俺の足下に、金色のふわふわしたものが勢いよく飛びついてきた。

　シャルロット・イゾアールちゃん。御年おんとし六むっつ。

　京都のフランス人学校に通いながら将棋教室にも通っているという、とてもかわいらしい女の子だ。

　将棋の実力はまだ他のみんなには追いついてないけど、かわいいし、頑張り屋さんだし、何よりかわいい。

「ちちょ。しゃうね？　ちちょにね？　おねがいがあぅんだょー？」

「あっ！　ちょっとシャルちゃん──」

「待つです！　まだ話は終わってないです！」

　あいと、それからシャルちゃんの保護者役を務める貞任さだとう綾あや乃のちゃんが、慌てて天使を追いかけてくる。

　それにしても今日のシャルちゃんは積極的だ。「んしょ。んしょ」と俺の足をよじ登って来ようとしてるし。何をお願いするつもりなんだろう？　かわいいから何でも聞いてあげちゃいそうになる。


「師匠、あの…………実は、シャルちゃんが……」



　あいが困ったようにもじもじと何かを伝えようとしてくる。不思議な表情だ。困惑の他に、怒りというか、どこか苛立ちのような感情も見える。

　俺は串カツを靴箱の上に置いてシャルちゃんを抱き上げると、ふわふわ金色天使と視線を合わせて尋ねた。

「シャルちゃん？　どうしたの？」

「あのね？　あのね？」

　シャルちゃんは恥ずかしがるような、まるで重大な秘密を打ち明けるかのようなウキウキした感じで、こんな事を言った。

「しゃうね？　ちちょーのね？　……でてぃにちて？」

　えっ!?

「シャルちゃん……俺の弟子になりたいの？」

「ん！」

「で、一緒にここに住みたいの？」

「ん!!」

　シャルちゃんは俺の腕の中で力強く頷いて、『にぱー☆』と蕩とろけそうな笑顔を浮かべる。天使すなぁ……。

　衝動的に「幸せにしてあげるよ!!」と叫びながら抱きしめて弟子にしそうになっちゃったけど、ギリギリのところでかろうじて理性が機能した。危ない危ない……。

　シャルちゃんは綾乃ちゃんと同じ、京都にある加悦かや奥おく七段の教室に通っている。

　となればそちらの弟子になるのが筋だが──

「綾乃ちゃん。加悦奥先生は……？」

「基本的に、うちの師匠は子供の好きにさせるタイプなのです」

　打てば響くように綾乃ちゃんは俺の質問に答えてくれる。頭のいい子だ。

「『自分が師匠になってあげてもいいし、好きな棋士がいたら師匠になってくれるようにお願いしてあげるよ』っていう感じです」

「いい人だなぁ」

「はいです！　わたしは師匠が大好きなのです」

　綾乃ちゃんは愛情と誇らしさが等分に混ざった表情で頷く。この表情だけで、加悦奥先生が指導者として優れているのがわかった。

　そもそも加悦奥先生は四代遡ると清滝一門うちと同門になるし、現役女流タイトル保持者も擁ようする京都の名門だ。まず名伯楽はくらくと言っていい。まあうちにも女流タイトル保持者はいるんだけどね（苦笑）。

　それはともかく。

「弟子にするのは……だめ」

「ふぇ？」

　拒否されるなんて考えもしなかったんだろう。シャルちゃんは傷ついたというよりはビックリした感じで大きく目を見開く。そして心配そうに俺達を見守るあいの顔に一瞬、安堵の表情が浮かんだ。

「しゃう……ちちょのでてぃに、なぇないの？」

「……うん。それは無理なんだ」

「なんでー!?　なんでだめなぉー!?」

　俺の首にしがみついて、シャルちゃんは「なんでー!?」と繰り返す。水色の瞳には、みるみる涙が溜まっていく。

　純粋なその想いに胸が痛んだ。

「あいたんはよくて、しゃうはなんでだめー!?」

「シャルちゃん……」

　聞いていたあいは、まるで自分が何か悪い事をしてしまったかのように傷ついた声を出す。

　あいがよくて、シャルちゃんがダメな理由。

　はっきり言ってしまえばそれは差別だ。能力による峻別しゅんべつだ。

　シャルちゃんはまだ六歳だけど、それは決して根本的な理由じゃない。俺は同じ六歳で師匠の家に内弟子として入ったし、姉弟子に至っては四歳で入門を認められている。この世界では多くの場合、幼さは可能性と同義。プラス要素だ。

　では何が足りないのか？

　現時点の棋力。修業に対する覚悟。そして──才能。

　それがシャルちゃんには足りないと、俺は判断した。

　将棋界このせかいは実力だけがものをいう。実力がないと幸せになれない。幸せにできないとわかっているのに引き入れるなんて、俺にはできない。

　もちろん誰にでも可能性はある。俺の目が曇っているのかもしれない。

　シャルちゃんを今から鍛えれば女流棋士として大成するかもしれない。それを完全に否定する事はできない。

　だがそれには俺の能力が足りない。あいほどの才能と覚悟があれば、一緒に過ごすだけで伸びてくれるかもしれないけど……。

　いや。

　あいほどの才能と覚悟を持っていても、俺の器量では……俺だけの力では、伸ばしてやる事ができていないのが現状だ。

　あの夜、姉弟子に言われた『弱くなってる』という言葉が、俺を臆病おくびょうにしていた。

「……やっぱり、シャルちゃんの事は弟子にはできない」

　改めて、そう告げる。

　とはいえシャルちゃんをこのまま突き放すだけでは、幼くて無垢なその心に傷を残してしまう。それはシャルちゃんだけじゃなく、あいにとっても深い傷となって後々まで影響するだろう。

　──せめて、それだけは回避しないといけない。

　弟子入りを断りつつシャルちゃんを満足させる──果たしてそんな条件を成立させる答えはあるのか!?


　ほぼ秒読みに近い持ち時間の中で読みに読んだ末…………一つの手こたえを捻り出した。



「弟子にはできない。けど──」


「けぉ……？」



　決壊しそうなほど涙が溜まった大きな水色の瞳でこっちを見るシャルちゃんに、俺は起死きし回かい生せいの勝負手しょうぶてを放つ！





「弟子にはできないけど…………お嫁よめさんにしてあげるよっ!!」






　俺がそう言った瞬間、あいは目をまん丸にしてぽかんと口を開け、澪ちゃんと綾乃ちゃんはそんなあいを見て何故か青ざめる。

　そしてシャルちゃんは目をぱちぱちさせてから、ふんにゃりと首を傾げた。

「……よめー？」

「うん。よめ。俺の嫁」

「しゃう、ちちょのおよめたん？」

「そうとも！」

「わぁー♡」

　シャルちゃんは泣きそうな顔から一転、にこにこしておでこをすりすりしてくる。

「しゃうね？　でてぃよりね？　およめたんのがいいっ！」

「だろ!?　そうだろ!?」

「ちかいのちゅー、すぅー♡」

「はっはっは！　俺の嫁はおませさんだなあ。そういう事は高学年になってからね？」

　じゃれついてくるシャルちゃんを愛めで返しながら、俺は呆然とこっちを見上げる弟子に『どんなもんだい！』って視線を送る。この俺の手にかかれば駄々だだっ子こを丸め込むなど造作もない。

　さあ！　竜王ドラゴンキングの知略に惜しみない賛辞を捧げるがよい！

「ししょーのだらっ！　ロリコンッ!!　ロリコンキングッッ!!」

　あれー？　大惨事じゃん。

「小学生の女の子をお嫁さんとか、なに考えてるんですか!?　へんたい!!」

「お、落ち着いてよあいちゃん！」「そうです！　それ天に向かってツバはいてるです！　思いっきり自分に降りかかってくるです!!」

　澪ちゃんと綾乃ちゃんが、荒ぶる我が一番弟子を必死に宥めてくれている。どうしてこうなった？

　しかし……勢いとはいえシャルちゃんの弟子入りを断った事で、天衣の件を言い出しづらくなってしまった。

　しかもあいの反応を見るに、俺が新たに弟子を取る事をあんまり歓迎していないっぽい……というか、明らかに嫌がってる（嫁はさらにＮＧらしい）。

　確かにあいは弟子であると同時に同居人でもあるわけで、俺の生活の変化が自分の生活の変化に直結する立場だ。そう考えると、あいに事前の同意無く弟子や嫁を取るのはＮＧというか非常に危険な行為っぽい。

　まあでも別に天衣は弟子に取ったわけじゃなく短期レッスン引き受けただけだから言わなくていいよね？　……よね？　ね!?
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　そんな苦悩を抱えつつ、翌週の土曜も新世界で天衣の特訓が行われた。

「例のパンサーは……まだ来てないみたいだな」

　場所は前と同じ『双玉クラブ』。角頭歩で天衣をボコボコにした豹柄のワンピースを着た野生の猛者の姿が見えないと、室内の雰囲気もいくらか違って見える。さすがにあれほどのインパクトを放つ存在はここ新世界でもおいそれとお目にかかれない。

「どうするの？　あなたと指す？」

　という天衣の言葉に、俺は首を横に振る。

「強そうなのに声を掛けて真剣してこい。奥の方に座ってるやつだぞ？　あと俺の事は先生って呼べ、先生って」

　店の入口近くには級位者しかいない。奥に座ってて、しかも相手のいない連中は、強すぎてあぶれてる公算が高い。

　天衣は「ふんっ」と嫌そうに、しかし逆らう事なく相手を物色し始める。前回の負けでこの道場のレベルの高さを思い知らされているからだろう。

　やがて天衣は、一人で盤の前に座って『週刊将棋』を広げているおっさんの向かいの椅子を引きながら、

「ね……ねぇ、おじ様？」

　髪を搔き上げ、おっさんの耳に顔を寄せて囁く。

「私と遊んでくださらない？」

　援助交際の客引きみたいな感じになってしまっているな……。

「……」

　週刊将棋を読んでたおっさんはＪＳのお誘いにポカンと口を開けていたが、タバコのケースを駒台の横に置いた天衣が駒を並べるのを見てようやく真剣の誘いだと理解したようで、週刊将棋を折り畳んで隣の椅子の上に置くとニヤニヤしながら言った。

「飛車でも落とすかい？」

「ご冗談でしょ」

　おっさんからの駒落ち将棋の申し出を即座に拒否した天衣は、自陣の歩を五枚取って一方的に振り駒を行う。


「ッ……！」



　おっさんの目が鋭くなった。

　振り駒を行うのは上位者の役目。つまり天衣は「あなたより私が強い」と挑発に挑発で対抗したのだ。小学四年生にしてこの気の強さはもはや才能である。

　振り駒の結果、先手は天衣。

「お願いします」

　相手と全く呼吸を合わせずさっさと一礼した天衣は、ツンと顎を上げて初手を指す。オーソドックスに角道を開けた。

　そして後手の手番。

「負けても泣くなよ……っと」

　おっさんの初手は──４四歩！
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「っ!?」

　歩を突く場所を一筋間違えたんじゃないかと目を疑ってしまうようなその手を、天衣は二度見三度見して確認する。

　おっさんはニヤニヤ笑いながら、

「ほら、タダで小遣いをやろうってんだ。取れるもんなら取ってみな」

「……」

　天衣は相手の真意を計りかねて動きを止めた。

　──駒落ちを拒否した自分に対するハンデのつもりか？

　──それとも……ハメ手か？

　晶さんと将棋を指すふりをしながら戦いを見守っていた俺は、おっさんの指したその手を見て口笛を吹きそうになった。

「懐かしいな。『パックマン』か」

「ぱっくまん？」

　将棋らしからぬ単語を聞いて、晶さんはサングラスの位置を直す。

「それは……テレビゲームの事じゃないのか？」

「名前の由来はそれだと思いますけど、これも奇襲戦法の一つです」

　後手番でいきなり相手に歩を一枚捧げるという、どう考えても自分から不利にするような奇妙な指し回し。

　だがこれが意外に奥の深いハメ手なのだ。

　俺は手元の盤にパックマンの変化手順を幾つか並べて解説する。

「この歩をパクッと取ったら、こんな感じで大乱戦に突入します。激しい変化が多いから研究してある側が圧倒的に有利になる」

　ただ、どの変化に飛び込もうがプロなら確実に咎める事ができる。そういう意味では、この戦法に対応できればプロを目指す資格ありと言えるだろう。

「ちなみに……この駒をパクッと取らなかったらどうなるのだ？」

「普通の駒組みに戻ります。その選択もありですが──」

　手元の盤面を現局面に戻し、期待を込めて言う。

「俺としては、取って大暴れして欲しいですね」

　そんな気持ちが通じたのかどうか。

　天衣はしばらく読みを入れてから、激しい手つきで歩を取った。おっさんの笑みが深まる。


「あーあー、取っちまったなぁ……っと！」



　そこから始まる大乱戦。

　大駒が乱れ飛ぶド派手な戦いは、一手でも応手を間違えれば真っ逆さまに敗勢へと墜落してしまう。


「くッ……！」



　天衣は唇を嚙み、片目を手で押さえて、痛みに耐えるかのような表情をする。

　一方おっさんは余裕の表情。既に研究してある手順で進めればいいので考える必要がないからだ。それが奇襲の利点だった。

　だが、次第におっさんの表情からその余裕が消えていく。

「な、何だこのガキ……!?　くそっ！　こんなはずじゃあ……」

　罠に掛かったはずの小さな女の子が一向に大人しくならないどころか、逆に自分を罠にはめるような応手を次々と繰り出してきたからだった。おっさんの驚きは尋常じゃない。


　偶然────では、ない。読み切っているのだ。




「…………」



　狼狽ろうばいするおっさんを射すくめるかのように、天衣は片目を手で押さえたまま、もう片方の目を相手に向ける。

　盤面だけではなく対局相手の反応をも情報として取り込んで形勢判断の材料にしているんだろう。いつだって盤上没ぼつ我がのあいとは、完全に逆のタイプ。面白い。

　そして。


「これで────どう！」



　一際高い駒音を立てて、天衣は駒を動かす。

　完璧。

　天衣は初めて見る奇襲戦法を完璧に受け切って見せた。冷徹な読みと、鋭敏な感覚と、そして何より強靱な心が、それを可能としたのだ。

「……よし！」

　俺も思わず机の下でガッツポーズ。

　完璧な受けは、それだけで相手の心をヘシ折る。ＲＰＧロープレでどれだけ攻撃してもダメージを与えられない敵が登場した状況を想像して欲しい。やる気なくなるだろう？　それと同じ。

「チッ！　……ここまで、だな」

　天衣が攻めに転じた瞬間、おっさんはそう言って駒を投じた。

　おっさんの囲いは無傷。勝負はまだまだこれからと見ることもできる。だが、『勝てない』と思った瞬間に終わるのが将棋というゲームだ。

「……お嬢ちゃん、強ぇな」

「ありがとう。知っているわ」

　天衣は快心の笑みを浮かべて賛辞を受ける。軽く感想戦をしてから「ジュースでも飲みな」と渡された千円札を優雅な手つきでタバコの箱に仕舞った。

　晶さんはドヤ顔で俺を見る。

「ふふん。どうだこの強さ！　変な格好に動揺さえなさらなければ、こんなゴミ溜めに溜まるクズどもにお嬢様がお負けになるわけがないのだッ!!」

「棋才は確かに比べものにならないと思いますよ。ええ」

　その点については俺も疑ってない。

「ただ、相手がどんな奇襲を仕掛けてこようが、どんな奇抜な格好をしていようが、微塵も動揺しないメンタルを身につける必要はあります」

　かつて名人戦において、挑戦者が気合いを入れるため頭を剃り上げて登場した『剃髪ていはつの一局』というのがあった。

　時の名人はいきなりツルッパゲになった挑戦者の姿に動揺して一局目を落としたが、相手の髪が伸びてくるに従って調子を取り戻し、防衛を果たしたのだ。

「後にその名人は『ずっと剃り続けられていたら危なかった』と語っています。将棋ではそれだけメンタルの部分が勝負に影響するという証拠でしょう」

「というか、相手が坊主にしたくらいで負けるほど動揺するものなのか？」

　棋士は繊細せんさいな人が多いという証拠でもありましょう。

「でもまあ勝負が始まればさすがに相手がどんな格好をしてても気にならな……い……？」

　喋りながら、俺は自分の言葉が噓だと悟っていた。例の珍獣がドアを開けて姿を現したのだが、その姿を見た瞬間、激しい動揺に襲われて将棋どころではなくなってしまったからだ。


　パンサーは────ピンクパンサーになっていた！



　天衣が、驚いたというよりも怯おびえに近い声を出す。

「ど……どうしてヒョウ柄なのにピンクなのよ!?」

「……派手だから？」

　派手な方へ派手な方へと行きたがる大阪人のＤＮＡが、パンサーをただのパンサーからピンクパンサーへと進化させたのだろうか……。

「誰か相手してくれへんか？　今日は競輪けいりんで儲もうけたさかい、なんぼの勝負でも受けるでェ」


「…………わ……私が相手よ！」



　天衣はピンクパンサーと盤を挟む。相手も同意してさっそく駒を並べ始めた。あれと戦うのか……小学生でこの度胸は大したもんだ。

　それにしても、あのピンクの豹柄ワンピース……眼鏡のフレームもピンクだし……。

「まずいな。性別が気になって将棋どころではないぞ……」


「ま、まあ……その…………これも修業です!!」



　物事に動じない晶さんですら声が震えている。おそるべき相手だった。

「ほな、振るでェ」

　前の戦いで天衣を圧倒したパンサーが振り駒を行い、抜群のツキを発揮して先手を引く。

　戦いは再び角頭歩。

　今度は天衣も警戒して角交換を拒否するが、しかしピンクパンサーは当然その対策も準備していた。

「ケッ！　猪口才ちょこざいな。力で来んかい！」

　天衣が角交換を拒否したため一人だけ角を前線に進出させると、左桂も跳んで有利な体勢を築き上げる。


「ぅく……っ！」



　天衣は自らの角道を止めてしまった事で、角のみならず左桂の活用もままならない。左腕を縛ったまま戦うようなものだ。敵の狙いにまんまとハマッた。

　が、天衣も簡単に折れはしない。

　むしろ劣勢に立たされたことで、その才能の本質である『受け』が光り始めた。トリッキーな相手と戦う経験値も積み、確実にレベルアップしている……！

「「……」」

　いつの間にか人だかりができていた。二人の対局があまりにも高度なため、誰も何も言わず盤面に見入っている。

「やるやないかい、小娘……」

　先手を引き、しかも序盤で優勢を築いたにもかかわらず攻めを切らされたパンサーは、酒とタバコでしゃがれた性別不詳の声で天衣を称賛する。

「《新世界の女豹めひょう》と呼ばれたこのワシの攻めを、ここまで完璧に受け切るなんてなぁ!!」

　おばさんだった！

　その事実に天衣は激しく動揺し、直後、悪手あくしゅを指して自滅した。ありゃ仕方ねーすわ。









[image: ]　　癖






「さ……最近どうだ？　調子は」

　家に帰り、夕食時。

　先日のシャルちゃんの件や天衣のレッスンもあり、ちょっと弟子とのコミュニケーション不足を感じていた俺は、積極的に話しかけてみる事にした。

　あいは食事の手を休めることなく、にっこり笑いながら話し出す。

「最近、みんなの癖を見抜けるようになったんです！」

「……ほう？」

　意外な言葉が飛び出したけど、あいが元気そうで安心した。先を促す。

「どんな癖なんだい？」

「澪ちゃんは、動揺すると『ふわー』とか『やー』とかボヤくんですけど、形勢がよくなると急に何も言わなくなるんです」

「ああ。あるある」

　ボヤきは将棋を指してるといつのまにか身についてしまう癖だ。「ええー」「そっか」あたりは初心者で、上級者になると「そうかそうか。草加そうか越谷こしがや千住せんじゅの先さき」となる。マンモス！

「綾乃ちゃんは序盤で奇襲しようとするとき、めがねをはずしてこっちの表情をぜったいに見ないようにするんです」

「うんうん」

　繊細な綾乃ちゃんらしい癖だ。相手に自分の表情を見られるのを気にするより、自分が相手の表情を見て動揺してしまうのを防ごうとしてるんだろう。かわいい。

「桂けい香かさんも、形勢が難しくなって困っちゃうと、手で髪の毛をまとめはじめるんです」

「あー、言われてみればあるね。そんな癖」

　誰にでも癖はある。修練を積んだ高段の棋士にだって癖はある。

　タイトルを獲るような棋士でも、たとえば予想外の一手を指されて動揺すると和服の襟を何度も整えたり、勝ちが見えると手が震えたり空咳からせきが止まらなくなったりする。その癖の存在を自覚していても止められない。

　人間は極限まで集中していると、知らず知らずのうちにそういった癖をどうしても出してしまうのだ。

　それらの癖を冷静に見極めて戦いを進めるのも勝負師として重要な事。あいの観察力が盤上だけじゃなく盤外にまで広がってきたのは師匠として喜ばしい。

「他には？　何か面白い癖はあるか？」

「ありますよ」

　あいは笑顔のまま茶碗ちゃわんと箸はしを置くと、こう言った。

「師匠は隠し事があると、両手をズボンで何度もゴシゴシするんです」

「え？」

　俺は思わず箸を落とした。あいは落ちた箸に全く注意を向けず、観察するような目で、じっ……とこっちを見つめながら、




「師匠……なにを隠してるんですか？」

　なにこれめっちゃこわい。

「は!?　ん？　か、隠し事？」

「してますよね？」

「いやいやいやいや！　するわけないだろ!?　な、何を隠す必要があるってんだよ!?　つーか、こんな狭い部屋で一緒に暮らしてて隠し事なんてできるわけが──」

「ズボン、ゴシゴシしてますよ？」

「にゃわッ!?」

　ゴシゴシしてた！　ぜんぜん意識してなかった！　完全に無意識だった!!

「隠し事……してますよね？」

「……」

　やべえ手汗やっべえ……。

　俺は緊張すると手に大量に汗をかくため、それで駒を持ち損なう事があった。そういったミスを回避するため、悪手を指して形勢が悪くなったり相手に気取られないよう密かに勝負手を放とうとする場面では駒が滑らないよう何かで手を拭く。それが癖になっちゃってるのだ。

　この癖を見抜いたのは今までに姉弟子と歩夢あゆむきゅんだけ。しかも最近やっと見抜かれたばかりだというのに、出会って二ヶ月足らずで気付くとは……。

　あい……おそろしい子!!

「正直に言ってください。今ならまだ間に合いますから」

「んー？　でも隠し事とか言われても、ほんとに思い当たる節ふしはないけどなぁ？」

　何とか態勢を立て直した俺は、動揺しないようあいの顔から目を逸らしつつトボけて見せるものの弟子の追及は一手も緩まない。常に最強の手で返してくる。熱い……！

「噓です。隠してます」

「何でそう言い切れる？」

「師匠は噓をつくとき右斜め上を見るんです」

「え!?　マジ!?」

「噓です」

　ブラフ……!!

「でも……動揺しましたよね？」

　したよ。しましたともさ。

　今のは俺がちょうど右斜め上を見ていた事を逆手に取ってカマをかけ、こっちのミスを誘おうという手筋だった。

　い、いつのまにこんなテクニックを!?　あいちゃんちょっと成長しすぎじゃないですか!?

「……おこってないから本当のことをいってください」

　あいは背後から『ごごごご……』という擬音が聞こえてきそうな黒オーラを放ちながら迫ってくる。言う前から激怒してらっしゃるようにお見受けするんですが……。

「ほ、ほんとう？　本当に怒ってない？」

「ええ。おこってません」

　あいは微笑みを浮かべたまま、

「これからおこるんです」

　数時間後──

　秘術を尽くしたあいの連続王手を辛くも凌ぎ切った俺は、天衣の件について何とかしらを切り通す事に成功したのだった。


　で、でも…………寿命、縮んじゃったな……。
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「……何だか、すごくやつれてない？」

　次のレッスン日に天衣と顔を合わせると、ギョッとした表情と共にそう言われた。


「…………もう…………保もたない…………長引くと……無理…………」



「はぁ？」

「いいからさっさと指してこい！　今日こそあの女豹に絶対勝てよ!?　こっちは寿命削ってやってんだからな!?」

「な、なによ。わけわかんないですけど……」

　天衣は俺の迫力に気圧されつつも「言われなくても勝つわよ！」と言い捨てて、《新世界の女豹》に挑んでいく。

　天衣に手合いが付くと、いつものように俺と晶さんが取り残された。

「……」

「……」

「……」

「……あの」

「ん？」

「せっかく席料払ってるんですし、指しませんか？　俺達も」

「指す、とは？」

「将棋ですよ」

　他に無いだろ。

「だが……私は将棋をよく知らないぞ？」

「よかったら教えますよ。まず、駒の並べ方は──」

「そのくらいは知ってる」

　多少ぷんすかしながら、晶さんはぺちぺちとプラスチックの駒を並べていく。

「ふっ……どうだ？　完璧だろう？」

　並べ終えてドヤってる晶さんに、俺は言った。

「飛車と角の位置が逆です」

「……」

　ここでよくある反応は『あ！　間違えた』とか『そうなんですねー』みたいな感じなんだけど。

　ゆっくりとサングラスを外しながら、晶さんはこう言った。

「選べるんじゃないのか？」

　どーん！

　飛車と角の位置を自由に選べる!?　何その発想!?　斬新……！

「え……と、選べません。飛車が右で角が左です」

「融通が利かんな」

　不満を口にしつつ、晶さんは飛車と角の位置を修正する。

「じゃあ始めますけど……晶さん、駒の動かし方は？」

「馬鹿にするな。私はお嬢様のお世話係だぞ？　完璧にマスターしている」

　そんな調子で始まった対局は、早々に破は綻たんした。

「銀は横に動けません」

「……動きたいのだが？」

「だめです」

「……」

「コソッと動かしてもダメ！　ほら戻して。別の手を考えてくださいよ」

「欠陥だ。ルールが悪い。金と銀がわかりづらい」

　初心者が躓つまずくハードルその一だ。その二は竜と馬の動きの区別。

「憶えられないからどっちかに統一して欲しい」

「そういうのは連盟に直接言ってください」

「先生は竜王だから将棋連盟で一番偉いのだろう？」

「何の権力もありません。象徴みたいなもんです」

　タイトル保持者の権威と将棋連盟での権力は全くの別物。俺は数多くいる棋士の一人に過ぎないし、しかもうちの一門はただでさえ関東に押され気味な関西でも更に傍ぼう流りゅうだ。人数も少ないから発言力も無いに等しく、おまけに先日師匠が連盟の窓から放尿するという蛮行ばんこうに及んだためかろうじて存在した発言力も朝露のように儚く消えた。

「まあそんなに気にしないでくださいよ。誰でも最初は間違えますし……それにここだけの話プロでもたまに間違えますから（笑）」

「それでプロとか（嘲笑）」

「絡みづらいなぁあんた！」

　ちなみに金と銀の動きを間違えるのはさすがに無いが、駒台に置いてある金と銀を間違えて打った事は何度かある。気をつけましょう。

「とにかく駒の動きを憶えてください！　銀は左右と後ろに行けません！　金は斜め後ろに行けません！」

「そんなにいっぱい言われても憶えられない！　私だっていっぱいいっぱいなんだ！」

　おっと。いけないいけない。

　吸収が早い子供と違って、大人は駒の動きを憶えるまでが一番高いハードルだ。ここで苦手意識を持たれたら全てが終わる。

　女性への普及は最もハードルが高いが……それでも、興味を持ってもらう方法はある。

「……ふぅ～～。あのですねぇ、晶さん」

　深呼吸して笑顔を作り直すと、俺は明るい声でこう言った。

「銀はね、象さんなんですよ」

「頭は大丈夫か？」

「比喩ひゆだから！　動き方の喩えだから!!」

　駒を動かして銀の動ける場所を示しながら、

「銀の動きを見て！　ほら！　こう！」

「ふむ」

「象が鼻を伸ばして両脚を突っ張ってる！」

「ふむ」

「ね？　象さんでしょ？」

「……頭は大丈夫か？」


「素直になれよぉぉぉ！　象だろぉぉぉ!?」



　もう嫌だこの人！　会話嚙み合わない!!
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「先生が急に象とか言い出すのが悪い。将棋に動物が出てきて逆に混乱した」

「別に俺の思いつきで言ってるんじゃないです。実はこの象に似た銀の動きが、将棋のルーツを解明するのに重要な役割を果たしたんですから」

「ほう？」

「チェスには銀の動きをする駒はありません。同じ動きをするのはインドのチャトランガとタイのマークルック。中国将棋シャンチーや朝鮮将棋チャンギにも『象』って名前の駒はありますが動きは違います。だから将棋はインド発祥、東南アジア経由で日本に来たと考えられてるんです」

　異説もあるが、俺はこの説が好きだ。こうやって銀の動きと絡めて説明できるから。

「インドもタイも象がいて、人間に飼育されて戦争にも使われていました。だから戦争ゲームである将棋にその動きが取り入れられてるわけなんです」

「アフリカにも象はいるぞ？」

「はいはいそうっすねじゃあもう将棋はアフリカ発祥でいいですとにかく銀は象だって憶えてくださいぞうぞうぞうぞうぞう！」

「騒々しいやつだ。……ゾウだけに」

　とにかく銀は横と真後ろにいけないという事だけは頭に叩き込んでもらって対局を再開したけど、初心者が躓くハードルその三である『桂馬だけ他の駒を跳び越えられる』で綺麗に躓いてくれたため対局を完結させる事はできなかった。

　ちなみに天衣は今日もパンサーに五回挑んで五回とも吹っ飛ばされた。「……いいところまでは行くのよ……」と言ってるので何かを摑みかけてはいるようだ。

「さあお嬢様。早くお帰りにならねば門限に遅れます。さあ！」

　将棋にイラついたからかいつもより激しく天衣を急かす晶さんに、俺は今日の成果を確認する質問を投げかけた。

「じゃあ最後に銀の動きをおさらいしましょう。どんな動物の動きをするんでしたか？」

「……カバさん？」

　本気で間違えてる顔だった。道は長そうだ。
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　天衣達と別れ、俺は一人でトボトボと夕暮れの道を歩いていた。

　家で待ってるあいに何か土産を……と思うんだけど、さすがに毎回同じ場所で串カツじゃあ怪しまれてしまう。既にかなり怪しまれてるし。

「……難波なんばまで行ってみるかぁ」

　普段は動物園前駅に向かうんだけど、今日は反対方向に行ってみる。難波なら色々ありそうだし、無かったら梅うめ田だで探せばいい。

「でもなぁ。ＪＳの喜びそうなものってなぁ？」

　見当もつかないから、比較的ＪＳに近い生態を有しているであろうと予測されるＪＣ女子中学生に相談してみることにした。

　スマホを取り出す。

　メールが一件入っていたので確認すると、関東の歩夢きゅんから『汝、この服どう思う？』という画像付きのメールが。

　どこかの服屋の試着室で鏡に映りながらポーズをキメる歩夢きゅんの自撮り写メだ。羽衣はごろものようなものを纏っていた。マントの次は、羽衣……。

　自分で着るのは絶対にゴメンだけど他人が着るのは面白いので『いいね！　次の対局で着てみなよ[image: ]』と適当に返してから、通話履歴をタップして姉弟子にコールする。

『はい？』

「あ、もしもし？　俺ですけど」

『なに？』

「姉弟子って甘いもの好きでしたよね？」

『……嫌いじゃないけど』

　警戒するような声を出す姉弟子に、俺は重ねて質問する。

「最近評判のいいスイーツ店って、どこかあります？」

『今どこ？』

「なんば。電車乗って梅田行く途中」

『そう……ね』

　思い出すように間を取ってから、姉弟子は堰せきを切ったかのように喋しゃべり出した。

『梅田ならシェ・ハタケヤマのフルーツたっぷり☆ミルクレープが評判いいらしいわよ。店の雰囲気も良くてデートにも使えるって雑誌に書い……噂で聞くし。あとこの時間だとヒルトンのアフタヌーン・ティーセットとか？　値段は張るけど量がハンパないから夕飯代わりでも大丈夫だし。堂島どうじま界隈なら糸谷堂いとだにどうのロールケーキが定番よね。日持ちのする焼き菓子とかも評判いいけど、川を見ながらイートインもできるから。あと連盟に一番近いところだと、新福島駅の交差点にケーキセットでコーヒーお代わり自由の店ができたけど？　ここなら電車にもすぐ乗れるし遅くまでいられるから評判いいみたいだけど？　まあ私が行きたくて調べたんじゃなくてうちの学校のギャル系の女子が喋ってたのを横で聞いてたから知ってるだけだけど？』

「……詳しッスね？」

『べつに？』

　スイーツ通の姉弟子は面倒くさそうに吐き捨てると、

『で？　何なの？　ちょうどいま、明後日やる女王戦第二局の研究が終わったところだから、オゴリなら付き合ってあげなくもないけど？　ちょうどいま研究が終わって甘いもの食べたいタイミングだったから。明日は移動日だから無理だけど今なら一緒に行ってあげなくも──』

「いや仕事で遅くなっちゃったんで、あいに買って帰ろうかと」

『頓とん死ししろクズ!!』

　罵ば声せいと共に通話が終了した。姉弟子沸点低すぎだろ。今のやり取りのどこに『死ね』とまで言われる要素があったのかと。

「ここからだと……糸谷堂のロールケーキかなぁ？」

　俺はスマホで場所を検索しながら、お土産を買うために歩き出した。

　念のため二つ買っておこう。

　弟子と、それから気難しいお姫様のご機嫌を取るために。

















[image: ]　　今日の４の２






「くじゅりゅう先生のよーすがおかしい？」

「うん……」

　ここは大阪福島おおさかふくしま区にある、北福島小学校。

　あいちゃんが師匠ししょうと暮らす商店街の中に、この学校はありました。

　そしてその学校の、四年二組の教室では、あいちゃんがクラスメートでもある澪みおちゃんに、ゆううつな顔でなにやら相談しています。

「どうおかしいの？」

「……さいきん、あたらしいお稽けい古こ先ができたんだけど……なにか隠してる気がするの」

　あいちゃんは、せきを切ったように不安をぶちまけます。


「ししょーはね？　そのお稽古先は、おじさんしかいないって言うの。でもね？　でも、このまえあいが師匠のお洋服をお洗濯するときに……服から女の人っぽいにおいがしたの。それに出かけるときの服装も、スーツじゃなくて私服なの。しかも、あいと一緒に出かけるときの服より、オシャレな感じの服なの。帰りもだんだん遅くなってるし、『何か隠し事してませんか？』って問い詰めたら、明らかに動揺してたし…………ねえ澪ちゃん。これってどう思う？」



「女ね」

　じしんまんまんの声でそう言い切ったのは澪ちゃんではなく、クラス一のおませさん、美羽みはねちゃんでした。

「ドラマでも漫画でも、そういうのは必ずほかに女をつくってるものなのよ。浮気よ、ぜったい浮気」

　美羽ちゃんは女子のオピニオンリーダー。その意見のえいきょう力はぜつだいです。取り巻きの女の子たちも、美羽ちゃんの意見に「そうよそうよ」と頷いています。

「そ、そんなことないよ！　くじゅりゅー先生に限って彼女ができるなんてありえないよ！」

　澪ちゃんは美羽ちゃんの意見に反論します。

　落ち込みっぷりがはんぱないあいちゃんをチラ見しつつ、澪ちゃんは力をこめて断言しました。

「だって別にイケメンとかじゃないし！　服とかぜんぜんダサいし！　将棋以外には何のとりえもないんだからっ!!」

「……」

「あ！　ち、違うのあいちゃん！　み、澪はべつに、くずにゅー先生のことダサいとかブサメンとか思ってないよ!?　でも一般論として──」

「そうそう。そーゆー、女に免疫めんえきのなさそうな男ほど、へんな女にのめりこむものなのよね！」


「…………」



「だ、だめだよあいちゃん！　今ちょっと殺気はなってたよ!?」

「はっ!?」

　ふと気がつけば、あいちゃんの放つオーラによって、クラスの女子のたいはんが泣き出しています。

　四年二組の教室は、一瞬で阿鼻叫喚あびきょうかんのちまたと化しました。

「ご、ごめんなさい……そんなにこわかった？」

「目つきとか、まるで殺し屋だったよぉ……」

　大人の男たちと盤上で生きる死ぬの戦いを繰り返すあいちゃんは、ふつうの小学生など眼光ひとつで泣かすことができてしまうのです。

　プロの真剣勝負の息吹いぶきを間近で感じているだけあって、その殺気はじんじょうではありません。正面から殺気を受けた美羽ちゃんなど、四年生にもなってお漏らしです。

「……ごめんねみんな。あい、もう大丈夫だから……」

「ほんと？　あいちゃん、ほんとにだいじょーぶ？」

「うん！　ところで澪ちゃん」

「なーに？」

「澪ちゃんのお父さんって、お薬の研究をしてるんだよね？」

「うん。うちのパパは、せーやく会社につとめてるけど」

「自白剤ってどうやったら買えるのかな？」

「……え？」

「おこづかいで買えるかなぁ？」


「え……えぇ？　あの…………あい、ちゃん……？」



　あいちゃんは本気です。目が本気です。

　澪ちゃんは戦慄せんりつしました。

　このままではあいちゃんは、九頭竜くずりゅう先生の食事に一服盛りかねません。現役竜王が痴情ちじょうのもつれで小学生に薬を盛られたなんてことになったら、将棋界は終わりです。また週刊●潮にあること無いこと書かれてしまいます。連盟、大ピンチです。

（な、なんとかしないと！　なんとかして、あいちゃんの気分を変えさせないと……）

　いっしょうけんめい考えた澪ちゃんは、めいあんを思いつきます。

「そうだ！　今日は連盟道場じゃなくて、街の道場に行ってみない？」

「街の……？」

「うん！　たまには気分を変えて指そうよ！　あいちゃん、そういうとこ行ったことある？」

「師匠の師匠……大おお師匠ししょうが経営してる野田のだ将棋センターは行ったことがあるけど、他はまだないかな」

「大阪にはいっぱい道場があるから！　澪が最初に通ってた道場に連れて行ってあげる！　あやのんとシャルちゃんも誘って、みんなで指しまくろー！」

「う……うん」

　盛り上がる澪ちゃんにつられて、あいちゃんも思わず頷いてしまいます。

（師匠からは、大阪は危ないから……連盟か大師匠の道場以外で指すときには、ちゃんと師匠に確認してから行けって言われてるけど……）

　一瞬、不安になったあいちゃんでしたが、すぐにそんな事をする必要なんてないと思い直しました。

　なぜなら──

（師匠だって、あいに隠れてどっか行ってるんだもん！）
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「何よここ。寂さびれてるわね」

「シッ！」

　道場の中をジロジロと見回して憎まれ口を叩いた天衣あいを慌てて窘たしなめる。

　そりゃ確かに……人いないけどさぁ。

「ここはオフィス街だから。客層もリーマン中心だろうし、まだ仕事が終わってないから人が少ないんだろ」

「ふぅん……」

　俺は席主せきしゅさんと目を合わせないようにしつつ手早く手続きを終わらせる。変装のせいもあってか今回も正体に気付かれることはなかった。自分に人気が無いからとは思いたくない。

　新しん世せ界かいの道場が臨時休業だったため、今日は東梅田ひがしうめだにある別の道場をレッスンの場所に選んでみたんだけど──

「全国大会に出るレベルのアマ強豪が集まる道場って聞いたんだけど、さすがに平日はもうちょっと遅い時間にならないと人が集まらないっぽいな……」

　いつも行く道場とは違って、明るく清潔感のある室内はとても居心地がいい……とはいえ人がいないのでは道場に来た意味がない。

「どうするのよ？」

「ま、仕方ない。俺と指すか」

「はあ？　道場に来た意味がないじゃない」

「雰囲気雰囲気」

　渋る天衣を促して席に着くと、使い込まれて表面のすり減った盤にプラ駒を並べていく。

「どれだけ伸びたか見てやる。平手でいいぞ」

「っ！　……お願いします」

　先手を持った天衣は角交換系の将棋に俺を誘導し、小学生離れした渋い手をどんどん繰り出してくる。

　俺はじっくりと時間を使ってその一手一手を吟ぎん味みし、それから反撃して、押し潰した。


「ぐっ……！　あ、ありません……」



「はいお疲れさん」

　駒を投じた天衣に労いの言葉を掛けてから、改めてその棋才に感嘆する。

「うん……強くなったな。強くなるとは思ってたけど、この短期間にここまで伸びるとは思わなかった」

「……はぁ？　大差でボッコボコにしておいてよく言うわね？　嫌味？」

「違うよ」

　俺は苦笑すると、

「差が付いたように見えるのはお互いの読みが嚙み合ってるからだよ。プロと読み筋が一緒の小学生なんてそうそういるもんじゃない。しかも受けが強い小学生なんて──」

　そこでふと、自分の言葉に違和感のようなものを覚えた。

　そう。受けが強い子供は特殊だ。

　あいもそうだけど、ほとんどの場合、子供は攻めたがる。子供が自発的に……しかもほとんど他人と対局したことのない子供が受けるようになるというのは考えづらいのだ。

　才能──と一言で片づけるには大きすぎる謎が、この少女にはあった。

「天衣、おまえ……将棋はご両親に習ったってな？」

「……そうよ」

「どんな人達だったんだ？　もしかして、かなりの強豪だったんじゃないか？」

「……」

「おまえの将棋、どこかで見たような気がするんだ。受けが強い……けど、玉をガチガチに固めるタイプでもない。居飛車でそういう指し方をするのはアマチュアには珍しいし……そもそも角換わりを指すＪＳ女子小学生なんて、研修会でもほとんどいない。まるでプロみたいな──」

　そこまで言って、俺は天衣が何かに耐えるように俯うつむいているのに気付いた。

「あっ！　わ、悪い。思い出したくなかったなら、言わなくてもいいんだ……悪かった」


「…………そういうわけでは、ないけれど……」



　俯いた天衣の口調は重い。

　しまった……あまりにも無神経だった。

　今の俺の質問は天衣の心の傷を抉っているのに等しい。

　まだ小学生の女の子に、亡くなったご両親の事を聞くなんて……。


「…………お母さまは、そこまで強くなかったけど……」



　囁ささやくような声で天衣は言った。

「お父さまは、アマチュア名人だったわ」

「そ、そっか。本当に強かったんだな……」

　自分のミスに動揺していた俺は、そう返すので精一杯だった。

　……アマ名人ならどこかに記録が残ってるはずだ。連盟に行ったときに棋譜きふや将棋雑誌の記録を調べてみよう。そうすれば何かわかるかもしれない。

　夜叉神やしゃじん……アマ名人……どっかで聞いたような気もするけど思い出せなかった俺は、それ以上天衣に話を合わせてあげる事もできず、無言でさっきの対局の感想戦をするくらいしかできなかった。二人で駒を動かす。言葉はなくても、将棋があればお互いの気持ちは伝わる。

　パチン。

　パチン。

　俺達しかいない道場に、やたら駒音が大きく響く。

　しばらく黙って駒を動かし続け、もう反省する箇所もなくなると、天衣がポツリと言った。

「……遅いわね。晶あきら」

「駐車場が見つからないんじゃないか？　ゴチャゴチャした場所だし……」

「そうかもね……」

　天衣はそう呟いてから、急に明るい声を出して、

「ねえ。指し方教えてくれる？」

「？　いま教えてるだろ」

「そうじゃなくて。そうやって綺き麗れいな音をどうやって出すのかって聞いてるの。クズ」

「おい。ちゃんと先生って呼べよ」

「はいはいクズ先生」

　生意気にそう言う天衣だったけど、俺に気を遣ってくれているのがわかった。素直じゃない……けど、優しい子だ。

「こうだよこう。駒をこう持って、こう」

　パチン！　と心地よい音が立つ。表面の磨り減ったプラスチックの駒でも、プロが扱えばアマチュアとは違う音が出る。

「こう？」

　ぺたん。なんか可愛い音がした。

「真面目まじめにやれよ」

「やってるわよ！」

　天衣は顔を真っ赤にして怒鳴る。

「やってるけど……他の駒に当てないように気をつけると、思いっきりできないから……」

「後ろの駒に載せればいいんだよ」

「え!?　そんなことしていいの……？」

「プロもそうやってるって。対局とかの中継見てると『カチカチ！』って音が連続する時があるだろ？」

「……そうだったかしら？」

「そうなの。あれは最初に後ろの駒の上に持った駒を置いて、それから滑らせるようにして盤に打ちつけてるんだよ。だから音が二回するんだ」

「ふーん。こう？」

　へぺちょん。

　何故か、さっきより可愛い音がした。

「おまえさん……意外と不器用だね」

「おまえって言わないでよ」

「じゃあ何て呼べばいいんだ？　お嬢様か？」

「……」

　天衣はプイッと横を向いてから、蚊の鳴くような声で言った。

「……天衣でいいわよ」

「あ、それＮＧで」

「はぁ!?　こ、この私が名前で呼ぶことを許してやってるのよ!?　それを拒むとか何様のつもりよ！　このクズ!!　クズクズクズッ!!」

「うちの弟子と被るんだよ！　名前も年齢トシも性別も!!」


「……ッ！」



　天衣は小さな唇をきゅっと引き結び、急に黙り込む。

　そして探るようにこう尋ねてきた。

「竜王の弟子、ね。一体どういう経緯で、弟子なんて取ろうと思ったのかしら？」

「経緯っていうか、完全に縁だよ。最初はタイトル戦で会って、でも俺はその事をすっかり忘れてて、そんで向こうが俺の家まで押しかけてきて、一緒に暮らす事になって──」

「ちょっと!?　い、一緒に暮らしてるの!?　女の子なんでしょ!?」

「女の子ったって、まだ小学生だぞ？　そりゃこのご時世で内弟子は珍しいとは思うが……」

「ふ、ふぅん……まあ別にいいけど。本当にどうでもいいけど！」

　天衣はやけに「どうでもいい」を強調するように言って黒髪を搔き上げると、

「で？　強いの？」

「強い」


「ッ……！」



「けど、序盤の知識がある分だけ、おまえの方が上だろうな」

　今はまだ──という言葉を、俺は飲み込む。

　天衣の将棋を見続けてきたが……その才能は決してあいに劣るものじゃなかった。

　あいの棋風は攻め将棋。

　暴虐ぼうぎゃく的なまでの『読み』の力を駆使して一瞬で相手を寄せきる切れ味。さらに驚異的な記憶力は一度見た局面を全て暗記できる。その記憶力で『読み』の作業を短縮できるから、経験を積めば積むほど早く、深く、局面を読めるようになっていく。

　一方、天衣の棋風は受け将棋。

　洗練された序盤戦術と精密な大局観により、自然な手を積み重ねることで着実にポイントを上げていく事ができる。

　しかも町道場に出て修業する事で胆力や勝負勘も磨かれ、ハメ手やトリッキーな手筋にも冷静に対処できるようになった。それどころか相手の指した手を逆用し、その力を弾き返すような指し方すら身に付けつつある。要するにカウンターだ。これは威力がある。

　あいが最強の矛とすれば、天衣は最強の盾。

　棋風も性格も全く違うこの二人がぶつかったらどうなるのか、今から楽しみだ。

　楽しみなんだけど……。


「…………どう説明しよう……」



「は？」

　いきなり頭を抱えて盤の前に突っ伏す俺を見て、天衣は不審そうな声を出した。

　何で最初にあんな噓をついちゃったかな……でもあい、俺が女の子の名前を口に出したりすると急に冷たくなるし……カレー作ってくれなくなるし……。

「こうかしら？（ぱちゃん）んんー……（ぺちょん）あれ？　おかしいわね……（ぴたん）」

「あーもう！　考え事してるんだから静かにしてくれ!!」

「将棋道場で将棋指して何が悪いっていうのよ!?」

　俺がキレ、天衣もキレ返してくる。客は俺達しかいないから席主さんも何も言わない。

「いつまでもぺちょぺちょぺちょぺちょ気の抜けた音立てやがって！　こうするんだよ!!」

　俺は席を立つと、天衣の後ろに回り込んで──

「指をこうして、こうやって駒を摘つまんで」

「っ!?」

　天衣の背後に立って、包み込むように右手を重ねる。びくん！　と小さな肩が跳ねた。

　そして、俺もハッと気付いた。

　手……小さいな。

　大人びた物言いをするし、強い将棋を指すからつい忘れちまうけど、天衣はまだ小学生だ。

　しかもご両親を事故で亡くし、身内は祖父しかいない、とても悲しい女の子……。

「手を……どうするのよ……？」

「うん。いや、だから……こう、ね？　こんな感じで……」

　ぱちん！

　何かの実が弾けたような、そんな音がした。

「……わかったか？」

「う、うん……」

　俺は後ろに回っているから天衣の顔は見えない。長い黒髪に遮られて耳も首も見えないけど……重ねた手は少し、熱くなっていた。

「わかったわ。……けど、念のためもう一度──」

「こんちゃー!!」

　その時。

　静寂せいじゃくを切り裂くように元気いっぱいな子供の声が道場に響き渡った。

「おっちゃん、今日は学校の友達つれてきたんだよ！　二面空いてる!?」

「空いてるどころか一面しか埋まってへんよ……」

「やった！　貸し切りじゃーん！　ほらみんな、入って入って♪」

「おじゃましますです」

「こ、こんにちは……」

「おー」

　ものすごく元気な声に続いて、同じように高い声が聞こえた。

　女の子の声だった。

　それはたぶん、小さな──そう、小学生くらいの女の子達の声だった。

　その声と一緒に、どやどやと何人かが入って来る物音が背中越しに聞こえる。そして俺の背中を、どっ！　と滝のように冷や汗が流れ落ちた。

「外から見ると狭そうだったけど、中は思ったより広いです」

「そうだね。しかも、すごくきれい……」

「いっぱいしょーぎしゃしゅよ！」

　どれもどこかで聞いたことのある声だった。というか、誰の声かは一瞬でわかった。

　わかった……けど、認めたくなかった。

　けれども身体は敏感に反応していた。止めどなく冷や汗が流れ、膝がガクガクと震え始める。

「ちょっと？　どうしたのよ？　手、汗まみれよ？」

　不審そうにこっちを振り返る天衣。

　多分、俺は泣きそうな顔をしていたんだろう。目が合うと天衣がギョッとした。

　それから。

「あれ？　あの人って──」

　女の子の一人が、俺の背中を見て不思議そうな声を上げる。

　そして……背中に強烈な視線を感じた。

　油の切れた機械みたいにギギギと変な音を立てながら首の関節を回して振り返ると──

「……ししょう？」

　弟子が、こっちを見ていた。
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「違うんだ」

　まず口を突いて出た言葉がそれだった。

　こっちを見つめる弟子は、だらりと脱力した様子で道場に入り口に立ち尽くしたまま、一切の光が失せた目をしている。

　瞳孔どうこうが開ききっていた。なにこれこわい。

「こ、これは……仕事！　会長から依頼された仕事で、この子の稽古をつけてあげなくちゃいけなくて、仕事だから仕方なく──」

「しかたなく……手をにぎるんですか？」

「ち、ちがッ!!」

　天衣と重ねていた手を慌てて放す。

　ホールドアップの態勢で弟子と向かい合うと、動揺のあまり何も考えられないまま、とにかく口を動かした。秒読みに追われながら読み筋にない手を指された時でもこれほど慌てた記憶は無い。

「い、いいい、今のは違うんだ！　この子が駒の扱い方を教えて欲しいって言ったから必要に迫られて……そう稽古！　稽古の一環として握ってただけなんだよ!!」

「けいこ？」

　あいは瞳孔の開ききった目をこっちに向けたまま、一度もまばたきをせず、不自然なほどフラットな口調でまくし立てる。

「ししょう……おけいこの相手はハゲたおじさんだって言ってましたよね？　どこがハゲてるんですか？　っていうかその子おじさんじゃないですよね？　女の子ですよね？　わたしと同じくらいの年の女の子ですよね？　しかもかわいいですよね？　かわいい女の子と手をつなぐことがししょうのおけいこなんですか？　それがりゅうおうのおしごとなんですか？」

「いや、うん。それはね？」

「どうして噓をついたんです？　噓をつくっていうことは後ろめたいことがあるんですよね？　自分がよくないことをしてるって自覚してるからこそ噓をついたんですよね？　本当はその子と何をしてたんですか怒らないから本当のことを言ってくださいでも師匠は噓つきだからきっとまた噓をつくんですよねあいに噓ついて女の子と仲良くいちゃいちゃ手をにぎったりするんですよね噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓つき噓」

「ほ、本当に将棋しかしてないんだって！　どうしたら信じてくれるんだよ!?」
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「拷問ごうもんします」

　弟子の発想は中世まで飛躍していた。

「もう師匠は本当のことを言ってくれないので、痛みと恐怖で自白してもらいます。そんなことしたくないけど師匠が噓つきだからしかたないですよね？　不本意ですが、あのおばさんにも協力してもらって──」

　姉弟子にチクるつもりか!?　冗談じゃねえ!!

「お、おい天衣！　おまえからも言ってくれよ！　これは単なる将棋のレッスンで、おまえは俺の弟子になるつもりはないってこ──」

「ふぅん？　この地味で、歯の抜けたアホそうな顔のが、先生のお弟子さんなんですね？」

「ッ!?」

　天衣はわざとらしく俺の胸に寄りかかると、小悪魔めいた表情を浮かべ、あいを煽り始めた。

「はじめまして。夜叉神天衣といいます。八一先生には、さっきみたいに文字通り手とり足とり色々と教えていただいています。ね？　先生♡」

「やしゃじん……あい？　ちゃん……？」

「そうよ。あなたも『あい』っていう名前なのね。偶然かしら？　それとも……最初のあいちゃんに飽きちゃったのかな？　ひどい先生ね！」
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　うおおおおおおい！　こいつなに言ってんだ!?

「あ、飽きてなんかないもんっ！　ししょーはあいに興味しんしんなんだからっ!!」

「ふぅん？」

　天衣は小さな手で俺の顎の下をなでながら、

「でも今は私に夢中みたいよ？　さっきも私のほうがあなたより上だって言ってたし」

「おい!?　それは──」

「そんなことないもん！　今日だって師匠はあいの作ったご飯をおいしいって言ってくれたしあいのことかわいいって言ってくれたもん！」

「お世辞せじでしょ。おだてて家事をさせてるだけよ」

「昨日はお風呂あがりに耳掃除してもらったし！　ひざまくらで!!」

「子供にさせたら危ないからよ。完全にガキ扱いされてるじゃない」


「むぅぅぅ～～～～!!」



「えーっと、えーっと……み、澪は連盟道場で握手してもらったことがあるよ！」

「なんで対抗しようとするです？」

「いやぁ、少しでもきんちょーをかんわしようかと……」

　ありがとう澪ちゃん。その心遣いはすごく嬉しいけど今は完全に逆効果だ。あいがすごい目でこっちを睨にらんでるから……。

「あいなんて裸で師匠に押し倒されたことがあるもんっ!!」

「「えっ」」

　衝撃の発言に、さすがに他の面々が絶句した。天衣の身体も硬直した。

「しゃうも、およめたんにしてもぁったおー？」

　そして天使の無垢むくな発言を聞くに至り、天衣お嬢様は不審そうな目をこっちに向けてくる。

「……ちょっと、あなたまさか本当にロ……」

「はいはいはいはいはい！　みんなちょっと黙って！　静粛に！　しーずーかーにーしーてーくーだーさーいッ!!　あと席主！　そこを動くなッ!!」

　背後で受話器に手を伸ばしかけていた席主のおじさんがビクッと動きを止める。油断も隙もあったもんじゃねえ！

「えー……今あいが言ったのは、あれだ。あいが初めて俺の家に来たとき、風呂にタオルがなくて取りに出てきたら俺とぶつかって、それで倒れて……」

　正確には姉弟子から全裸のＪＳを隠そうとしてそうなったんだけど、俺の説明を聞いた天衣は拍子抜けした表情で言う。

「なんだ。事故なんじゃない」

「そうそうそう！　事故！　単なる事故なんだよ！　だから俺は別に、あい（の身体）に興味津々とかそんな事あるわけがな──」

　そこまで言って、俺は息を飲んだ。

　こっちを見ていたあいがボロボロと涙をこぼしたからだ。

　将棋でも何でも同じだ。悪手あくしゅは指してから気付く。

「あ……いや、今のはほら……へ、変な意味で小学生に興味がないって言っただけで、別にもうあいに興味がないとかそういう意味じゃなくてむしろ興味があるからこそ天衣のレッスンを引き受けたわけでつまりその」

「し──」

　し？

「ししょうのばかああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫。

　そしてあいはくるりと背を向けると、叫びながら道場を飛び出す。

「あ！　ちょっとあいちゃん!?　泣きながら走ったら危ないよぉ！」

「し、失礼しますです！」

　澪ちゃんは慌ててあいを追いかけ、綾乃ちゃんは律儀にペコリとお辞儀すると、きょとんとしてるシャルちゃんを抱えるようにして澪ちゃんの後を追った。シャルちゃんは「おー？」と最後まで状況を全く理解していなかった。

「ふん、騒がしい。単なるガキね」

　天衣は俺から離れて黒髪をさらりと搔き上げると、何事もなかったかのように椅子に座り直して駒を持った。

「……今、小学生の集団がとんでもない勢いで出て行ったんだが……何かあったのか？」

　何も知らない晶さんが道場に入ってきつつそう言うのを、俺は呆然と聞いていた。
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　こんな状態でレッスンなんてできるわけがない。晶さんに事情を説明すると、俺は慌てて家に戻る。

「あい！」

　弟子の名前を叫びながら帰宅。和室の卓袱台の上に一枚のメモが。




『いえ出します。』

「マジかよ!?」

　プリントの裏に書かれたその文字を見て、思わず震えた。

　家出!?　本気で出て行ったのか!?　あいの私物を確認すると、ランドセルと教科書が消えていた。

「あ、あいつ……マジで戻らないつもりなのか……？」

　窓の外を見れば、もう日もほとんど落ちている。夜の大阪を小学生の女の子が当あて所どなく歩く姿を想像すると、胃の奥に鉛を流し込まれたような気分になった。

　一秒でも早く連れ戻さないといけない。でも、どこに行った？　どこを探せばいい？　誰に連絡すればいい？　連盟か？　それとも警察……？

　罪悪感と、それを上回る焦あせりがこみ上げてきたその時、不意に携帯が鳴った。

　桂けい香かさんからだ。縋るように通話ボタンを押す──

『あ、八や一いちくん？　いま、あいちゃんがこっちに来てるんだけど……』

「ああよかった！　マジでよかった！　すぐに迎えに行くから！」

『来なくていい』

「え」

『って伝えてくれって。それで電話したんだけど』

「あ、あいがそう言ってるの……？」

『ううん。うちの親』

「師匠が!?」

『そうなの。もうね、あいちゃんにメロメロ。しばらく手元に置いておきたいみたい。もともと八一くんと銀ぎん子こちゃんがいっぺんに出て行っちゃって寂しかったみたいだし。そんなわけで一ヶ月くらい迎えに来なくていいって──』

「今から行くから!!」

　ジジイの戯言たわごとなんかに付き合ってられない。俺は電話を切り、なにわ筋に出てタクシーを拾った。

　福島から一駅隣の野田まで十分足らずで到着すると、車で通れないような細い道の奥にある古い日本家屋に飛び込む。

「ただいま！」

　ここは一年半くらい前まで俺と姉弟子が内弟子として修業した家だ。人生の半分以上を過ごしているので実家みたいな感覚だった。

　その姉弟子は不幸中の幸いというべきかタイトル戦のため山形やまがた県の天童てんどう市へ行っている。今日が対局日だけどさすがに今回は戻ってないようだ。あの距離で戻って来てたらさすがに人である事を疑う。

「あい！　いるのか!?　迎えに来たぞ!!」

　廊下を歩いて奥へ向かうと、和室の襖ふすまが開いて、ずんぐりした人影が現れた。手には急須きゅうすを持っている。

　師匠だ。

「やっぱり来たか」

「そりゃ来ますよ！　あいはどこです!?」

「こっちや」

　師匠は和室に俺を招き入れる。

　部屋に入ると、けれどそこには弟子の姿はない。師匠だけが上座に「どっこいせ」と腰を下ろしている。

「……あいは？」

「あいちゃんはお前に会いたない言うとる。せやから会わせるつもりはない」

「師匠！」

「落ち着け八一。そこ座り」

「……」

　威い厳げんを増した師の言葉に、焦りを抑えて従う。俺にとって師匠の命令は絶対だ。

　下しも座ざに正座した俺に、師匠は急須からお茶をこぽこぽ湯飲みに注ぎ、一つをずずいとこっちに押してきた。

「まあ飲め」

「……あいは？」

「心配せんと、ちゃんとこの家におる。二階の子供部屋で桂香と将棋を指しとるよ」

　俺と姉弟子が暮らしてた部屋だ。

　早くあいの顔が見たい……けど、ともかく無事なのがわかってホッとした。

　それがわかると、今度は急に気が重くなってくる。

　あいに会ったところで、何て言って誤解をとけばいいのかわからないからだ。

　いや、そもそも誤解なのか？　俺があいに黙って天衣のレッスンを引き受けていたのは事実だし、あいより天衣の方が上だと発言したのも事実だ。

　今、あいに会ったとして……俺は何を言えるんだろう？

　何もかもがわからなくなっていた俺に、師匠は静かにこう切り出した。

「事情はだいたいわかっとる……と、思う。あいちゃんが話してくれた事と、それから月光つきみつさんからも事前に話は聞いとったからな」

「会長から？」

「月光さんはお前に仕事を振るとき、必ずわしの意見を聞いてくださる」

「そうだったんですか……」

　さすが会長。根回しも名人級だ。

　プロ棋士は誰もが個人事業主であり、なおかつライバル。そもそも将棋で身を立てようなんて連中は協調性がゼロだ。そんなメンツをまとめるには、そういう配慮が必要なんだろう。

　けど、それだけが理由じゃなかった。

　髭の奥で口をもごもごさせていた師匠は、大きく溜め息をつくと、意を決したように話し始める。

「せめてお前がＡ級になるまで黙っておこう思ったが……タイトルも獲って弟子も取ったなら言うてもええやろ。わしは──」

　師匠はぐびりと音を立ててお茶を飲んでから、思いもよらない事を言った。




「わしはな、お前を月光さんの弟子にしようとした事があるんや」




　……え？

「俺を……会長の弟子に？　そりゃ、どういう……？」

「わしでは育てられんと思った」

「……姉弟子がいたからですか？」

　このご時世に他人の子供を一度に二人も内弟子にするのは無理だったという事だろうか？

　俺はとっさにそう思ったが、師匠は首を横に振った。

「お前がわしの持ってないものを持っとったからや。才能をな。それも、ズバ抜けた才能を」

「……？」

「最初に指した時にはもうわかったな。この子は遅くとも中学生までにはプロになると」

「で、でもその時まだ俺は、あってもアマ二段くらいでしょ？　プロになれるかなれないかなんてその時点で──」

「わかる」

　師匠は断言した。

「むしろ初心者のほうが才能は際立つ。技術は根性で手に入れる事もできるが、才能は根性では手に入らん。生まれ持ったものや」

「才能……」

「お前も感じたんやろ？　あいちゃんから」


「…………はい」



　あいは、駒を持ってまだ三ヶ月だった。

　飛車先の歩を突いていく序盤しか知らない……技術なんてまるで皆無の、経験すらない、まっさらな存在。

　だが、あいは凄まじい将棋を指した。

　相掛かりの力戦型。序盤早々から飛車と角を交換する珍しい形になると、二枚の飛車を持ったあいはプロの攻めを耐えてみせた。プロでも指しこなすのが難しい相掛かりを、過去の棋譜にもほとんど現れた事の無いような二枚飛車を、見事に指しこなして見せたのだ。

　そして紙一重で俺の攻めが届かない事を見切ると、予想もしなかった手で反撃してきた。破れかぶれの反撃じゃない。即詰みの罠まで張った、恐るべき一撃だった。

　なぜ、ほとんど駒にも触れた事の無かった少女が、そんな事を為し得たのか？

　それは──才能としか言いようのないもの。

「お前と初めて盤を挟んだとき、わしもそれを感じた。この子は将棋を終わらせるんやないかとまで思った」

　──将棋を終わらせる。

　それは即ち将棋の全てを解明するという意味だ。必勝手順の発見。将棋指しにとって最上級の褒ほめ言葉というか、神を崇める言葉にすら感じる。

　ごくりと音を立てて唾を飲み下してから、俺は尋ねた。

「そ、それは……姉弟子にも……？」

「女流棋士ならかなりのところまで行くと思った。生意気で、根性があったでな」

　師匠はニヤリと笑い、またお茶を飲む。

「お前をプロにしてやる事は、まあできると思った。せやけど、わしにできるのはそこまでや。わしにはその先を教える事ができひんのや」

「その……先？」

「タイトル保持者ホルダーとしての振る舞い」

「……！」

「番勝負での心構え。封じ手のテクニック。二日制の対局への対応。将棋界の顔としてのファンやスポンサーへの対応、取材への対応、イベントでの立ち居振る舞い、勝てば勝つほど増えていく対局への対処と、そんな多忙な日々の中で調子を維持する方法……単なるプロ棋士と超トップのプロ棋士とでは、戦いの次元が違う。将棋の内容だけやない。日々の生活そのものが別世界になるのや」

　とても理解できる……身に染みて理解できる話だった。

　最底辺の新人プロから一気に棋界最上位の竜王となった俺は、環境の激変に戸惑い……大げさに言えば人生が変わったような感じすら受けた。そしてその変化は対局以外の部分のほうが大きかった。だがそれは将棋にも大きな影響を及ぼした。

　事実、俺はそれで調子を崩し、全く勝てなくなったから……。

「せやけどわしでは、そういった場合にどうしたらええか教えてやる事ができん。トップに立った時の振る舞いや心構えを子供の頃から仕込むには、わしでは力不足や思った。それどころか、自分の将棋を見せる事でお前の才能を潰してしまうんやないかと、ずいぶん悩んだ……」

　師匠は腕を組んで宙を見上げると、

「磨けばええのか、伸ばせばええのか、それとも鍛えればええのか……才能というものをどう扱ったらええのかすら、わからんかった。なんせわしは、それを持っとらんからなぁ」

　と、寂しそうに語る。

「せやからお前が奨励会に入るタイミングで月光さんに相談した。お前と同じものを持っておられるあの人なら、お前を育てる事ができる思ったからや」

「そ、それで……どうなったんです？」

「断られた」

「……」

　ちょっとショック。

「言っとくけどな、月光さんもお前の才能は認めとった。弟子に取る事を拒否したんやない。そのままわしの弟子にしといたほうがええと、そういう意味で断らはったんや。こう言うてな」

「何て……？」

「『子供なりに考えてあなたの弟子になりたいと言ったんですから、その気持ちを大切にしてあげてください』──と」

　ガン！　と頭を殴られたような衝撃と、胸にじわりと広がる熱さを、同時に感じた。

　弟子の……気持ち……。

「その時、ハッと気がついたんや。わしは弟子のことを考えてるつもりで、結局、自分が逃げたかっただけなんやないかと。いや、それどころか……自分にはないものを持っとるこの子に嫉妬して、遠ざけようとしとったんやないかと」

　師匠の言葉を聞きながら、俺は自分の事を振り返る。

　俺はあいのためを思って行動していた。その気持ちに偽りはない。

　けれど俺は、あいの気持ちを考えていただろうか？

「それから月光さんはこうも言った……『名人の弟子が次の名人になるわけではありませんよ』──と」

　師匠は懐かしむように宙を見上げたまま、

「そういうもんか、と思ったな。それで吹っ切れた……」

　手取り足取り、全てを教えてあげる事が指導の全てじゃない。

　盤の前に座れば一人だ。

　誰の弟子であろうと一人で戦うしかない。一人で強くなるしかない。

　だとしたら、師匠にできる事とは──

「そこから頑張って、何とか名人にも二度、挑戦できた……まあ獲得はできんかったけどな」

　戦う姿勢を見せる事。強くなっていく姿を見せる事。

　それこそが最高の指導なのかもしれない。少なくとも俺と姉弟子にとっては、それは最高の指導だった。

　名人に挑戦する師匠。

　和服に身を包んだ師匠。

　対局場へ向かい颯爽さっそうと歩いて行くその姿を、俺も姉弟子も世界で一番カッコイイと信じて疑わなかった。

　姉弟子は興奮のあまり俺の手をきつくきつく握って「わたしたちも、きもの着ようね。ぜったい着ようね！」と何度も何度も繰り返した。興奮して寝付けず、俺の布団に画用紙と色鉛筆を持って潜り込み、寝転がったまま二人で将来着る和服の絵を描いた。夢の中でも。

　その後、姉弟子は十一歳で。

　俺は十六歳で和服を着る事ができた。しかも、あの日に憧れた師匠の和服を借りて……。

「わしは弟子から逃げようとした」

　自嘲じちょう気味に師匠はそう呟く。

「お前は、弟子には逃げられたかもしれんが、弟子のためを思って行動した。せやから間違っとらんと思うよ」

「師匠……」

「あいちゃんにライバルを作ってあげたかったんやろ？　一緒に強くなれる相手を。お前にとっての銀子のような」

「……！」

　瞳の奥から熱いものがこみ上げてきた。

　師匠が俺の事を理解してくれていたのが嬉しかった。そして、それと同じくらい、自分が師匠と同じ道を歩けているという事が……自分は間違えていなかったという事が嬉しかったし、心強かった。

「あいちゃんは、わしと桂香で大事に預かる。心配せんでええ。思いっきりやれ！」

　俺は、ぬるくなったお茶に手を伸ばし喉を潤した。次に発する言葉が擦かすれないように。

　姿勢を正して頭を下げる。

「……ありがとうございます！」

　そう答える声は、けれど少しだけ擦れた。
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「あら八一くん。やっぱり来てたのね」

　師匠と話を終えて、それでもまだあいが気になるので階段の下でうろうろしてると、二階から桂香さんが声を掛けてきた。

　手招きされ、俺は足音を立てないようおっかなびっくり階段を上がっていく。

「さっき一緒にお風呂に入って、髪を乾かしてあげてから布団を敷いて明日の学校の準備をして、それから布団に入ったのを確認して出てきたの。ちょっと懐かしかったわ」

　桂香さんは俺と姉弟子にもそうやって世話を焼いてくれていた。

　……それにしてもあいのやつ、桂香さんと一緒にお風呂とは……。

　うらやましい……俺だって小学校低学年の頃に一度一緒に入っただけだというのに……あの頃まだ桂香さんは高校生だったけど既に身体は完成されて……って！　こんな時に何を思い出してんだ俺は!?

「どうしたの八一くん？　そわそわして」

「え!?　い、いや……会わせる顔がないな、って……」

「あいちゃんに？」

　いいえ桂香さんにです。

　……でも仕方ないと思うんだ。桂香さん、お風呂上がりでちょっと肌が火照ほてってるし、薄着だから際どい部分もチラチラ見えちゃうし、びっくりするくらい良い匂いがするし、俺は竜王だけどまだ思春期だからドキドキしても仕方ないと思うんだ……。

「電気は消したけど、あいちゃんまだ起きてるんじゃないかしら。会う？」

「……ううん。今はやめておくよ」

　一日の疲れを感じ、俺はへたり込むように階段に腰を下ろす。

　桂香さんも廊下にしゃがんで、そんな俺の頭を後ろから優しくなでてくれた。

　凝り固まった疲れが溶けていくような温かさを感じる……。

　この家に住んでいた頃、姉弟子に負かされて俺が泣いてたときも桂香さんは並んで階段に腰掛けて、こうやって俺を慰めてくれた。

　今は俺がデカくなっちゃったからもう階段に並んで座る事はできないけど、気持ちはあの頃のまま。

　桂香さんに慰められると、どんな辛い事があっても立ち直れる気がする……。

「……あい、何て言ってた？」

「ししょーはうそつきです！　って。その一点張り」

「そっかー……」

「新しい弟子を取ったんですって？」

「俺の弟子にはしないっていう条件で引き受けた仕事なんだ。たぶん、会長の弟子になるよ。俺は研修会に入るための準備を整えてやるだけ」

「どんな子なの？」

「小学生の女の子だよ。あいと同い年の」

「……それは銀子ちゃんには言わない方がよさそうね。タイトル戦の最中だし……」

「あ、そういえば姉弟子どんな感じ？」

「さっき終わったみたいよ」

「さっき？　へぇ、月つき夜見よみ坂ざかさん粘ったね」

　二人とも、どっちが勝ったかは言わない。姉弟子が勝つに決まってるからだ。

「粘った……というか、投げさせてもらえなかったというか……」

「？」

　桂香さんが無言で差し出してきたスマホを受け取り、画面を見る。

　タイトル戦中継の棋譜だ。初手から並べていくと──

「月夜見坂さんが穴熊あなぐまに……!?」

　意外な展開に思わず声が出た。

『穴熊囲い』は玉を盤の隅でガチガチに固める戦法で、防御不要の速攻を得意とする《攻める大天使》月夜見坂燎りょう女流玉将には最も似つかわしくない。むしろ山城桜花の女流タイトルを持つ親友でライバルの供御飯くぐい万智まちさん（通称《嬲なぶり殺ごろしの万智》）が得意とする戦法である。

　二人は公式戦でぶつかる事もあるし、練習将棋をよく指しているから、月夜見坂さんはいつも穴熊を攻略する側に立っている。

　そういう将棋は逆を持って指す事も不可能ではないため、おそらく月夜見坂さんがここ一番のために温めていた秘策なんだろう。


　それを姉弟子にぶつけた────が。



「穴熊に組んだはいいけど、銀子ちゃんは囲いを無視して月夜見坂さんの攻め駒を根絶やしにしちゃったの」

「うっわぁ……」

　俗に言う『穴熊の姿焼き』だ。逆に自分が嬲り殺されてしまった。

「穴熊の負けパターンではあるんだけど、それをタイトル戦でやられちゃうと……ねえ？」

「満を持してぶつけた作戦だけに、投げるに投げらんないだろうしなぁ……」

　棋譜を進めていくと、月夜見坂さんの攻め駒はどんどん取られていき、姉弟子の駒台は載せきれないほどの駒で溢れた。手つかずの穴熊囲いがもの悲しい。

　そして投了の局面。

　棋譜コメントには、攻め駒の最後の一枚を取った姉弟子が『もう駒台に載りきらないからここに置きます』と畳に駒を置いたのを見て月夜見坂さんが投了を告げたとあった。

　悲惨。その一言である。

　中継ブログには終局直後の画像がアップされており、盤の前に和服で体育座りして膝の間に頭を埋める月夜見坂さんの悲しげな写真が貼られていた。完全に心折られてるな。第三局の開催が危ぶまれる……。

「しっかしこれは……ひっでぇなぁ。こりゃあひっでぇッスわぁ……」

「盤外のイライラを対局にぶつけてるっていうか、ここまでくると何か将棋以外に理由があったんじゃないかって思っちゃうわよね。銀子ちゃん、割とストレートに感情が盤面に出るし」

「顔面には出ないのにね！」

「あいちゃんと戦った時もこんな感じだったじゃない？」

「あー……あれも露骨に心を折りに行ってたよね……」

　桂香さんは探るように言う。

「八一くん……何か銀子ちゃんを苛立たせるようなこと、した？」

「するわけないじゃん！　そもそも対局前の姉弟子って冬眠から覚めた熊みたいに凶悪なんだから。怖くて近寄れないよ」

「そうよねぇ……」

「それに俺だってちゃんと姉弟子の事を考えてるから。タイトル戦のあいだはできるだけ心穏やかに過ごしてもらうために連絡とか取らないようにしてるし、何か話すことがあっても手短に済ますようにしてるんだよ？　ものすごく立派な弟弟子だと思わない？　桂香さん、もっと褒めてくれたっていいんだよ？」

「はいはい立派立派」

「投げやり!?」

　桂香さんは「どうしてそういうときこそ一緒にいてあげようと思わないのかなー？」と不思議な事を言いつつ首を傾げる。何で？　冬眠開けの熊の隣にいたら食われるよね？　だから逃げるのが正解じゃん？　つか一択問題だろ？

「そうなると、あと考えられるのは一つね」

「と、いうと？」

「八一くん、月夜見坂さんとコソコソ会ったりしてるでしょ？　それが気にくわないんじゃないかしら銀子ちゃん的に」

「コソコソって……月夜見坂さんが供御飯さんに会いに連盟の棋士室に来てるとき三人で顔を合わせるくらいだよ？」

「なるほど、万智ちゃんとも……二倍イライラするわけね！　万智ちゃんも大盤解説の聞き手で現地に行ってるし」

「？？？」

　姉弟子が月夜見坂さんと供御飯さんを嫌う理由……あっ、女流棋士ファンクラブのイベントでバニーガールの格好させようとしたからか!?

　でもあの時は結局セーラー服を着たはずだ。バニーちゃんよりセーラー服の方がファンの皆様に喜ばれると判断されたのだ。『白雪姫にそんな下品な格好させないで！』『バニーはいつでも着れるけどセーラー服は今しか着れないし』『いや、むしろ熟女のセーラー服姿の方が……』といった声がファンから上がったらしい。ファンの声は大事だからね！

「そう考えると確かに辻褄つじつまは合うかー……万智ちゃんの得意戦法を使う月夜見坂さんを万智ちゃんの目の前で嬲り殺すことで『私の大事なものに手を出したらどうなるか教えてやる』って二人にアピールしてるわけね。銀子ちゃんらしいといえばそうだけど……」

　姉弟子の大事なもの？

　あ、タイトルのことか。確かにこうして挑戦者の心を折って苦手意識を植え付けておけば、今後の戦いに有利に働く。ここまで徹底的に叩きのめせば対局者以外にも一定の効果があるだろう。見せしめってやつだ。

「でも、こんな盤外戦術みたいな形でしか想いを伝えられないなんて……不ふ憫びんな子……！」

　桂香さんは不思議な事を言いつつそっと目頭を拭うと、

「とにかく八一くん。あの二人とコソコソ会うの、少し控えたら？　このままじゃいつまでたっても銀子ちゃんの精神が安定しないわよ？」

「はぁ？　どうして俺が月夜見坂さんとか供御飯さんとかと会うと姉弟子がイラつくのさ？　わけわかんないよ。同業者なんだから会うの当たり前じゃん」


「…………はぁぁぁ～……」



　桂香さんはものすごく深い溜め息をつくと、俺のほっぺに指を突きつけて、

「あなたね。そういう態度はそろそろ改めないと、本当に大事故が起こるわよ？　あいちゃんの事だって八一くんのそういう異性関係に対してルーズっていうかぶっちゃけ誰にでも手を出す節操せっそうの無さが招いたんだから」

「そ、それとこれとは関係──」

「あ・り・ま・す」

　ほっぺを指でぐりぐりしながら桂香さんが言う。そもそも俺が一番好きなのは桂香さんだというのに……伝わって！　この気持ち!!

「たとえば八一くん、私が八一くんの知らない男の人とお茶したとして、そのことを黙ってたらどう思う？」

「とりあえずその男ブン殴るよね！」

「そういうことです」

　あっ、なるほど。

　ここまで言われれば俺にも理解できた。

　あいにとって、俺は憧れのお兄さんのようなものなんだろう。俺にとっての桂香さんのような存在だ。

　真実がどうであれ、そんな俺が隠れて他の女の子に将棋を教えていたというだけであいが傷ついてしまうというのは理解できた。

　理屈じゃなく、心が傷ついてしまうのだ。

　理屈だけじゃ解明できないんだ。人の心ってやつは……。

「将棋と一緒だなぁ」

「将棋と一緒ね」

　永遠に解明できない事がわかってる。けど、解明しようと手を伸ばしてしまう。人の心は将棋に似ていた……まあ俺達は何でも将棋に喩えちゃうんだけど。将棋しか知らないから。

　ふふふ、と優しく笑うと、桂香さんは俺の肩に両手を置いて立ち上がる。

「今日は泊まっていく？」

「ううん。帰るよ」

　俺も立ち上がる。

　そして、あいが寝ている子供部屋の襖の前に立った。

「あい」

　襖越しに呼びかける。

「今は信じられないかもしれない。けど……俺が一番大事に思ってるのは、あいだから」

　心に浮かんだままの言葉を口にした。

　返事は無かった。あいが聞いているのかもわからない。もう寝てるのかもしれない。

　けど、心は伝わってる。

　そう信じて、俺は師匠の家を後にした。







　帰り道。

『絶対に今日中に電話を入れなさい。ＬＩＮＥとかメールじゃなくて絶対に電話をすること！　銀子ちゃんが出なくても留守電に声を入れておくだけで違うから。これ、絶対にお願いね!?　絶対に絶対よ!?』

　桂香さんにそう念押しされてたので、駅を出たところで姉弟子に電話を入れてみる。

「……出ないと思うけどなぁ」

　対局そのものは数時間前に終わったとはいえ、対局者は大盤解説場に登場してファンと交流したり取材の対応をしたりと忙しい。打ち上げもあるし。


「あの様子じゃ感想戦はなさそうだけど…………お!?」



　意外にも、発信ボタンを押した直後に繫がる。

　まるで電話が掛かってくるのを待ってたかのようなタイミングだ。ちょうど携帯を触ってたのかな？

『なに？』

「姉弟子？　いや、勝ったって聞いたから」

『から？』


「その…………俺が最初に、おめでとうを言いたくて」



　桂香さんから「こう言え」と念押しされた通りの言葉を述べる。

『っ……!!』

　息を飲むような音が聞こえた。それから──


『……あ…………ありがと……』



　蚊の鳴くような声で返事があった。素直に喜んでくれたようだ。

「ところで姉弟子。ちょっと聞きたい事があるんだけど……」

　俺は電話したついでに、最近稽古をつけている子供がいて、その子の将棋が誰かに似てる気がするけど思い出せないと相談した。

「受け将棋で、でも玉を固めるんじゃなくて薄い玉形のままバランスを取って粘り強く戦う、角交換系の将棋が得意なプロ棋士とかって心当たりあります？」

『ある』

「えっ!?」

『けど、教えない』

「へ？」


『…………八一のばか』



　プッ。そこで通話を切られた。

　急に機嫌が良くなったかと思えば急に悪くなる。解げせぬ。

「……将棋と一緒だなぁ」

　しみじみとそう呟き、俺は夜空を見上げながら家路に就いた。
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「また負けに来たんか？　小さいのに根性だけは一人前やなぁ」

　新しん世せ界かいの道場でパンサーに再戦を挑んだ天衣あいは、そんな挑発に動じる様子もなく、綺き麗れいな音を立てて駒を並べる。あれから家で練習したのか、明らかに駒音が変わっていた。

　変わったのは駒音だけじゃない。

「見てて」

　道場に入る直前、天衣は俺にこう囁ささやいたのだ。

「今日は勝つから」

　その言葉に、俺は奇妙な違和感を抱いた。

　それは願望を口にして気合いを入れるというよりも──必ず起こりうる未来を予言したかのような、そんな確信めいた口調だったからだ。

　振り駒の結果、天衣は後手となった。パンサーが軽い口調で煽りを入れてくる。

「ええんか？　先手、譲ってやってもええんやで？」

「お構いなく」

　チェスクロックのスイッチを押しつつ、天衣は落ち着いた口調で言う。

「後手の方が都合がいいもの」

「？」

　パンサーは見た事のない動物を前にした肉食獣のように警戒の色を浮かべるが、結局は、慎重な手つきで角道かくみちを開けた。

　天衣もそれに応じ、そしてパンサーはいつものように角の頭の歩を突く。やはり角かく頭とう歩ふ戦法だ。天衣の表情に驚きは無い。

　驚くのはパンサーの番だった。

　天衣が自分の角でパンサーの角を取ったからだ。

「「ッ！　後手から角交換をしかけた……だと!?」」

　その一手に、ギャラリーが大きくざわめいた。

「お、おい先生!?　どうしたのだ!?　何を騒いでいる!?」

「……お宅のお嬢様が一手パスしたんです」

　動揺して俺の肘の辺りを引っ張ってくる晶あきらさんに大ざっぱな説明で応える。細かく説明してもおそらくこの驚きは伝わらないだろうから。

　角頭歩は有名な奇襲戦法。それだけに対策も多いが、こんな対策は聞いた事がない。理屈から考えればこれで有利になるわけがなく、むしろ不利になる。そんな手だからだ。

　しかし局面が進むにつれてパンサーの顔色は焦あせりに支配されていく。

「う……っ!?　何でや!?　何でこんな……こ、こんなはずは……？」

　すいすいと自然に駒を進めていく天衣に対し、パンサーは局面が進むほどに決断が鈍く、指し手が重くなっていった。

　天衣の狙いが読めず、どんな手を指せばいいのかわからないのだ。

「こんなアホな！　こんなメチャクチャな将棋、成立するはずあらへん！　せ、せやのに……どうしてこっちが不利になっとるんや!?」

　パンサーがそう喚わめくのもわかる。彼女はミスをしていない……というか、もはやそんなレベルの問題ではなかった。奇襲などという生やさしいものでもない。

　天衣が盤上に生み出したのは、何が正着で何が失着なのかすらわからない混沌だ。

　じりじりと盤の上を浸食していく、正体不明の将棋。

　それは──巨大な闇をイメージさせた。

「……降参や！　もう一手も指す手があらへんわ！」

　パンサーがそう言って駒を投じると、道場の中が「おおお……！」という、どよめきのような歓声で満たされた。野生の王が交代した瞬間だった。

　ほぼパンチなパーマの中に指を突っ込んでもしゃもしゃと頭を搔きながら、パンサーは悔しそうに感想戦を進める。話題はもちろん天衣が一手パスしたあの手だ。

「支離しり滅裂めつれつな手を指されて動揺してもうたわ……お嬢ちゃん、なかなかの勝負師やな？」

「そうかもね」

　天衣はそう言ってパンサーの言葉を受け流していたが、俺にはわかった。

　天衣は相手の動揺を狙っていたわけではない、と。

　これはそんな小手先の将棋じゃない。いま盤面に顕あらわれた将棋は、もっと深く、そして巨大な構想の一部に過ぎない。素人にはわからなくともプロの俺にはそれが理解できた。

「……仕上がったな」

　レッスンの終わりが来た事を確信し、俺は一人、呟く。

　壮大なイマジネーションと、それを盤上に描く事のできる技術。精神力や対人経験値等の欠けていたピースが埋まる事によってその二つが完璧に嚙み合い、今の将棋に結実した。才能という名の巨大な闇で盤上を覆い尽くすような、そんな将棋に。

　完成した天衣を前にして、確信する。

　この子もまた、あいと同じように──将棋の神に愛された少女なのだと。
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　そして週末。研修会の例会日。

　機が熟した事を悟った俺は、天衣を連れて関西将棋会館の事務所を訪れていた。

「緊張してるか？」

「全然」

　顔立ちが整ってる上に頭から爪先まで真っ黒な天衣は連盟でもの凄く目立っていた。歩いてると「また竜王が別の幼女連れてる……」「やっぱあの人ってガチ……」みたいな会話が聞こえた気がしたけどきっと気のせい。

　天衣が注目を集めているのは容姿のせいばかりじゃない。

　竜王のレッスンを受け、永世名人の弟子になる少女。

　これはもう注目を集めるなという方が無理だ。気の早い職員さんは「今からサインをもらっておこうかな？」などと言っている。冗談めかしてはいるが半分以上は本気だろう。

「では九頭竜くずりゅう先生、夜叉神やしゃじんさんは本日の研修会から参加という事で。幹事の久留野くるの先生にはお伝えしてありますから」

「ありがとうございます」

　天衣の研修会受験については既に話が通っており、俺が受験資格ありと判断した時点で研修会に参加して試験を受けられる事になっている。

　今は研修会が始まる前の時間を使って、入会に必要な手続きを予め行っていた。

「それでは、師匠は月光つきみつ会長という事でよろしいですね？　男鹿おがさん」

「はい。男鹿はそう承っております」

　職員さんの問い掛けに、会長秘書の男鹿さんが答える。

　そして俺は、会長の弟子になる天衣に最後の確認をした。

「おまえも月光会長なら文句ないだろ？　お望みの現役Ａ級棋士で、しかも永世名人資格者だ。俺なんかとは比べものにならないくらいの人さ」


「…………」



「どうした？　俺じゃ不満なんだろ？」

「……ええ。そうよ」

　天衣は下から俺を睨にらみつけると、一気にまくし立てる。

「あなたなんてまぐれで一期タイトルを獲っただけで順位戦なんて最低のＣ級２組で勝率だって三割まで落ちてたクズ竜王だものね！　私の師匠にふさわしいわけがないでしょ!?　当たり前のこと聞かないでよ!!　クズッ!!」

「そ、そこまで言わんでも……」

　まあ全部ホントの事なんて反論できまへんが。

「いいわその人で。師匠なんてどうせ書類上だけの事でしょ？」

　あくまでも上から目線で天衣は同意した。クソ生意気だが、才能のある子はクソ生意気と相場が決まっているので将棋界ではむしろ頼もしいと評価される。その場にいた誰もが「さすが会長の弟子になるだけある」という顔をしていた。

　かくして師弟の契ちぎりは交わされ──夜叉神天衣は正式に月光門下となったのだ。

「会長のお弟子さん、ですか……」

　天衣の事をしげしげと見詰めた男鹿さんは、

「男鹿の事を『奥様』と呼んでもいいのですよ？」

「はぁ？　なんで？」

　露ろ骨こつに警戒されていた。

「っていうか会長だか永世名人だか知らないけど、どうして本人が来ないのよ？」

「俺と会うのが味が悪いって事だろ。もうすぐ公式戦があるからな」

　普段から親しい間柄であっても、対局が決まると自然とお互いを避けるようになる。

　研究会は対局が終わるまで中止となり、連盟で顔を合わせても黙礼で済ませ、食事や飲み会でも同席しないよう立ち回る。

　棋士にとって対局とはそういうものだ。

　人間関係、生活、仕事……全ての中心に将棋がある。男鹿さんが俺を見て言った。

「竜王へ会長から伝言です。『今までのご尽力じんりょくにお礼を申し上げます。が、対局では全力を出させていただきますのでお恨みなきよう』──と」

「言ってくれますね」

　牽制……というよりは、余計な気合いが入り過ぎているであろう俺の肩の力を抜いてくれたんだろう。会長とは公式戦初手合い。こっちも今から闘志が漲みなぎっている。

「会長に伝えといてください。『俺も修業時代から色々とお世話になりっぱなしなんで、そろそろ恩返しさせてもらいます』──ってね」

　そう。この対局は俺にとっての恩返しだ。

　もしかしたら俺の師匠になっていたかもしれない人との戦いだから。
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「今日、試験を受ける夜叉神天衣さんです」

　例会の最初に久留野義経よしつね七段からそう紹介された天衣は、ツンと顎を上げたまま研修会員達を睥睨へいげいする。

「神戸こうべの小学四年生。それから、師匠は月光聖市せいいち九段」

　ザワッ!!　居並ぶ研修会員達の顔に驚きが広がっていく。

　永世名人であり連盟の会長でもある月光九段が弟子にするという事は、それだけ有望だという事だ。

　強力なライバルの登場に対局場の緊張が急激に高まっていく。

　そしてそんな対局場の隅に、ちょこんと座っている弟子の姿を発見。久しぶりに見るあいの元気そうな様子に思わず見入ってしまうが──

「っ!!」

　俺と目が合うと、あいは大きな目をさらに大きく見開いてから、

「……（ぷいっ！）」

　まだ怒ってるし……。

　頰を膨ふくらませた弟子に顔を逸らされてしまい師匠大ショック。一撃で心が折れそうになる。

　でもその手には──

「あ、あれは……俺が贈った扇子せんす……？」

　研修会試験の際に『勇気』と書いてあげた扇子は、あいの小さな手にぎゅっと握り締められていた。まるで俺との絆を放さないと言っているかのように……折れそうになっていた心が一瞬で回復し、健気な弟子の姿にきゅんと胸が熱くなる。か、かわいい……っ!!

　ＪＳ女子小学生の一挙手一投足に一喜一憂する竜王ってどうなの？　と情けなく思わないでもないが、あいの気持ちが気になって仕方ないんだから仕方ない。あの小さな胸を開いて心の中が見えればいいのにとか本気で思う。病気かしら？

「あい……俺のこと、許してくれてるのかな？　まだ師匠って思ってくれてるのかな？　それとも本気で愛想尽かされちゃったのかな？　……ねえ晶さん、どう思います？　ねえねえ？」


「うう……き、緊張するっ……！　み、見てられないっ……！」



　保護者代理として来た晶さんは緊張のあまり具合が悪そうだ。両手で耳を押さえ、目も閉じてる（さすがに連盟の中でサングラスはしてない）。怖いのが嫌いなのにホラー映画を借りてきて暗い部屋で見ちゃう姉弟子のような感じになってる。姉弟子はホラー観てるときだけはかわいいと思う。しがみついてきたり「きゃっ」とか言ったりするし。ずっと観てりゃいいのにな？

「そういえば今回、姉弟子は……いないな。よしよし」

　あいの試験の時は試験官として登場した姉弟子だったが、さすがにタイトル戦の最中に研修会員の相手をしてる暇はない。僥倖ぎょうこうである。

　そういうわけで平穏無事に行われると思った研修会試験だったが──

　あろうことか、受験者本人が初っぱなからブチ壊してくれた。

「はぁ？　どうして私がそんな底辺と戦わなきゃいけないわけ？」

　対局相手のクラスが研修会最低レベルのＦ２だと知った天衣が、幹事である久留野先生にそう言って食ってかかったからだ。

　当然、研修会員達の感情は逆撫でされ、対局場の空気が一気に悪くなる。

　競い合う相手とはいえ研修会員同士の絆きずなは固い。今の発言は研修会員全員に喧けん嘩かを売ったのと同義。

「まどろっこしいわね。もっと強い相手と当ててくれない？」

　対局者の変更を求める天衣に、久留野先生は面白そうな様子で答える。

「相当な自信があるようですね」

「ええ。今すぐにでも女流棋士と戦える程度には」

「ではそこまで勝ち続ければいい。今からたった三九連勝すれば女流棋士になれます。それとも、そこまでの自信はないのかな？」

「ッ！　……そうね。わかりました」

「ん。いい子ですね。では対局を」

　さすが久留野先生。捌さばきの得意な振り飛車党だけあって、クソ餓鬼ガキの捌き方も一流だ。俺だったら確実に口論になって言い負かされてる局面だ。

　天衣の最初の相手に指名されたのは小学生の男の子だった。Ｆ２なら実力はアマ二段ってとこだろう。

　振り駒の結果、天衣は後手を引いた。

「「お願いします」」

　礼を交わすと同時に先手は角道を開け、後手の天衣もそれに応じる。男の子は三手目に飛車先の歩を突いて最もオーソドックスな序盤の手順をなぞる……と、思われたが。

　四手目、天衣は角の頭の歩をグイッと突き出した。

「角頭歩を後手番で……!?」

　観戦していた俺は、思わず小さく叫んでしまった。

　角頭歩は基本的に先手番の戦法。今まで天衣は先手を引いたパンサーの角頭歩を受け続けてきた。自分が後手を持って角頭歩を使う展開など初めてのはず。

「……？」

　相手の男の子は明らかに動揺していた。天衣の顔と盤面を何度も見比べ、『指し間違えちゃうん？』みたいに、何だか申し訳なさそうな顔すらしている。

　素直ないい子だが……こういう子は、勝負の世界では不幸だ。

　案の定、その子は天衣の術中じゅっちゅうに嵌はまり、あっさり投了に追い込まれた。

「ま……まけ、ました……？」

　男の子は何度も首を傾げながら投了。どこで悪くなったのかすら理解できていない様子で、奇襲に焦って自分がミスをしたとでも思ってるんだろうが……これはそういう次元じゃない。

「や……ヤバすぎるだろ？　こいつ……」

　俺は改めて、天衣の才能に戦慄せんりつしていた。

　これはもはや単なる奇襲戦法のアレンジではない。

　天衣は角頭歩という戦法の理念を全て吸収した上で、その狙いが後手番でも実現可能であると結論づけ、さらにそれを具体的な手順として盤上に現出させた。

　もし、この夜叉神天衣という少女が棋士になったら……序盤戦法に革命的な変化をもたらすかもしれない。

　そんな夢想さえ抱かせる一局だった。才能の次元が違う……。

「ん、なるほど。面白い将棋を指す……ならば次は駒落ちの戦いを見せてもらおう」

　久留野先生はそう言うと、上級者を──女流棋士まであと一歩のＣ２である清滝きよたき桂けい香か研修会員を対局者に指名した。

　天衣が桂香さんの下座に座り、駒を並べ終わるのを見届けてから、手合いが告げられる。

「では桂香くん。香落ちで」

「はい」

　桂香さんは頷くと、左の香車を取って駒箱に入れる。

「え？」

　それを見て、天衣は意外そうな声を上げた。

「私が落とすんじゃないの？」

「ッ!!」

　温厚な桂香さんが一瞬、髪を逆立たせるほどの怒りを見せる。

　天衣の仕掛けた心理戦……ってわけじゃなくて、ナチュラルに失礼な発言をしてるだけなんだよなぁ……。


「はー…………」



　研修会で数々のクソ餓鬼どもと戦ってきた桂香さんは、だがこの程度の挑発で崩れるほどやわじゃない。メンタルの整え方は会得している。目を閉じて大きく深呼吸してから、頷いた。

「……うん。お願いします」

「お願いします」

　礼を交わすと、桂香さんはゆっくりした手つきで初手を指した。駒音は澄んでいる。落ち着いた、いい着手だった。

　だが天衣はそれ以上に落ち着いていた。ふてぶてしいほどに。

「ふぅん。そう指すんだ？」

　天衣は桂香さんの選んだ戦型を見て、上から目線で思わせぶりな事を言う。桂香さんは天衣の言葉に反応しない。少なくとも、その素振りは見せない。盤面にだけ目を落としている。

　桂香さんは手数をかけて堅陣を組み上げていく。

　天衣の挑発に乗って速攻を仕掛けたりしない。駒落ちの上手として定跡を微妙に外しつつ、手筋を尽くして小刻みにポイントを稼ごうとする。さすがに老獪ろうかいだ。

　そして天衣はさらに老獪だった。

「さぁて……」

　ゆるりとした手つきで天衣が駒を動かすと、桂香さんは目を見開いた。

「ッ!?　……？　な、なにこれ……？」

　天衣は桂香さんの玉を攻めようとせず、まるで逆方向を攻撃し始めたのだ。混乱した桂香さんは天衣の攻撃を無視し、玉の防御をさらに固める手を指すが……。

「あ……っ!!」

　途中で天衣の意図に気づき、思わず頭を抱えてしまう。

　天衣が披露した一連の手順は俗に『マッサージ』と呼ばれる指し回しだ。

　敵の攻め駒を取って駒得し、そこから受けに転じて相手の攻めを切らす。

　堅陣を無理に攻め立てず、攻撃能力だけを喪失そうしつさせて着実に有利を広げていく発想だ。叩くんじゃなく揉む感じ。さらに相手の攻撃力を喪失させることで入玉にゅうぎょくも視野に入れている。

「んん!?」

　久留野先生が目を見開く。

「老獪な……研修会にも入っていない小学生が、どこでこんな指し回しを身に付けた……？」

　町の道場で仕込んでみましたテヘ☆　とは言いにくい。

　そこからはもう完全に天衣のペースだった。

　攻撃能力をほとんど喪失した桂香さんは一枚一枚服を剝ぎ取られるかのような屈辱的な展開を強いられ、投了するタイミングすら失ってしまう。姉弟子に負けた月つき夜見よみ坂ざかさんのように。


「あ……うぅ…………」



　最後のお願いとばかりに王手を掛けるが、

「ふっ」

　天衣はノータイムで駒台から歩を持ち上げると、指を撓しならせて盤面に激しく打ちつけ、桂香さんの王手を受けた。

『もう読み切ってるわよ』

　手つきでそうアピールしているのだ。『これ以上ぶざまに足搔くな。投げろ』と。


「くっ……！　ま、負けました……」



　手つきに気圧され、桂香さんは投了の意思表示をした。

　そのまま感想戦もせず「失礼します」とだけ言って席を立ち、ハンカチで口元を押さえながら部屋から出て行ってしまう。目が赤くなっていた。

　いかに香落ちとはいえ……小学生の受験者相手にここまで圧倒されては、研修会員として立たつ瀬せがない。

　それに桂香さんは女流棋士になるための年齢制限が迫っている。ここで星を一つ落とすのは本当に痛い……。

「二人勝ったわよ。次は？」

　天衣は何でもなかったかのようにそう言い放つ。

　二局指しても疲れた様子は全く見えない。この空気の中で対局して疲れていないわけがないが、それを見せない。強い。

「ん。では最後に──」

　久留野先生は研修会員達を見回し、一人の少女の前でその視線を止めた。
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「雛鶴ひなつるあいくん」

「はいっ！」

「夜叉神さんと対局してください。手合いは振り駒で」

「……はい！」

　振り駒──つまり今までの対局を見て、久留野先生は天衣の実力をあいと同等と見たわけだ。

　そしておそらく、その才能も。

「……あいちゃんと夜叉神さんが……!?」

「ど、どっちが強いんや……？」

　室内の空気が変わった。

　あいの才能がズバ抜けている事は、そして天衣の才能がそれに匹敵する事も、ここにいる全員が理解している。

　じゃあどっちが強いのか？　誰もがそれを見たいと望み、自分の対局に集中できない。磁力に引き寄せられるかのように、あいと天衣の対局をチラチラと見ている。将棋の世界は実力と才能の世界。強い者を中心に全てが回る。

　半ば呆れたような口調で久留野先生が俺に耳打ちしてきた。

「……君はいつも、とんでもない子を連れて来るね」

「いや、これは俺じゃなくて会長が……」

　事情を説明しようと口を開きかけるが、対局が気になる。話すのは後にしよう。

　あいは前のめりになって指先に全体重を集中させながら駒を並べ、天衣は傲然と胸を張りつつ軽やかに駒を並べる。この時点で既に対照的な二人の棋風せいかくが見て取れるようだった。

「失礼します」

　研修会員のあいが自陣の歩を五枚取って振り駒を行う。天衣は茶々を入れることもなく、黙って手元のペットボトルを摑み、喉を湿らせた。

　振り駒の結果は──歩が三枚に、と金が二枚。あいの先手だ。

「おねがいしますっ！」

「お願いします」

　あいが勢いよく頭を下げ、天衣はまるで挑戦を受けるタイトル保持者みたいに悠然とした態度で礼を返した。そして静かにチェスクロックのスイッチを入れる。


「すー……はー………………んっ！」



　深呼吸してあいが指した初手は──当然、飛車先の歩を突く２六歩。

　対して天衣は３四歩と角道を開けた。

　その所作は、まるで朝食のパンを手に取るかのような、気負いの無い手つきだ。

　あいはそれを見て即座に自分も角道を開ける。

『どんな戦型でも受けて立つよ！』

　という挑戦状。

　天衣、その手を見ても表情を変えず、やはりノータイムで飛車先の歩を突いて相居飛車戦を明示。居飛車党であるあいの得意型に組み、真っ向から叩き潰すつもりか？

　互いの思惑が交錯するような駒組みが進む中、人数の関係で抜け番になっていた澪みおちゃんが俺の袖をくいくい引きながら聞いてくる。

「……横よこ歩ふ取どりですかね？」

「いや……これは──」

　俺が言葉を濁した、まさにその瞬間。

　天衣の手が盤の奥の奥まで伸びる。

　そしてあいの角を摘つまんで自分の駒台に置き、その角があった場所に自分の馬を叩きつけた。

　角交換。

　しかもこれは──

「『一手いって損ぞん角かく換がわり』!?」

「渋ッ!!」

　澪ちゃんが驚きの声を上げる。

　天衣の指そうとしている将棋は、パンサーを倒したように自分から一手パスする……つまり一手損をする将棋だった。

　この一手損角換わりはスペシャリスト向けの戦法として知られ、アマチュア同士の対局ではまず登場しない。

　プロでも指す棋士は極めて限られ、関東のＡ級棋士《一角いっかく獣じゅう》白石しらいし隆たか延のぶ九段を筆頭に、関西では月光聖市会長、射しゃ森もり文明ふみあき八段、そして──

「数少ない一手損使いとしてこの対局をどう見ます？　九頭竜八や一いち竜王？」

「……難しいですね」

　久留野先生の言う通り、俺は一手損角換わりを指すプロ棋士の一人だ。

　なぜ、一手損角換わりを指す棋士が少ないのか？

　それはこの戦型が、他の戦型とは全く異なる思想の上に立っているからに他ならない。

「一手損角換わりは、指してる俺ですらどうしてこれで良くなるのか理解できない部分のある戦型ですから……」

「りゅっ、竜王でもっ!?　だったらどうして指すんです!?」

　澪ちゃんがびっくりして聞いてきた。

　俺は澪ちゃんにも一手損角換わりが理解できない事が理解できるよう、言葉を選んで説明する。

「現代将棋で先手と後手のどっちが有利か、わかるかい？」

「先手ですよね？」

「じゃあどうして先手が有利になると思う？」

「先手だからですよね？」

「澪くん。それは答えになっていない」

　久留野先生に咎められ、澪ちゃんは「んむむ～……」と頭を悩ませる。

「ええと、つまり……後手に対して一手得をしてるから？　ですか？」

「「その通り！」」

　シンプルなその答えに、俺と久留野先生が同時に満点を与えた。

　極端な事を言えば相手よりも一回多く駒を動かす事ができるわけだ。これで有利にならなきゃおかしいってのは誰にでも理解できるよね？

　実際、二〇〇八年を除けば、公式戦全対局における先手番の勝率は常に後手番を上回っている。棋士個人で見ても、特殊な数人を除いて先手を持った方が勝率がいい。


　手の損得はそれだけ将棋に影響する────が。



「一手損角換わりは、ただでさえ一手損してる後手が自ら角交換を仕掛けてさらに一手損する戦法だ。つまり先手と比べて二手損をしている事になる」

「大損じゃないですか！」

「そう。普通に考えれば後手番ってだけで損してるんだから、さらに一手パスしてよくなるわけがない……でもこの局面を見て、どう思う？」

　俺はあいと天衣の盤面を示す。

　後手の天衣が右の桂を跳んでほぼ先後同型となった局面で──

「……っ!?」

　それまでハイペースで飛ばしていたあいの手が、凍りついたかのように止まる。

「ここだ。この局面が、一手損角換わりの原点……！　ノーマル角換わりの先後同型は先手良しの結論が優勢。でも一手損したことによってそれとは全く別の将棋が出現したんだ!!」

「後手は……飛車先の歩が、先手より一つ遅れてますよね？」

「そう。逆に言えば、後手は先手に攻めを強制していると言い替えることもできる……！」

　たった一手。

　後手が一手だけパスしている事から生まれたこの局面が、意外な事に先手にとって手詰まりになっている。有効な攻め手が存在しないのだ。

『先手に有望な手が無いから後手が指せるはず』

　一手損角換わりの主張はそれに尽きる。

　そういう意味で、一手損角換わりは居飛車戦法における究極の受け将棋とも表現できた。

「そして一手損角換わりの出現によって、将棋にはしていい手損としてはいけない手損がある事がわかってきた。手の損得や流れといった観点に縛られず、その局面をフラットに見る新しい将棋観が生まれたんだ」

『していい手損』

　この発見こそが一手損角換わりの真価だ。

　一手損角換わりが成立したことで、手の損得について根本的に見直す契機となった。もしかしたら古典定跡の中にも『していい手損』が含まれているかもしれない。それを洗い出す作業が徹底的に行われ、停滞期にあった将棋の世界が一気に広がったのだ。

　いやぁ、将棋って本当に面白いですね？

「……それにしても天衣のやつ、一手損角換わりまで指せるとは……アマチュアでこんな戦法使う相手なんてほとんどいないはずなのに……」

　天衣は父親から将棋を教わったと言っていた。その父親はアマ名人。プロに近い棋力があると考えていい。

「だが……将棋は相手がいて初めて指せる。一手損角換わりなんてプロでもほとんど指さないのに、アマチュアで経験を積めると思えない……じゃあいったい誰から教わった……？」

　天衣の将棋には、まだ俺の知らない謎がある。そんな感じがした。

　天衣は対局開始から全く表情を変えず、時間も使わずスイスイと駒を進めていく。

　一方、あいの表情は苦く悶もんに歪ゆがんでいる。

　角交換系の将棋は非常に神経を使う。早い段階で互いに角を持ち駒にするため、その角を打ち込まれる隙を見せないように駒組みを行う必要があるからだ。結果的に先手と後手がほとんど同じ形を作り上げ、千日手になる事も多い。

　互いに『角』という弾丸を詰めた銃を突きつけ合っての神経戦。定跡を知っている天衣にとってはただ前例に従って指せばいいだけの序盤も、あいにとっては手探りになる。

　それが将棋体力と持ち時間の消耗という形で次第に表面化してきた。


「くっ…………はぁ……はぁ……！」



　あいの額には玉のような汗が浮かんでいる。呼吸も荒い。

　先手不満と断定されている古典手順とはいえ、独力でここまで辿り着いたあいの地力は驚くべきものだ。

　が、勝負としては明らかに不利。

　あいもそれを自覚していた。定跡を知っていればただ記憶を喚起すればいいだけの局面で、貴重な時間と将棋体力が奪われていく。

　それでもあいは自力で定跡手順を発見し、致命的なミスを冒す事なく局面を進めていく。凄まじい思考力だ。プロ棋士達が時間を掛けて積み上げていった地点へ向かい、こんな小さな女の子が、自分の才能だけで突き進んで征く。

　そして二人が辿り着いた場所が──

「一手損角換わりの相腰掛け銀……か」

「あの……くじゅるー先生？　先後同型の角換わり腰掛け銀って、たしか……『先手必勝』の結論が出たんじゃなかったですっけ？」

「それはノーマル角換わりの話で、一手損角換わりではまだ結論が出てないんだ」

　しかも『必勝』は言い過ぎで『先手優勢』くらい。まぁそれでも怖い局面だが……。

　あいは飛車を４筋に移動させた。銀、桂、飛車で敵玉に直接プレッシャーをかけていく、わかりやすいが破壊力抜群の構えだ。

　しかし──

「相腰掛け銀の４八飛型か……」

「ど、どういう形勢なんですか!?」

「現段階の結論では、後手良し」

「ええっ!?　こ、これでぇ!?」

　澪ちゃんが絶句するのも無理はない。

　ほぼ先後同型。手得の上に先攻できれば、それまでの常識からいえば先手が有利に決まってる。おまけに同型のノーマル角換わりでは先手優勢の手順すら完成している。

　けれどプロ同士が対局を重ね、局面を調べれば調べるほど、後手が受け勝つのだ。一手損角換わりは本当にミステリー。

「とはいえ、プロでもこの戦型で後手を持っての勝率は決して高くない」

「どうしてですか？　後手良しなんですよね？」

「確かに突き詰めれば後手がいい。でもそれは『先手の攻撃をノーミスで受け続けた場合』というのが大前提になる。攻め続けられるプレッシャーの中で一手でも受け間違えれば、その時点で将棋が終わるんだ」

　勝利という名のゴールに続く道は、ある。

　だがその道は、断崖の上に張られた一本の細いロープだ。少しでもバランスを崩せば真っ逆さまに墜落する。

　だからこそ、実戦的には指しづらい。

　だからこそ、一手損角換わりを公式戦で用いる棋士は少ない。完璧に指せる自信が無ければ成立しないからだ。

　そして──ミスをしない人間など、いない。


「こう…………こう…………こう……こう……こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう──────」



　あいの全身が、小刻みに動き始める。

　少ない残り時間を全て注ぎ込んで、限界まで読みを入れる。『終盤力』という名の驚異的な才能が翼を広げ始めていた。


「こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────────」



　あいは息継ぎするように顔を上げると、そのまま天を見上げて考え続けた。

　盤から目を離すことで脳内将棋盤だけに集中し、先の先の先まで読む。その姿は、まるで天界から啓示を授かる巫女みこのような神々しさに包まれていた。そして──


「────こうッ!!」



　４五歩！

　と、歩を突いて開戦。

　天衣はもちろん同歩。取り込んで受けに回る。ぐぐっ、と前傾して盤に顔を寄せ、片目を手で押さえて矢のような視線であいを一瞥した。

「「始まった……！」」

　観戦していた久留野先生と澪ちゃんが同時に呟く。もう引き返す事はできない。

　それまでの長考が嵐の前の静けさだったかのように、互いの手が猛スピードで進んでいく。

「どうなってるです!?」

　対局を終えた綾あや乃のちゃんが、澪ちゃんの背中にのしかかるようにして盤面を覗き込もうとする。他の研修会員や奨励会員達も続々と盤の周りに集結。誰もが自分の対局よりも、明らかにこの対局に心を引かれていた。

　才能とは輝きだ。

　その輝きが強ければ強いほど、熱ければ熱いほど、激しければ激しいほど──人は引きつけられる。

　たとえそれが、我が身を燃やす炎だとしても……。

「んッ!!」

　それまで以上の気合いを入れ、火薬が爆はぜるような音を立てて、あいは敵陣深くに弾丸を撃ち込んだ。決断の７一角!!

「角を打ち込んだ！」

「え!?　そ、そこにです!?」

　あいの決断に驚きの声が上がった。

　厳密に見れば、この角打ちは先手が難しいとされている。攻めが細すぎる上に打ち込んだ角を取られる事になるからだ。

　しかし他に手が無いのも事実。角の代償として敵陣に飛車を成り込み、肉を切らせて骨を断つ構想だ。斬り合いに絶対の自信を持つ、あいらしい手と言えた。この手を放つためにあいは持ち時間の全てを注ぎ込んだのだ。

　だが──

　天衣はその順を選ばず、さらに周囲の度肝を抜く手を放つ。

「「飛車を引いた!?」」

　何と天衣は、あいにタダで馬を作らせるという、誰も予想しない手を選んだのだ。『好きに攻めてきなさい』と自ら城門を開いたのだ。

　大胆不敵。

　まさに驚愕の一手といえた。

「ん……!?　まさかこの局面で、プロでも思いつかない受けを見せるとは……」

　久留野先生はそう言って天衣の受けを褒ほめるが、それは好手を褒めるというよりは、子供らしからぬ度胸を評価しての言葉だった。

　手の善悪で見れば、これはむしろ──

「えええええ……これ、受け切れてるの……？」

「う、馬を作られちゃったです……」

　綾乃ちゃんの言う通り、あいは敵陣に無償で馬を作ることに成功。さらにその馬の隣に銀を打ち込んで後手陣のド真ん中に攻撃拠点を築き上げた。

　しかし天衣は──

「ふん……」

　と軽く鼻で笑うと、軽やかに金を上がって玉の守りを薄くする。

『ほら。攻めて来なさい？』と、ガードを上げて挑発だ。

「これは……ここまで受けに徹する事ができる子は、見た事がない……」

　長く子供への普及に携わってきた久留野先生ですら、天衣の受けを苦にしない棋風に驚きを隠せないでいる。

　澪ちゃんも綾乃ちゃんもさっきから驚きっぱなしだ。

「も、もうこれどっちかが勝っててもおかしくないよね!?　どっちが勝ってるの!?　読み切ってるの!?」

「ぜんぜんわからないです……」

　研修会の入会試験のはずなのに、研修会員達は目の前で展開されている将棋を理解する事ができない。それほどに序盤から高度で複雑な将棋だった。二人の才能が傑出している証だ。

　あいが攻める。

　天衣が受ける。

　互いの棋風が真っ向からぶつかり合い、盤上には激しい竜巻が発生していた。

　だが──


「っ!?　くッ…………どうして……!?」



　あいの焦りが声となって桜色の唇から漏れた。俯いて盤上を凝視し、距離感が摑めないかのように目を細めている。

　捉えたと思ったのに、紙一重で届かない。

　あいは今、これまでに感じた事の無いもどかしさを覚えているのだろう。

　今までは序盤でどれだけ離されようとも、斬り合いになれば勝てた。駒がぶつかる終盤になれば驚異的な読みのスピードで相手を一気に抜き去る事ができた。

　しかし天衣はそれを許さない。

　天衣は常に、あいの読みを外す意表の手を放つ。一瞬見えたはずの詰みが蜃しん気き楼ろうのように消えてしまう。それまで積み上げた読みがリセットされてしまう。

　久留野先生が溜め息と共に言った。

「読みが全く嚙み合ってない……天敵、と言うべきだろうね」

「ええ。今まであいは、相手を摑んだら腕力で投げ飛ばすような将棋を指してました。でもそんな将棋は摑ませてくれない相手には通じない」

　あいの読みは速く深い。だが直線的なその読みは、相手にも思考を読まれやすいという弱点でもある。

　であれば、その読みを外す事は難しくない。

　天衣は玉型を整え、あいの攻めを待ち受ける。

　その囲いは堅陣からは程遠い。バランスこそ良いものの、布切れのように薄かった。

　黒髪の少女が纏うのは、重く固い鎧などではなく──美しく仕立てられたドレスだ。

『天てん衣い無む縫ほう』

　そんな言葉がある。

　天女の羽衣はごろもには縫い目が無く、在るがままで完璧だという事を意味する。

　その言葉どおり、この囲いには一切の縫い目……弱点や攻めの手がかりになる隙が存在しなかった。

　薄い……が、限りなく美しく、比類無き防御力を誇る、この世ならざる羽衣。

　そして、その羽衣を纏いし少女は──

「来なさい」

　誘うように手を伸ばして駒を動かした。

「踊ってあげる」

　額にかかる長い黒髪を搔き上げながら天衣は微笑む。天女てんにょのように。夜叉やしゃのように。

　あいは決断した。

「……うんッ!!」

　小さく気合いを入れると、桂馬を跳ね、馬を切って猛攻をかける。

　４筋で力を蓄えていた飛車が満を持して敵陣に斬り込み、竜に成る。総攻撃だ。不発になれば駒を取られて逆に負けになる、文字通り決死の攻め。

　その攻めを受け、遂に天衣の玉が露出した。

　しかし天衣は慌てるでもなく逆にあいの防御陣を攻め、駒を補充すると同時に玉の周囲の守り駒を剝がす。あいはそれを受けつつ、手番を得ると天衣の玉ぎょく頭とうに向かって歩を打ち込んだ。

　それでも天衣は慌てない。

　スッ……と足を前に出すように、踊り始める前の予備動作のように、天衣は玉の足下にあった金を横にスライドさせる。

　玉の直前まで敵が攻めてきたというのに、逆に玉の守りを遠ざけた……？

「……!?　……？」

　あいはその不可思議な動きに首を伸ばし、何度も目瞬きを繰り返すものの、

「んっ!!」

　力強い手つきで敵玉に向かって真っ直ぐに歩を突いた。強手！　対局場の空気が一気に沸騰する。熱い!!

「『詰めろ』が掛かったか!?」

「さあ……どう受ける？」

　詰めろとは詰め路ろ──すなわち詰みまでの路筋みちすじ。

　次の一手で天衣が受けの手を指さなければ詰むというリーチ状態だ。

　この状態が詰めろかどうかはすぐには判断できないが、しかし何があってもおかしくないのは間違いない。

　ギリギリの……本当にギリギリの最終盤。

　呼吸すらままならないそんな局面で、何と天衣は玉頭に迫った歩を放置して、さっき動かした金を一マスひょいっと上がり、逆にあいの竜を責めた。凄まじい勝負度胸！

「こ、こんな手で受かってるですっ!?」


「ひぇぇ……ひぇぇぇー……」



　研修会員達は──あいも含めて──全く予想していなかったその手に驚きを隠せない。


「ッ!?　ッ……ッ!?」



　あいが大きく目を見開き、盤にさらに顔を寄せた。『まさか!?』という表情。

　読みを外されて動揺し、秒読みの中で思考が一瞬停止する。

「ん！　これは……」

「ええ」

　久留野先生と俺は短く言葉を交わし合う。

　俺達プロは奇抜さに騙だまされず、その手の善悪を瞬時に見抜いていた。

　だが手の善悪とは必ずしも勝敗に直結するものじゃない。時には最善手よりも悪手あくしゅの方が勝ちに繫がる場合もある。


「……こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう……………………………………うんッ!!」



　一瞬の空白から立ち直ったあいは時間ギリギリまで考えて、天衣の玉頭に金を放り込んだ。

　王手だ。

　あいの読みは、あくまで一直線。光のように最短距離を最速で進もうとする。

　対する天衣は曲線的な読みでその攻めをいなす。

　まるでブラックホールがその巨大な重力によって光すらねじ曲げるかのように、黒衣の少女は自玉に迫る光線兵器レーザーみたいな攻めを紙一重でかわし続ける。

　あいの金が、銀が、桂が、歩が、成桂が、竜が、次々と天衣の玉に襲いかかる。綻ほころびを生じる縫い目が無いのであれば、羽衣ごと吹き飛ばしてやろうという猛攻だ。闇を突き破らんとする光のような集中砲火!!

「これは詰んだだろ？　詰んでるだろ!?」


「いや！　ギリギリで届かないんじゃ……？」



「あ……熱すぎる……っ!!」

　研修会員達は思わず立て膝になって二人の戦いを見守る。普段はそれを厳しく注意する久留野先生も何も言わない。盤上は舞台だ。誰もが二人のダンスに引き込まれ、目を離せない。

　次々と放たれる銃弾の雨を、天衣は優雅に踊りながら躱し続ける。

　桂のスカートが破れ、銀の袖が吹き飛び、金の髪飾りは弾けて消えた。双方の駒が花吹雪のように舞いながら盤上で次々と散さん華げする。

　それは、棋士だけが見る事のできる、この世で最も美しい幻影だった。

　囲いという名のドレスは無残なまでに引き裂かれつつも、しかし天衣の玉からだはかすり傷一つ負ってはいない。

　八九手目。遂に天衣の玉の周囲には一枚の守り駒も存在しなくなった。

　──無防備玉。

　それでも天衣は無傷のまま踊り続ける。鋼のようなその心は折れるどころか震えすらしない。

　裸の玉は優雅にステップを踏み続ける。

　堂々と。

　天衣無縫に。

　そして──


「……あぁ…………」



　一瞬、あいの顔に諦めに近い表情が浮かぶ。

　踊り終えたダンサーが舞台袖へと消えるように、天衣の玉は広い右辺へ逃れて行く。あいは自分の手の中から勝利がすり抜けてしまった事を読み切ったのだ。自分の負けを。

　そこからの二十数手は気持ちを整理するための儀式でしかなかった。




　戦いは終わった。









[image: ]　　見えなかった光






「……まけました」

　駒台に手を置いて、あいは投了の意思を示した。

　そしてあいの投了と同時に天衣の白い額に大量の汗が浮かび、長い黒髪がべったりと肌に貼り付いた。

　勝者は最後の最後まで気を抜けないため、勝った後もすぐには戦う姿勢を崩せない。優雅に見えた天衣もギリギリの戦いをしていたのだ。

　一方、負けたあいは比較的さばさばしていた。

　敗者は途中から──心が折れた瞬間から負けを覚悟しているため、投了までには気持ちの整理がついている。

　しかも序盤から自分の知らない変化に誘導され、相手に完璧に受け切られての負けだ。こういう負け方は『相手が上手かった』と思えるので心理的なダメージは浅い。逆に、チャンスを逃して逆転されたような将棋は悔しくて口も利けなくなるほどつらい。

　あいは、今の将棋は自分に全くチャンスがなかったと思っていた。

　いや、あいだけではなく天衣もそう思っていた。完勝譜だったと。

「ん。二人とも、いい将棋でした」

　研修会幹事の久留野七段が、まだ無言で俯いている二人に声を掛けた。

「夜叉神さんの指し回しもよかったけど、雛鶴くんの追い上げも凄かったです。特に最終盤は惜しかった。雛鶴くんが詰みを逃すのは本当に珍しい」

「「え？」」

　あいと天衣が同時に声を上げた。久留野先生は局面を戻して指摘する。

「ここで詰みがあったね」




　その瞬間、あいの表情が一変した。





「あ……っ！」



　簡単な七手詰め。

　先生が指摘したのは、天衣が金を上がったあの局面。

　あの一手は妙手どころか大悪手だったのだ。あいが単に金を取れば詰みだった。


「あ……ああ…………！」



　おそらく詰め将棋として出題されていたら一秒もかからずに解いてしまうような、本当に簡単な詰み筋を示されたあいは、思わず頭を抱え、信じられないとでもいうように目を見開き、何度も何度も首を振る。
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　顔をくしゃくしゃにして大粒の涙をこぼすと、もうその涙は止まらなかった。





「……そっかぁ…………そっかぁ…………！」



　ぽたぽたと盤に涙を落としながら、あいは何度も何度も駒を戻し、動かし、その詰みをなぞる。

　天衣は何も言わず、ただ俯いて、その駒の動きを見ている。その表情には自分に対する怒りがあった。天衣もこの詰みに気付いていなかったのだ。

　対局中、二人ともこの簡単な詰みに気付かなかった。

　対局者の思考がシンクロする事はよくある。天衣が錯覚したからこそ、あいも間違えた。二人の実力に差は無い。天衣は勝負には勝ったが、盤上真理の上ではあいにこそ勝利があった。

　しかし負けた者にとっては、そんな事は何の慰めにもならない。

　詰みがあったという事は、相手が強かったから負けたわけじゃない。

　自分が弱かったから負けたのだ。

　たった七手の詰みを見逃すほど弱かったのだ。

　その事実を示されたからこそ、あいは声をあげて慟哭する。七手詰めも解けないほど弱い自分を突きつけられたからこそ、悔し涙を流す。

　溢れる涙を手の甲で何度もぬぐい。膝に爪を立てて。

「くやしい……！　くやしいよ……！」

　嗚咽おえつの合間に悔恨かいこんの言葉が混じる。


「わ、わたし…………指しながら、届かないって思ってた……途中で諦めちゃってた……序盤で離されて、いつのまにか、どうせ勝てないんだって……師匠が贔屓ひいきしてるんだから勝てるわけないって、いじけて、ひねくれて、知らないうちに心が折れて…………」



　ポタポタと落ちる涙のように。

　途切れ途切れに、あいは言葉を搾り出す。


「わたしは……わたしに負けたんだっ……！」



　その言葉は次第に激しさを増していった。

「もっと勉強すればよかった……！　もっと強い人といっぱい将棋を指してもらえばよかった……！　もっといっぱい詰将棋を解けばよかった……！　もっともっと、他に何も考えられないくらい、将棋の事を考えなきゃいけなかったのに……！　もっともっと……もっと……努力できたはずなのに……っ!!　もっともっともっと将棋の勉強をするために、大阪ここに来たはずなのに……っ!!」

　負けた時、相手に対する悔しさや怒りはない。

　後悔は全て、努力しなかった自分に。

　怒りは全て、弱かった自分に向かう。

　だからあいは膝を叩いてこう叫ぶ。かつてこの場所で、今もこの場所で、誰もが心の底から望む願いを。





「もっと…………もっと、強くなりたいっ……!!」






　周囲にいた棋士や研修会員、奨励会員達は……俺を含め、誰もあいを慰めようとはしない。

　この悔しさは誰もが知っている。

　プロの世界に入った者達は、誰もがその悔しさを一人で乗り越えて来た。乗り越えられない者はプロの世界では生きられない。

　なぜならば、将棋を指し続けるという事は、負け続けるという事だから。

　無敗の棋士などいない。傷つかない者などいない。

　誰もが必ず負ける。むしろ強い者ほどたくさん負ける。

　トップに立つ事ができる者ほど対局の機会は増え、絶対的な敗局数は増える。敗北した数は誇りなのだ。

　けど、そんな事は理屈ではわかっていても、負ければ身体が引き裂かれるほど悔しい。

　大人になればなるほど、大きな勝負がかかるほど、その悔しさは薄れるどころかますます強くなる。大人の男でも、負けた瞬間は泣きたくなる。叫びながら走って家に帰って、布団をかぶってわんわん泣きたくなるし、実際に泣く事だってある。無様な手を指した自分の腕を包丁で切り落としてやりたくなる。

　俺達には将棋しかないから。将棋で否定されたら何も残らないから。

「……」

　そんな悔しさを本当の意味で初めて知った弟子を、俺は無言で見守っていた。

　盤の前に座っている時には、喜びでも悲しみでも怒りでも、感情を顕わにする事は礼儀に反する行為とされる。師匠として俺は、本来ならその事をあいに注意し、盤の前から引き離さなければならない。

　だけど今は泣けばいいと思った。

　悔しさを全身から発散すればいい。泣きじゃくればいい。駒を嚙んで、将棋盤に悔し涙を染み込ませればいい。

　負けて泣けない者も強くはなれないのだ。




　この気持ちを、俺はあいに伝えたかった。あいに教えたかった。




　技術を教えることはできる。心構えを伝えることはできる。

　けれどこの、心の底から湧き起こる気持ちは、俺や姉弟子では伝えることができない。心の底から『負けたくない』と思える相手に出会い、競り合う事でしか、この気持ちを感じる事はできない。

　本当に負けたくないと思える相手──ライバルでなければ。

「……私の勝ちね」

　自玉が詰みになった盤面を見下ろしたまま、天衣が言った。

「詰みがあったかもしれないけど、あなたはそれを逃した。所詮はその程度の実力って事よ」

　天衣は突き放すようにそう言った。

　青ざめた唇で。震えを必死に抑えた声で。

「私は、あなたを認めない。ここにいる研修会員全員を認めない。先輩だろうが何だろうが、自分より弱い相手を敬えない」

「「……」」

　天衣の才能を目の前で見せられた研修会員達は、誰も反論しない。その圧倒的な才能に誰もが打ちのめされていた。

　が、天衣の言葉はそれで終わりではなかった。


「でも────敵とは、認めてやってもいい」



　それは本当に小さな……囁きのような声。青ざめていた顔は、いつもより赤くなっていた。

　反響は爆発的だった。

「天衣ちゃん！」

　あいは俯いた顔を上げると、涙でぐじゅぐじゅになった手を伸ばして、盤の向こうに座る天衣の手を取って叫んだ。

「感想戦！　しよ!?　ねっ!?」

「……わかったわよ」

　天衣はあいの手を振りほどくと、しぶしぶといった感じで座り直す。最初はぎこちない会話も、すぐに白熱した議論になった。

「一手損なんてどこで勉強したんや!?」

「ここってホンマこれが最善やったんか!?　こう指したらどうなん!?」

　他の研修会員達も加わった検討は、やがて笑顔が見えるようになる。

　もう誰も天衣と話すことに躊躇してないし、天衣も自然にみんなを受け容れていた。将棋にはそんな力がある。人と人とを繫げる不思議な力が。

　その様子に安心してその場を立ち去ろうとすると──

「師匠っ!!」

　感想戦の手を止めて立ち上がったあいが、俺に向かって叫んでいた。


「あのっ、えっと……えっと…………」



　不器用な弟子は言葉を選ぼうとして──結局、最もストレートな言葉を口にする。

「お、おうちに帰ったら……また将棋、教えてくださいっっっ!!」

　背後から聞こえた弟子の言葉に、俺は──

「……いつもの時間に、販売部の前で待ち合わせな」

　振り返らず足を止め、声だけでそう応える。……師匠の泣き顔なんて、弟子に見せるわけはいけないから。

「冷蔵庫の中、カラッポだからさ。スーパーで何か買って帰るぞ」

「……はいっ！　師匠っ!!」

　仲直りの約束は、いつだって将棋だ。







　対局場を出ると、緊張に耐えきれず俺より先に退室していた晶さんが俯き加減に壁に背中を押しつけ腕を組んで佇んでいた。グラサンかけて。完全にマフィアだ。将棋会館で浮き過ぎ。

「すいません晶さん。検討が盛り上がってるみたいなんで、もうちょっとかかりそうです」

「ふっ……時間はいくらでも潰せるさ。これがあるからな！」

　晶さんはスーツのポケットからキザな動作で緑色の紙を取り出し、指に挟んだそれを誇らしげに見せてくる。

「ッ!?　そ、それは……!!」

　連盟道場の手合いカードだった。十三級の……。

「ふっふっふっ……緊張のあまり具合が悪くなって飲み物を買おうと下に降りたら、道場の受付に立っていた若者が声を掛けてきてな。どうやら私の隠された才能が見抜かれてしまったらしい……」

　それ普通に客引きだよ。

　連盟道場には女性のお客さんが少ないから道場課の職員さんかバイトの奨励会員が頑張って声を掛けたんだろうが、そんな事情には気付かずに、晶さんは「私の居飛車でダイレクトが腰掛け銀に炸裂して～」とか将棋わかってない感じの発言を得意げに続ける。

「そうそう。お嬢様が今の対局で指した戦法……イリオモテかき氷、だったな？」

「一手損角換わりです」

「そう言ったし！」

　晶さんは年齢相応にギャルっぽく強情を張った後、普段の口調に戻って続ける。

「あれ、先生の得意戦法だそうだな？　他にはほとんど指す者がいないと聞いた」

「そうですけど？」

「それを先生の弟子との対局でお嬢様が指した意味を考えて差し上げてくれ。頼むから」


「…………一手損の、意味……」



　それは俺も気になっていた事だ。

　そして今の一局を見て、俺の疑念は確信に変わっていた。

　一手損角換わりはアマチュアが定跡書を読んだ程度では指しこなせないし、天衣のレベルは指しこなすという域を超えている。

　プロの感覚が染み込んでいるのだ。

　それは才能でどうにかなるレベルじゃない。

　ただでさえ一手損は特殊な感覚が必要とされ、そして感覚を磨くのは修練だ。

　才能は修練があって初めて形になる。

　プロの公式戦で登場した一手損角換わりの棋譜きふを全局、何度も何度も並べるというような、指先の爪が割れて盤に血が滲むほどの修練が……。

　天衣はおそらく、それと同じレベルの修練を積んでいる。俺にはそれがわかった。同じ道を辿れば、見える景色は同じだから。

　そんな天衣が……将棋というものに何を求めているのか？

　それが本当に理解できるのは、天衣の将棋を理解できる俺しかいない。

　晶さんの問い掛けはそういう意味なんだと、俺は理解していた。だからこう答えた。

「……はい。考えます、しっかりと」

「頼む」

　晶さんは頷いて、

「それからお嬢様は……ご両親を亡くされてから、黒以外の服をお召しにならない」

「……！」

「だが私は、白いドレスをお召しになったお嬢様のお姿が見たい。黒をお召しのお嬢様もこの上なくお美しいが……白はきっと、もっともっとお似合いだろうから」

　それは夢を見るような、それでいて悲しみを押し殺すような声だった。

　だから俺は力強く断言する。

「ええ。俺もそう思います」

「うん！」

　その返事が気に入ったのか、晶さんは俺の肩に腕を回して言った。

「ところで先生。もう帰るのか？」

「あ、いえ。俺も弟子が検討終えるの待ってなきゃいけないんで……」

「よし！　じゃあ道場に行くぞ。成長した私の力を見せてやる！」

「はいはい」

　晶さんは十二級の幼稚園児と戦い、銀を真後ろにバックさせて見事に反則負けした。迷いの無い手つきだった。




　道は険しく、長い。
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「ししょー」

　家に帰って久しぶりに弟子の作ったご飯を食べて和室でまったりしていると、食後のお茶を淹いれてくれたあいが、卓袱台ちゃぶだいに湯飲みを置きながら「ししょー」と連呼してきた。

「ししょー。ししょーししょー。しーしょー」

「ん？　どうした？」

「よんでみただけです！　えへー♡」

　か　わ　い　い。

「うわあああああ……うわあああああああああ……！」

　思わず心のうめき声が口から漏れちゃう。かわいい。かわいすぎる。頭なでてお菓子とかあげたくなる。何でもしてあげたくなる。このままぎゅって抱きしめて……いやいやいや！　今のちょっとヤバくなかった!?　俺、ロリに走ってなかったか!?

　落ち着け。クールダウン。これは師し弟てい愛あい、これは師弟愛……。

「あの……ししょーは、あいがいないとき……さびしかったです？」

「うん。すっげぇ寂しかった」

「えへー♡　えへへー♡」

　卓袱台の前に正座した弟子は、恥ずかしそうに顔を隠してもじもじした。かわいい！

　もう、あいがいないこの部屋は考えられない。

　ちょっと前まで一人で暮らしてたはずなのに、一人で戦ってたはずなのに……弟子という存在を失いかけたあの時の喪失そうしつ感は、今までに感じた事が無い程のものだった。

　けれど。

　あいを取り戻したはずの今、俺はそれと同じような寂しさを感じていた。

「……あい。ちょっといいか？」

「なんです師匠？」

「大事な話があるんだ」

　俺はあいに隠し事をして傷つけてしまった。

　だからちゃんと話し合っておかないといけない。同じ過ちを繰り返さないように。


「えっと、その…………妹が欲しくないか？」



「……？」

　きょとんとされちゃった。

「ああその、つまり……昼間に研修会で対局した、夜叉神やしゃじん天衣あいの事なんだけど──」

「っ!!」

　びくんッ！　と跳ねるように俺から身を離すあい。明らかに警戒してる……。

「……あの子を弟子に取るって言ったら、あいは嫌か？」

　言った。

　こうして口に出すまでは自分でも天衣をどうしたいかわからなかった。

　けど俺は、どうしても天衣をあのまま放っておけなかった。放っておけないと思った。晶さんに言われたからじゃない。

　天衣の将棋が気になるんだ。どうしても。

「……でも天衣ちゃんは、もう会長さんの弟子なんですよね？」

「うん、まあ……そうなんだけど……」

　俺は頭をポリポリと搔きながら、しかしはっきりとした口調で言った。

「奪い取るよ。力尽くでも」


「…………………………」



　あいは正座したまま器用にその場で半回転して俺に背を向ける。そしてこんな事を言う。

「……だれがいちばんですか？」

「へ？」

　意味がわからず聞き返すと、あいは質問を繰り返した。

「師匠にとって、だれが一番なんですか？」

　んん!?　な、何だこの質問は？

　あ、一番弟子が誰かって事か？

「そりゃあ、あいが一番だろ？」


「…………ほんとうに？」



「当たり前だよ。他に誰がいる？」

「天衣ちゃんとか、おばさ……空そら先生とか。あと、桂けい香かさんも……」

　姉弟子？　桂香さん？　二人とも俺の姉妹きょうだい弟子ではあるけど、弟子じゃない。

　それに天衣はあいの後に弟子に取るわけだから二番弟子だ。あいを破は門もんでもしない限り一番弟子はあいに決まってる。

「何を心配してるんだよ？　どれだけ弟子が増えようとも……いや仮にね？　仮にだよ？」

　あいがすごい顔でこっちを見たので慌てて言葉を補う。

「これ以上増やすつもりもないけれど……仮に、どれだけたくさん弟子を取ったとしても──俺の一番は、あいだよ」


「…………」



　あいは後ろを向いたまま黙ってる。

　が、正座する足の指がむにむにと動き、ぴょんと跳ねたアホ毛が犬のしっぽのようにフリフリと揺れていた。よ……喜んでる？　のか？

「あの……あい？　それで、新しい弟子を取る件だけど──」

「……天衣ちゃんと、何局指したんですか？」

「え？」

「将棋を何局指したんですか？」

「な、何局って……俺はそんなに指してないぞ？　基本的に町の道場に放流してただけだから……直接指したのって二十局とかそんくらい──」

「せいかくにっ!!」


「うおっ!?　ああ、え、ええっと……最初に一局指して、それから道場で一回、二回、三回、四回………………ぜ、全部で十八局？　だと、思うけど……」



「じゃあ今からあいと十九局指してください」

「ええ!?　い、今から!?　俺、明日対局が──」

「だったらそれが終わってからでいいです！　とにかく師匠はあいと一番たくさん将棋を指さないといけないんですっ!!」

「わ、わかったわかった！　指す！　明日の対局が終わったら必ず十九局指します!!」

「やくそくですよ!?　やぶったら今度こそ許してあげませんからね!?」

　あいは勢いよくこっちを振り返ると、俺との対局を予約するかのように将棋盤に駒を並べ始めた。

　弟子のその、対局に飢えているかのような様を見て、改めて自分の指導の正しさを確信する。

　おそらくあいは、天衣に負けた事で競争心に目覚めたんだろう。

　だからライバルと差をつけるために、天衣より一局でも多く俺と将棋を指したいと考えているんだ。

　うむ！　師匠の教育、効こう果か覿面てきめん!!

「……成長したな、あい！」

「ふぇ？　家出してから一週間もたってませんけど……？」

　ＪＳ三日会わざれば刮目かつもくして見よ。小学生の成長はタケノコのように早い。すくすく育つ。

　まったく！　小学生は最高だぜ!!　……って俺またロリってた？　やばいやばい……。

　そう。子供ってのは勝手に育ってしまう。強い子は特に。

　だからきっと天衣も育つだろう。俺から離れても。

　望み通り超一流棋士の弟子になった天衣は、そのまま順調に女流棋士になるだろう。会長の弟子として。将棋界のプリンセスとして。

　けど。

　俺はその結末を『嫌だ』と思ってしまった。

　だから俺は、お城に迎え入れられたお姫さまを奪い去る。王様のもとから攫う。俺はそれをすると決めたんだ。歩夢あゆむだったら『悪』と即断するような、傍若無人ぼうじゃくぶじん、悪逆非道の行いを。

　竜王のお仕事ってやつを。
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　翌日。俺は月光つきみつ会長と公式戦を戦うため関西将棋会館に出向いた。

　帝位リーグ最終戦第５局。

　既に俺はこのリーグから陥落が決定。対する会長も、残留を決めてはいるが挑戦者決定戦には進めないという、お互いにとっての消化試合だった。

　そんな消化試合に──

「九頭竜くずりゅう先生!?　そ、そのお姿は……!?」

　御上段おんじょうだんの間まに現れた俺を見て記録係の奨励会員が思わず腰を浮かす。

　俺は無言で軽く会釈えしゃくすると、下座に座って信玄しんげん袋ぶくろから扇せん子すや時計を取り出した。




　俺は──和服を着て対局に臨んでいた。




「消化試合に和服とは……」

「会長との初対局だからか？」

「……凄まじい気迫やなぁ！　さすが竜王……！」

　御おん下げ段だんの間で対局する棋士達が俺の背中を見てざわめいている。タイトル戦以外で和服を着て戦うという事の意味を、そこにいる誰もが知っていた。

　この姿に込められた意味とは──絶対に負けないという決意に他ならない。『竜王』のタイトルにかけて。

　やがて、静かに襖ふすまが開いて、日本刀のようにシャープな長身が対局場に姿を現した。

「ほう……」

　影のように付き従う男鹿おがさんに説明されるまでもなく、衣擦れの音を聞いて、会長は俺がどんな姿をしているか気付いたようだ。

　かつては日常的にタイトル戦に出ていた会長にとって、その音は聞き慣れたものなんだろう。

「会長」

　下座から対局相手に呼びかける。

「何か？」

「お願いがあります」

　男鹿さんが鋭く制した。

「竜王！　対局前に、そんな──」

「うかがいましょう」

　だが会長は男鹿さんを抑えると、俺に先を促す。

　口の中に溜まった唾液を飲み込んでから、言った。
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「この対局で俺……私が勝ったら、夜叉神天衣を弟子にする許可をいただきたい」

「彼女はもう私の弟子になったはずでは？」

「……」

　答えは用意してきた。もっともらしい理屈を立てもした。

　しかし俺はその用意してきた答えを口にすることはせず、ただ、こう答える。

「欲しくなりました。どうしても」

　その答えに、会長はただ静かに頷く。

「わかりました」

　そしてこう言った。

「答えは、将棋で」

「……はい！」

　会長が静かに上座に着き、指し手を補助する男鹿さんが代理で駒を並べる。

　だが対局が始まれば、会長はよほどの事がない限り自分で駒を動かす。一応、指し手も読み上げる事になっており、駒の動きと食い違った場合はその読み上げた手が優先される。

　盲目でも将棋は指せるし、強くなれる。いつの時代も盲目の強豪は存在した。

　たとえば、振り飛車の戦法である『石田流』を編み出した石いし田だ検校けんぎょう。

　たとえば、幕末の棋聖・天あま野の宗そう歩ほに平手で勝った石本いしもと検校。

　そして現代には──永世名人資格者・月光聖市せいいち。
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　そのＡ級棋士は、付き添いである男鹿ささり女流初段が駒を並べ終わると同時にこう言った。

「男鹿さん」

「はっ」

「あれを掛けていただけますか？」

　その言葉に、

「「……っ!!」」

　男鹿さんだけではなく、その場にいた全ての人間が衝撃を受けた。

　ここ、関西将棋会館の聖域たる御上段の間には、三幅の書が掛けられている。

『天法道』

『地法天』

『人法地』

　それぞれ十四世名人、十五世名人、十六世名人による書である。

　しかし、これは未完成なのだ。

　この書は四幅揃う事で初めて完成する。そして四つ目の書そのものは既に書き上げられており、軸装も完了していた。

　だが普段の対局でそれが掛けられることはない。

　それは、その書を書いた者が未だ現役の棋士であり、十七世名人を襲名していないから。




『道法自然』　　十七世名人　月光聖市




　男鹿ささり女流初段は恭うやうやしく取り出したその書を、床の間に掛けた。対局室に集った棋士達は思わず背筋を伸ばし、その書を拝する。それはごく自然な行為だった。

　棋界にとって名人とは神と同義なのだから。

　そして神は、その書を背にし、俺の目の前で静かに座っていた。高い山の巓いただきにひっそりと存在する湖の、澄み切った湖面を思わせるように。どこまでも、静かに。

　だが盤を挟んでいる俺は、吹き飛ばされそうなほどの闘気と威圧感を幻視していた。和服の重さがなければ、その威風に抗しきれず、思わず席を外してしまっていただろう。

　俺が和服を着て戦うのと同じように、会長は永世名人としてのプライドを背に戦う……！

「竜王と、名人……」

　盤側ばんそくの奨励会員が、羨望とも畏怖ともつかない声を漏らした。

　直後、気を取り直したかのように口調を改めて告げる。

「じ……時間になりましたので、月光先生の先手番で対局を開始してください！」

「「お願いします」」

　呼吸を合わせて礼を交わすと、会長は淀みない手つきで初手を指し、その指し手を口にした。

「７六歩」

　一呼吸の後、俺は同じように角道かくみちを開ける。この時点で後手の俺に戦型の選択権は委ねられ、そして俺は対局前から決めていた戦型へと向かって手を進めていった。




　その戦型は──一手いって損ぞん角かく換がわり。




　俺がこの一手損角換わりを指すようになったのは、目の前のこの人に憧れたからだ。

　会長に憧れたのは俺だけじゃない。関西に育った者ならば……いや、将棋を学んだ者ならば誰だって月光聖市に憧れないわけがない。

　それなのになぜ、一手損角換わりを指す棋士はほとんどいないのか？

　それは一手損角換わりが特殊すぎるからだ。だから会長に憧れていても、実際にこの戦法を武器になるまで磨く人間はほとんどいなかった。

　けれど俺は、姉弟子にボコボコにされつつも一手損角換わりを指し続けた。負けて、負けて、負け続けても、決してそれを放そうとはしなかった。

　師匠の力強い将棋も。

　光よりも速い会長の将棋も。

　どっちも自分の将棋にしたかったから。


　最強に────なりたかったから。




「はぁー………………よしっ!!」



　気合いを入れ直して和服の袖をたくし上げると、俺は敵陣深くに手を伸ばし角を取る。そして俺がそこに成り込んだ馬を会長が取り、角交換の儀式が完了。

　ここに、一手損角換わりという神聖なる契約が成立した。

　互いにこの戦型のスペシャリストとして、先手と後手のどちらを持っても戦いうる武器を持っている。

　やがて、あいと天衣の対局と同じ局面に到達。一手損角換わり相腰掛け銀。

　ここからが本当の勝負だ。

　会長はぴったり五分だけ考えると、

「４五歩」

　歩を突き捨てて開戦。

　永世名人に先攻されるという恐怖を押し殺し、受けに徹する。敵の飛車が走り、それを歩で受け、自陣に角を打ってまで徹底的に受けまくる。スピードで勝る相手に固い鎧で対抗する。

　しかし俺は、その鎧の下にナイフを隠していた。

　五二手目──５五銀!!


「ッ……！」



　その指し手が読み上げられた瞬間、会長の表情が微かに揺れる。

　そして数秒後、価値の定まらない美術品を鑑賞するような声が漏れた。

「……ほう」

　これが俺の用意の一手。

　あらかじめ自陣に打っておいた角が５五の天王山に利いているため、会長はこの突出した銀を取ることができない。あの角打ちは受けに見せかけた攻めの手だったのだ。

　そこからは乱戦になった。

　互いに攻めては受け、受けては攻める捩ねじり合いの中盤戦。

　大駒が飛び交う華々しい戦いの中で、俺は苦心して端に手を入れ、搦め手から会長の玉へと迫る。

　だが、代償はあまりにも大きかった。

　相手は大駒三枚を手にし、圧倒的な攻撃力で盤上の大半を支配している。形勢は全く読めない。既に負けている可能性だってあった。

　何せ相手は永世名人。気付かないうちに切り捨てられていた……なんて事も十分に起こりうる。そういう事を何度もやってのけた人だ。

　それでも俺は、決して悲観せず、諦めず、泥臭く粘り強く戦わなくちゃならない。

　心の中にあるのは、幼い弟子の熱い涙。

　そしてもう一人の少女の、玉一枚で戦い続けた勇気。

　あの涙に、あの勇気に、この将棋で応えなくちゃならない。だって俺は──

「師匠なんだからさぁ！」

　和服の袖をまくり上げ、駒台から駒を持ち上げて、敵の玉頭に向けて全力でそれを打ちつけた。盤にめり込ませるほどの勢いで、ぐりぐりと押しつけた。

　自陣に竜と馬を作られつつも、一二六手目──７六金打うつの詰めろをかける！


「…………久しぶりですね。ここまでぎりぎりの終盤は……」



　微かに俯くように瞑目していた会長が、指し手以外の言葉を口にした。

　対局中も常に微動だにせず、美しい正座を崩さない会長が、今、はっきりとわかるほどに前後に揺れて読みのリズムを取っている。

　大量の時間を投入し、何かを読み切ろうとしていた。


「この感覚……この終盤の、全身の血が滾たぎる、この懐かしい感覚……こういう時、どう言えばいいのか…………そう──」



　独り言のように呟いていた会長は、とうの昔に光を失ったはずの目をゆっくりと開き、その感覚の名を口にする。

「熱い」




　次の瞬間、盤上に閃光が走った。
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　一二七手目。

　会長の次の一手は──３一角打うつの王手だった。

「まっ……!!」

　心臓を素手で鷲摑みにされたような衝撃を受ける。血の流れが止まったかのようだった。

　──まさか、即詰み!?

　かつて、全盛期の会長と対局した棋士は、自玉の詰みを読み切れなくても、この人に王手を掛けられた時点で投了したという。

　自分の読みの力よりも、会長の読みの力を信用したから……。


「……まさか…………いや、でも……？」



　俺に詰みは見えない。まだ俺の玉は詰んでいないはず。そのはずだ。

　それでも目の前にいる人物が……その実績が、異名が、佇たたずまいが……凄まじいプレッシャーとなって指を痺しびれさせる。

　震え、固まっていた俺に、記録係が告げた。

「九頭竜先生。持ち時間を使い果たされましたので、一分将棋でお願いします」

「……はい！」

　もはや迷っている時間は無い。

　残りの持ち時間を全て費やし、一分将棋に入ってからもギリギリまで考えて、それでも自玉の詰みが見えなかった。

　だから俺は自分を信じ、打ち込まれた角を王様自ら討ち取る。３一同玉！

「６四馬」

　二度目の王手。会長は即座に馬を動かし俺の玉を直射する。合駒は利かない。もとの位置へ玉を戻す。

　直後、竜が走って守りの金を剝がしてきた。三度目の王手。取れば一瞬で詰みだ。一目散に上へ逃げる。

　目指すは敵陣。入玉にゅうぎょくだ。

　しかし王手ラッシュは止まらない。

　進行方向に打ち込まれた桂馬の長い腕を、俺はその懐に飛び込むことで回避。後ろから迫り来る竜から追い立てられるようにそのまま桂を取る。

　会長はノータイムで竜を切って寄せに来る。

　やはり詰んでいるのか？　もう負けているのか？　そんな疑念を振り払うように、次々と打ち込まれる駒をかわして敵陣へと玉を突入させる。

　そして──

「……よし！」

　──入玉完了。

　一四六手目、遂に俺の玉は敵陣の最奥である九段目まで到達した。

　普通なら、ここまで来れば玉は詰まない。

　将棋の駒は後ろに下がれない駒が多いため、敵の防衛線を抜けてしまえば極端に詰まされにくくなるからだ。

　だが。

「２八銀」

　会長は、まるで俺の玉がそこに来るのを待ち構えていたかのようにノータイムで銀を打って王手を掛けてくる。十一度目の連続王手！

「ッ!?」

　その銀を打たれた瞬間、心臓が止まりそうになった。

　一見、浮き駒のように見える銀だが、遠間から馬が利いている。

　この銀は……取れない！

「やった……!!」

　男鹿さんが歓喜の声を漏らす。普段は絶対にこんな事をする人じゃないが、あまりの熱戦に思わず声が出てしまったんだろう。

　この銀打ちはそれだけのインパクトがある。

　入玉の代償に、俺の玉の可動域は極限まで狭められている。逃げ場は少ない。そしてこの銀によって、俺の玉は狭い狭い盤の隅に押し込められそうになっていた。

　まるで入玉型の詰将棋のような、最初からここで詰む事が定められていたかのような、美しい銀打ち──

　取れば頓とん死し。逃げても頓死。

「……ならばッ！」

　自分から飛び込んでやるまで!!

　俺はそのまま玉を２筋にスライドさせて銀の真下へ潜り込む。象の動きを模したというその駒の股の間だけが安全地帯だ。圧迫感で息が詰まりそうになった。

「３九金」

　盤の隅へ追い詰めるかのような、会長の金打ち。

　銀の股の間に潜り込んだ俺の玉は、どてっ腹に打ちつけられた金から逃れるため銀の死角に回り込む１八玉を着手。

　スイング・バイするかのように、俺の玉を追いかけるその銀の周りを回って、相手の手に乗って……最も危険な場所から脱出を図る！

　そう。

　俺の玉は──自陣に向けて猛然とバックしたのだ。




「ま……まさか、そんな受けが……!?」

　男鹿さんが驚愕の叫び声を上げ、慌てて手で口を押さえた。

　敵陣の最奥まで入玉した玉が再び自陣へ戻って行くという前代ぜんだい未み聞もんの玉の駆動に、かつて女流棋士だった彼女は強烈な違和感を覚えているんだろう。そんな手が成立するわけがない、と。

　だが、これしかない。これで凌いでいるはず！

　勝ちを読み切った俺は、大きすぎる心臓の鼓動の余波で震える利き手を必死に抑えた。勝った？　勝った！

　それでも会長は、淡々とした口調で王手を掛け続ける。

「１九銀」

　１七玉！

「１八銀」

　１六玉！

「１七歩」

　１五玉……ッ!!

　その一五六手目──俺の玉が五段目まで退いたのを見て、会長は言った。

「ここまでですね」


「あっ…………ます……！」



　喉が痙攣けいれんしたように声が引っかかって、『ありがとうございます』と言うことすらできなかった。反射的に深く頭を下げていた。

　気がつけば、全身が汗まみれだった。額に髪がべったりと貼り付いている。吸い込んだ汗で和服は倍ほどの重さになっていた……下げた頭を上げることすらできない。

　十五回もの連続王手を凌ぎ切った経験は初めてだった。それも、永世名人の王手を……。


「……はぁ……はぁ…………」



　しばらくは、俯いた俺の荒い息だけが対局室に聞こえていた。他の対局はいつの間にか全て終わっていた。気息を整えるために水の入ったコップに手を伸ばす……が、震えて上手く持てずそのまま飲まずに盆の上に戻す。

　やがて、投了した時と同じ佇まいで静かに瞑目していた会長が、ポツリと言った。

「３一角、と私が最初に王手を掛けたところですが──」

「はい？」

「５八金と受けていたら、余していましたかね？」

「……あっ!?」

　俺は思わず頭を上げていた。脳内の盤面でその手が検討され、一瞬で評価を下していた。

　──詰めろ逃れの詰めろ……！




　それは、こちらの掛けた詰めろに対して詰めろで逃れる究極のカウンター。たった一撃で、盤をひっくり返したかのように勝ちと負けが入れ替わってしまう、凄まじ過ぎる一手だった。

　勝ちと思っていた局面が、その一手で、必敗の局面に変貌していた。

「ああー……」

　そっかぁ、と天を仰ぐ。

　自玉の受けを意識するあまり、俺は会長の玉が受けに回った場合の展開を読み切れていなかった。

　あの時、会長が５八金を選んでいたら、勝敗は逆だった。

　つまり俺は相手のミスに救われたのだ。

　おそらく会長は王手ラッシュを始めた段階でそれに気付いていたんだろう。俺よりも遙かに早く、正確に、真理へと到達していたに違いない。

　改めて思う。

　──この人が全盛期だったら……。

　──いや、それ以前に、この人の目が見えていたのなら……。

　もしそうだったら俺は、一刀の下に切り捨てられていただろう。間違い無く。

　脳内に将棋盤があるとはいえ、常にその盤面全てを見ることができるわけじゃない。集中すれば局地的にしか盤は見えなくなる。

　だから対局中、棋士は脳内の将棋盤と現実の将棋盤を行き来して局面を確認する。そうしないと致命的な見落としをしかねないから。

　けれど会長は脳内の将棋盤しか見ることができない。

　そのハンデは、やはり計り知れないほど大きいのだ……。

　口を半開きにしたまま呆然と天井を見上げていた俺に、なぜかクスリと笑いかけてから、会長は不思議な事を言った。

「これで、あの時の借りを返す事ができましたかね？」

「え？」

　俺と会長は初手合い。プロになる以前も将棋を指した事は無い。

　借りって何ですか？　と聞くよりも早く、会長は帰り支度を終えていた。

「では敗者は消えるとしましょう。あとは当人同士で話し合ってください」

　音も無く盤の前から立ち上がった会長は、再び謎の言葉を残して対局室から姿を消す。掛け軸の箱を持ってその後を追う男鹿さんは、俺に向かって恨めしそうな視線を向けてから、部屋の隅にその視線を移した。

　男鹿さんの視線を追う。

　その先に、黒い服の女の子を見つける。あるぇ？

「……天衣？」

「気付くの遅い。グズ」

　弟子になるかもしれないその女の子は、相変わらず無遠慮に俺を罵倒した。
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「ずっといたんだけど？」

「い、いつから……？」

「学校が終わってから来たから、五時にはいたわよ」

　じゃあもう五時間とかたってるじゃねえか。確かにずっとだ。全く気付かないとか、どんだけ盤しか見えてなかったのかと。

「えっと、まあ……そ、それだけ集中してたんだよ！　大事な対局だったからさ！」

「そうね。人を賭けてたんだものね」


「うっ……！」



　天衣は上目遣いにこっちを睨にらみつけながら、恨みがましい口調で言い募る。

「なに勝手なことしてるのよ？　本人の同意もなくどっちが私を弟子にするか将棋で決めようだなんて、それ、どんな真剣よ？　新しん世せ界かいの道場でもそんなことしないわよ？」

　……ごもっとも。

　けれど俺にはこれ以外の方法は思いつかなかった。俺には将棋しかなくて、ずっと将棋で全てを決めてきたから。

　欲しいものは全て、将棋で勝つ事でしか手に入らない世界で生きているから。

「そ、それよりこれを見てくれ!!」

　俺は信玄袋をひっくり返すと、中から折り畳んだ紙を取り出す。

　連盟の倉庫に保存されていた一枚の棋譜きふのコピー。対局前に調べて、コピーを取っておいたものだ。

　そこに記されているのは、七年前の記念対局。

　対局者の名前は──

「ッ!?　これ、お父さまの……!?」

　天衣は食い入るようにその棋譜の、対局者の欄を見る。

『夜叉神』という名と、『月光』という名が記された欄を。

「そう！　しかも俺はその対局を見てたんだよ！　誰よりも近くで!!」

　俺は対局者の名前からかなり離れた場所──棋譜用紙の左上の片隅に記された名前を示す。




　記録係　　六級　九頭竜八一




　棋譜にはその名がしっかりと記されていた。俺の字で。

　当時、俺はちょうど奨励会に入ったばかり。今の天衣やあいとちょうど同じくらい……九歳とかそのくらいだ。記憶もほとんど消えかけていた……けど、初めて経験した記録係だったから何となく憶えている。

　その記憶を頼りに見つけたのが、この棋譜だった。

「この棋譜を見たらうっすらと思い出したんだ。おまえのお父さんと会長との将棋を。感想戦でどんな事を話していたかも」

「ッ……!!」

　天衣の全身が強張る。

　亡くなったご家族の話をするのは気が引けるが、言わなければならない。

「おまえのお父さんは会長にこう言ってた。『娘が大きくなって、棋士になりたがったら、師匠になってやってください』──って」

　会長が天衣を気に掛けていたのは、こんな過去があったからだ。

「だから俺のした事は余計なお節介だったかもしれないしぶっちゃけ迷惑だったかもしれない。もちろんおまえが会長の弟子になりたいんだったらその気持ちを優先する。けど俺は──」

「ちょっと！」

　鋭い口調で俺を制した天衣は、

「……これ」

「ん？　これって……『週刊将棋』か？」

　毎週水曜日に発売される世界唯一の将棋新聞だ。それを天衣は俺に突きつける。

「しかもこれ、かなり古い記事だな？　……って、ええ!?　こ、これは──!!」

「お父さまと名人の記念対局……その棋譜と同じ将棋の記事よ」

　天衣の説明は俺を驚かせた。


　が、さらに驚いたのは────その対局の解説の後に続く記事。






『名人を超える大器』




　そんな見出しで始まった記事は、こう続いていた。




　感想戦は、アマ名人の夜叉神さんが足りなかったという事で終わりそうになった。

　だが感想戦終了間際、観戦記者が両対局者に思いがけない事実を告げたことで、その結論はひっくり返った。

「九頭竜君が詰みがあるって言うんですわ」

　しかもその結論を覆したのは、わずか九歳の少年だった。

　記録係を務めた九頭竜八一奨励会六級である。

　彼は対局中に、月光玉に二十三手の即詰みがある事を発見していたというのだ。

　一瞬けげんそうな顔をした月光名人だが、九頭竜が詰み手順を言い始めると、全てを了解したようだった。無言だった。

　夜叉神さんもそれを聞き、心の底から驚いたようだった。「信じられない」を連発しながら、記録係の少年と盤面を何度も見返していた。

「やっぱり僕にはプロは無理です。こんな小さな奨励会員ですら、僕には全く見えない詰みを見つけてしまうんですから」

　夜叉神さんはさっぱりとした表情でそう語った。

　そして傍らに座る小さな男の子を見て、こう続ける。

「ですがもし、僕の娘が大きくなって棋士になりたいと言ったら……その時はこの九頭竜八一君に師匠になってもらいます」

　アマ名人のその言葉に、少年は照れくさそうにはにかんでいた。





「…………」



　紙面には、対局者の写真と同じくらいの大きさで俺の写真も掲載されていた。

　ちなみに記憶は全く無い。

「それからずっとお父さまは私にこう言い続けてたわ……『天衣は九頭竜君の弟子になるんだ』って」

　天衣はぽつりぽつりと語る。

　畳の上に置いた記事に目を落としたまま。

「おかげで私は、物心つく以前から『九頭竜君の弟子』になるのが当たり前だと思ってたのに……当の九頭竜君はこれっぽっちも憶えてなかったってわけね」


「………………ごめんなさい……」



　ここに至って俺はやっと、天衣が自分に将棋を教える人間の条件について無理難題を吹っかけていた本当の理由を悟った。




　あれは最初から俺を指名してたんだ。




　でも俺は天衣の意図に全く気付かず、あまつさえ天衣のお父さんとの約束も完全に忘れ……あのとき天衣がやたら挑発的な態度だったのも、そんな俺に腹を立てていたからかもしれない……と思ったがやっぱりあれは素だな。うん。

「『九頭竜君はすごい！』がお父さまの口癖だった」

　寂しげな微笑みを浮かべながら、天衣は言葉を紡ぎ続ける。

「あなたの昇段に一喜一憂して、『もう三段になったよ！　もうすぐプロだよ！』とか『中学生棋士なんて、九頭竜君は本当にすごい！』とか『プロになったら、真っ先に天衣を弟子にしてもらいに行こうね！』──って。その前に死んじゃったけど……」

「……」

「どうやったのか知らないけど奨励会の棋譜も手に入れてきて、私と一緒にその棋譜を並べるのがお父さまの最高の楽しみだったみたい。お父さまは相手方を持って、私はあなたの側を持つ。棋譜を読み上げるのはお母さまで……そうして家族で盤を囲むのが……」

「棋譜を……？」

　普通、奨励会の棋譜は残らない。

　だが関西本部はホームページで奨励会員の好局を取り上げるサービスを行っている関係上、いい将棋を指せば棋譜は残る。

　俺の対局は割と取り上げられてたから毎局棋譜を書き起こして事務局に提出していた。それを天衣のお父さんは手に入れてたんだろう。

　アマ名人なら顔見知りの職員や記者がいてもおかしくないから……。

　いや。

　もしかしたら会長が渡していたんじゃないだろうか？　俺は直感的にそう思い、そしておそらくそれは間違いじゃないと確信した。

　つまり会長は最初から天衣を俺の弟子にするつもりだったんだ。

　しかも俺に『弟子を取れ』と強制するんじゃなく、俺が自分で天衣を弟子にしたいと思うように仕向け、さらにその資格があるかどうかも自らの手でテストした。

　負けを読み切った上での連続王手はそういう意味だったのだ。


「…………さすが永世名人。とんでもない大局観だな……」



　結局俺は、釈迦かみの手の平の上で転がされてたわけだ。最初から最後まで。

「それにしても、そうか。俺の将棋を並べてたわけか。道理で……」

「べ、別に私が好きで並べてたわけじゃないのよ!?　お父さまとお母さまが喜ぶから並べてただけで……おかげで変な癖がついちゃってこっちはいい迷惑よ！」


「………………ごめんなさい……」



　変態将棋を指してる自覚はある。ごめんなさい……。

　でもこれで理解できた。

　天衣が一手損角換わりを指しこなす事ができる理由。

　俺が天衣の将棋に強く共鳴した理由。

　この子を他人と思えなかった、その理由が。

「で？　結局、私はどっちの弟子になればいいわけ？」

「おまえは……どうしたいんだ？」

「べつにどっちでもいいわよ。将棋界の師弟関係なんて、どうせ書類上だけの事なんでしょ？適当に籍だけ入れれば誰だって構わないわ」

「……」

「ま、その方が気が楽よね。しょせん全員が敵なんだから」

　将棋とは、戦いだ。

　盤を挟んだ二人はどちらかが勝者となり、どちらかが敗者となる。

　将棋界このセカイに生きる限り、頂点を目指す限り、傷つけ合う事でしか己を証明する術すべを持たない。

「そう考えるとやっぱり会長の弟子の方がいいかもね。あなたの弟子になると、研修会で同門と当たる事もあるわけでしょ？　私は気にならないけど、周りが騒ぐと面倒だしね」

　天衣の言う通り、俺達は傷つけ合う事を定められている。




　けど──それだけじゃ、ない。




　俺達は敵同士だけど、同じくらい……いや、それ以上に強い絆きずなで繫がっている。

　その事を教えてあげたいと思った。

「天衣」

　この時やっと、俺は気付いた。

　どうして自分がこんなにも天衣に惹かれたのかを。

　シャルちゃんの弟子入りを断った時、俺は将棋の才能を理由にした。強くなければこの世界では幸せになれないから、と。

　けれど仮に、もし、天衣に将棋の才能がなかったとしても、俺はこの子を弟子にしようと思っただろう。

　過去の約束なんて関係ない。

　戦法なんて関係ない。

　才能なんてどうでもいい。

　この子の心に流れる涙を、俺の飛車で拭い去ってあげたかったんだ。

　雨模様の天衣の心に、俺の角で虹を描いてあげたかったんだ。

　教えてあげたかったんだ。将棋で幸せになれるって事を。天衣の両親が本当に伝えたかっただろうその事を。

「天衣。俺と──」

　正座に直り、和服の合わせを整えて、目の前の少女に申し出る。




「俺と、師弟かぞくになってくれないか？」




　天衣の目が大きく見開かれた。

「かぞ……く？」

「うん」

　この子が失ってしまった両親を生き返らせる事はできない。

　無くした絆を取り戻す事はできない。

　けれど、新しい絆を結ぶ事はできる。

　清滝きよたき師匠や、姉弟子や、桂香さんや、あい……俺の一門かぞくに迎え入れる事で、この子に新しい家族を作ってあげる事はできる。

　他人から見れば、おままごとのように感じるかもしれない。

　すぐに仲良くするのは無理かもしれない。

　でも、盤を挟めばきっと分かり合う事ができる。あの研修会試験の時のように。将棋にはそんな力がある。

　天衣が言ったように、将棋界には名前だけの師弟関係もある。

　制度上必要だからと籍だけ入れるけど、将棋も指さなければ会話もしないという関係も、確かに存在する。

　けど。

「俺はおまえと──夜叉神天衣と、師弟かぞくになりたい。名前だけの師弟じゃなくて、嬉しいときに笑い合って、悲しいときに支え合う、本物の師弟に」

　そしていつかきっと、その悲しみの色の服を脱ぎ捨てて、喜びの服に袖を通せるように──その時までこの子の傍らにいてあげたいと、強く願った。

「……」

　天衣は迷うように、怯えるように、小さな胸の前で両手を握り締めていた。

　そこにいるのは傍若無人なお嬢様でも、天てん衣い無む縫ほうな天才少女でもない。

　再び失ってしまった時の悲しみを想像し、震える小さな女の子。

　その手を取って、言った。







「俺の籍に入ってくれ。きっと……幸せにするから」
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「嫌やああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　深夜の住宅街に師匠の絶叫が響き渡る。

「あいちゃんはわしと一緒にずっとこの家に住むんやあああああああああああああああ!!」

「師匠うるさい。近所迷惑ですよ？」

　対局で遅くなる日は師匠の家であいを預かってもらうんだが、今回は家出期間中もずっとこの家で暮らしてたため別れるのがつらくなってしまったらしい。足にすがりついてくる。

「人でなし！　お前は人間やない!!」

「竜王ですが何か？」


「ううううううううううううううううううううううううううっっっっ!!」



　廊下に突っ伏して泣き崩れる師を放置し、俺は家の奥へと進む。

「すごいねあれ。ずっとあんな感じだったの？」

「もう本物の孫以上の可愛がり様よね」

　前を歩く桂香さんが苦笑しながら言った。

　素直でかわいくておまけに将棋の才能もあってとくれば、これはもう将棋指しにとって理想の孫だろう。可愛がるなと言う方が間違ってる。あいを可愛がらない人間などいない。

　それは当たり前の事として。

「……師匠は知ってたのかな？　天衣や、そのお父さんの事を……俺があの対局で記録係をしてたって事も含めて──」

「聖市お兄さ……じゃない、月光会長から話は聞いてたみたいよ？」

　桂香さんは師匠と同年代の会長を「お兄さん」と言いかけて訂正した。入門が遅かった桂香さんにとって会長は長い間、親戚のお兄さんのような存在だったんだろう。見た目も若いし。

「八一くんが弟子をもう一人くらい取れるかどうかって相談されてもいたみたい。私も、ちょっと前に知ったばかりなんだけど。当時の記事もスクラップしてあったから、あいちゃんには私から伝えておいたわ」

「そっか。うん、ありがと桂香さん」

　そして心の中で師匠にも感謝する。ずっと俺を見守ってくれていたんだな……でもあいは連れて帰るけどね！

　俺は階段を上って、二階の子供部屋──かつて俺と姉弟子が暮らし、今はあいの部屋になっているその部屋に行こうとする。

　が、階段に足をかけたところで後ろから肩を摑まれた。

「……ちょっと師匠。しつこいですよ？」

　振り返る。

「怒ってないから」

　満面の笑みの姉弟子が着物姿で立っていた。

　……いや。違う。

　この笑顔、微妙に引きつってます。


「あ、姉弟子……？　きょ、今日は……神奈かな川がわの『陣じん屋や』でタイトル戦だったんじゃ……？」



「防衛した」

　さらりと言い放つが時刻は現在午後十一時。

　普通なら防衛が決まれば記者会見やら祝勝会やら色々あって泊まってくるし距離が距離だしそもそも和服は脱いで移動する。

　第一局と同じように速攻で吹っ飛ばして新幹線に飛び乗ったんだろう。

　三番立て続けサンタテに負けるという番勝負においてこの上ない恥辱を味わった月つき夜よ見み坂ざかさんが精神に深い傷を負わないか心配になってくるような勝ちっぷりだ。これで《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》の対女流戦績は五十戦五十勝無敗。タイトル獲得七期。お化けですわぁ……。

　そんな将棋お化けが、満面の笑みを浮かべて俺の顔を覗き込んでくる。こわい。

「怒ってないから言いなさい。八一あんた、また弟子取ったの？」

「……はい」

「女の子なの？」

「はい」

「小学生なの？」

「もちろん」

「頓死しろッ!!」

　姉弟子は俺の脳天を扇子でブッ叩いてそう吐き捨てると、背中を向けてドスドス床を鳴らしながらどこかへ行ってしまう。怒ってんじゃん……。

　黙って見ていた桂香さんは俺に向かって肩をすくめると、

「銀子ちゃん、まずその着物脱いで。それから和室で甘いものでも食べましょ？　銀子ちゃんの好きなシェ・ハタケヤマのフルーツたっぷり☆ミルクレープを買っておいたから。ね？」

　そう言って姉弟子を宥めながら、その後を追った。

「いてて……クソッ。どうして姉弟子がもう帰って来てるんだよ……っていうか誰がチクりやがったんだ？　ネットか？　またネットなのか？」

　俺は扇子を叩き落とされた頭頂部をさすりながら改めて階段を上り、今度こそ二階へ。

　子供部屋の前で立ち止まると、

「あい。起きてるか？」

　返事は無い。

　音を立てないようにゆっくりと襖を開けると──


「…………すぅ……すぅ……」



　小さな俺の弟子は、小さな寝息を立てていた。

　大きな将棋盤を抱えるようにして。小さなその手に駒を摑んだまま。

　きっとずっと、俺の事を盤の前で待ち続けていたんだろう。胸が熱くなった。小さな口から寝言が漏れる。

「……ししょう……しょうぎ……」

「勝ったよ」

　足音を立てないようにそっと近づいて、囁ささやく。

「約束どおり将棋を指そう。十九局……ううん。もっと、もっとたくさん」

　何千局でも。何万局でも。何百万局でも。

　将棋を指そう。誰よりもたくさん。


「…………ししょーのいちばんは……あいなんですから……」



　俺は小さな一番弟子を大事に大事に毛布に包んで抱きかかえると、抱いたまま家に帰った。

　俺達の家に。







「ちょっと。寝てるんじゃないわよ」


「んが？　…………ああ、悪ぃ悪ぃ……」



　翌々日。

　俺は二番弟子と盤を挟んでいた。

　場所は連盟二階の道場。今日は事務局に天衣の研修会関係書類の訂正に来て、そのまま連盟で稽古レッスンをする事になった。少し離れた席では晶さんも小学生と盤を挟んでいる。

　駒を動かしながら、俺は天衣に疲れている理由を説明した。

　それもこれも天衣を弟子に取るためなのだと。

「……まあそんなわけで寝不足なんだ。大勝負の次の日に将棋指しまくって疲れてるし……」

「ふん。くだらないわね」

　天衣は盤から顔を起こすと、翼を翻すかのように長い黒髪をバサッ！　と後ろへ搔き上げる。

「弟子の許しがなくちゃ新しい弟子を取れないなんて、どっちが師匠なのよ？　プロ棋士として恥ずかしくないわけ？　あなたそれでもタイトル保持者ホルダーなの？　情けなくないの？」

「面目ないっす……」

「そもそも誰が一番だとかどうでもいいじゃない。そんなの将棋を指せばはっきりするし」

「確かにな。将棋指しならそれが正解だ」

「で？」

「え？」

「誰が一番なの？」

　んん!?

　たった今……誰が一番とかどうでもいいって言ってなかったか？

「か、勘違いするんじゃないわよ!?　私が言ってるのはつまり誰が一番将棋が強いかって意味なんだからね!?　あなたのお気に入りを聞いてるわけじゃないんだからね!?」

「わかってる！　わ、わかってます!!」

「……まあいいわ」

　天衣はぷいっと横を向くと、

「私はあなたを師匠だなんて呼ばないから」

　怒りで赤くなった顔で、こう言った。

「あなたはしょせん、制度上必要だから──親が望んだから、仕方なく、籍を入れてるだけの師匠なんだから。私はあなたの弟子になることなんて、これっぽっちも望んでないんだから。だから、だから……！」

　黒衣の少女あいは最初に出会ったときのように生意気な口調で、けれど最初に出会ったときよりもさらに魅力的な笑顔で、俺に向かってこう言った。





「勘違いしないでよ────八一せんせい！」









[image: ]











あとがきに代えて──『棋士とすれちがう』






　ラノベ作家としては少数派だと思いますが、私は作品を執筆する際、かなり時間をかけて取材を行います。

　舞台となる関西将棋会館・東京の将棋会館とその周辺は何度も歩きましたし、タイトル戦や大盤解説会、将棋祭りなどにも一般客として参加しています。取材費は全て自腹なので、あまり遠くへは行けませんが……。

　その際、意図せずに棋士や女流棋士の先生と出会う事が何度もありました。

　出会う──と言ってもこちらは一般客ですし、棋士の先生方にとってもプライベートかそれに近い状態でしたから、声をおかけしたりすることはありません。

　ただ『すれちがう』だけです。

　初めて関西将棋会館を訪れた際、さあ会館に入ろう！　という瞬間、中から出てきた人々を見て私は声を上げそうになりました。

　船江先生を先頭に、稲葉先生、あと確か宮本先生だったかと思いますが、三人のプロ棋士が颯爽と連盟から出てこられたのです。どうやらお昼を食べに行かれる様子。失礼とは思いましたが絶好の機会。どんなお店に入るのか見ていました。福島駅周辺は様々なお店がありますが意外と落ち着いてお昼を食べられる感じの店は少なく、「ほおー、こういう場所に……」と非常に参考になりました。

　関西将棋会館一階のレストラン『イレブン』でも棋士に遭遇した事があります。

　Ｕ字型のカウンター席で珍豚美人を注文し、店内を見渡しつつ「どうやって描写しようかな……」と頭の中で文章を組み立てていると、プロ棋士二人、女流棋士二人の四人組が入店。お客様も心得たもので、プライベートで先生方に声をかけるような人はいません。

『イレブン』はテーブル席もあるのですが、基本は二人掛け。作中では四人で座る描写があるためどうするか興味がありましたが、一番隅のテーブル席を二つ繫げていました。

　また、棋士の先生方が何を注文なさるのかも興味深いところ。作中では、あいがバターライスを食べていましたが、それはこの時の事が反映されています。

　東京はメインの舞台ではありませんが、原宿から千駄ヶ谷を経由して新宿あたりまで歩いた事があります。ちょうど代々木公園でデング熱が話題になっていた頃でした。蚊に気をつけつつ私が目指した場所は、棋士がよく出前を取る『みろく庵』。

　蕎麦屋……のはずなんですが、居酒屋という感じ。メニューも豊富で、なぜかパックに入った朝摘みのブルーベリーが売っていたりと、味のあるお店です。

　私がそこで唐揚げ定食（丸山先生が増量することで有名）を食べていると、入店してきたのは『風車』の伊藤果先生。お店の人には「ショーギの先生」と呼ばれていました。その後、他にもプロ棋士や女流棋士の先生方が集まって来られました。

　店内ではどうしても会話が耳に入ってしまうため急いで食事を終えて店を出ましたが、そのためあまり味は憶えていません……『骨付きで美味しい』とメモに書いてありました。

　偶然のすれちがいもあれば、必然のすれちがいもあります。各地で行われる将棋イベントに出席すれば、会場内で棋士の先生方とすれちがう事態は頻繁に起こりえます。

『将棋世界』やニコ生でしか見たことのない棋士の先生方を、こんな近くで拝見することができるなんて……！　と、地方の将棋ファンにとっては感激の嵐。どなたも本当に魅力的です。

　その中でも特に印象的だったのが久保利明先生。

　会場内を歩いていたところをファンの方に声をかけられ、著書にサインを求められた久保先生は、本当に嬉しそうな笑顔を浮かべて快諾。その笑顔のまま握手までしておられました。ぶっちゃけサインを求めた人よりも嬉しそうな顔をしてらっしゃいました。その様子をすぐ近くで見ていた私まで、思わず笑顔になってしまうような、本当に温かな光景でした。

『東急将棋まつり』では『ひふみん』こと加藤一二三先生が大活躍される様子を拝見したのですが、すごかったのはステージでのトークイベントの後、ご著書へのサイン会の時でした。サイン用のブースへ向かわれる加藤先生にファンの方々が次々と手を差し伸べると、先生はまるでリングへ進むレスラーのように全ての手にタッチ。サイン中も、サインを求める子供の頭に手をかざして祝福をお与えになる等、にゃんともサービス精神旺盛なのです。

『ボヤキ』で有名な石田和雄先生は、名人戦が行われた『ウェスティンナゴヤキャッスル』で二度、解説会場以外ですれちがったことがあります。

　一度は、私がホテルにチェックインし、宿泊階へ到達した時。

　エレベーターのドアが開くと、いきなり紋付き袴を身にまとった石田先生が立っていて、思わず「うお！」と言ってしまいました。石田先生もその声に驚いたのか「んんっ!?」と後ずさっておられました。申し訳ございませんでした。

　二度目は対局終了後。私が一階のロビー横にある土産物売り場兼ベーカリーみたいな場所をブラついていると、立会人の大仕事を終えて洋服に着替えられた石田先生が、本当にお腹を空かせた様子で現れたのです。

　そしてパンを注文なさったのですが、店員の「そこのトレーで持って来てください」と言う声が聞き取りづらかったのか、石田先生は「？」と眉をハの字にし、途方に暮れた様子で立ち尽くしておられました。

　思わず「そこにあるトングとトレーを使うんですよ」と声をかけそうになってしまいましたが、先生はご自分で発見なさり、無事にパンをお買いになられました。

　その日、私はそのままホテルに宿泊し、翌朝、一階のラウンジで朝食を摂ります。

『森内、名人防衛』という見出しの新聞を広げながらオレンジジュースを飲んでいると、すぐ近くのテーブルに、やたらと身体の細い少年が一人で座りました。

　豊島将之先生でした。

　副立会人として宿泊なさっておられた豊島先生は、今時の若者らしくスマホ片手に、しかし今時の若者ではありえないほど静かに、落ち着いた様子で座っておられました。周囲の人々は誰も、そこにいる若者が勝負の世界に生きるプロだとは気づきもしません。




　しなやかな指でスマホに触れながら一人、ひっそりと朝食を摂るその姿に、私は何故か、対局中の棋士の姿を見た気がしました。







　……という感じで一巻に引き続き随筆風のあとがきでした。一巻のＫくんの話が本文より好評だったためもう一度やってみたんですが……ストーカーの告白文みたいですね……。

　今回のエピソード（？）は、まだ具体的に出版の予定が立っていない頃のお話です。

　その後、原稿が完成して出版の告知が行われる頃になると、私も胸を張って「取材です！」と言えるため堂々と将棋関係者の方々にお目に掛かる事ができるようになりました。

　監修していただいている『西遊棋』の先生とお話しさせていただいたり、関西将棋会館の中をご案内いただいたいり、『ヤングガンガン』で漫画版を担当してくれているカズキさんやこげたさんと一緒にタイトル戦の控室にお邪魔させていただいたり、それがちょうどジャン●でも将棋漫画が始まったタイミングで、そこにおられたＩ先生と「最近ジ●ンプでも将棋漫画が始まったんですよ」「ほー」「というかＩ上先生の『報われない努力はない』のエピソードが登場してましたよ？」「ホンマ!?　帰りにジャ●プ買ってこ！」一緒におられたＦ崎先生が「わしはジ●ンプ買わんで！　ヤングガンガンや!!　ヤングガンガンや!!」と連呼しておられたりと、将棋ファンとして幸せな時間を過ごさせていただきました。

　棋士の先生とお話しさせていただけたのも嬉しかったのですが、いつも私たち将棋ファンに文章と写真で情報を発信してくださる観戦記者の方々ともお話しさせていただけたのが本当に嬉しかったです！　翔記者、潤記者、ありがとうございました！

　愛知県に来られていた野月先生と岐阜まで天皇杯の試合を観に行った時には、先生にＦＣ岐阜のレプリカユニフォームを着ていただき、我々サポーターと一緒に応援をしていただきました。コンサドーレ札幌のサポーターでいらっしゃる野月先生にこんな事までお願いしてしまって大丈夫かと思ったんですが……だってほら、天皇杯は声出しするサポも少ないから……。

　野月先生は将棋とサッカーのコラボを精力的に推進しておられ、日本各地のスタジアムに唐突に出現なさいます。ツイッターでその行動範囲の広さを拝見するたびに、この方の職業は棋士じゃなくて旅人なんじゃないかと思ってしまいます。中田か！

　野月先生のご紹介で、将棋系サッカーライターのいしかわごうさんともお話しさせていただく機会を持つ事ができました。『将棋×サッカー』コラボの記事を各誌で精力的に執筆なさっておられる他、『将棋ファンあるある』というご著書も発表なさっておられます。

　いま、将棋の世界はどんどん広がりを見せていっております。

　私はその中でもマイナーなジャンルで細々と活動させていただいているわけですが、それでも、この本を読んで「将棋に興味を持ちました！」「将棋ってこんなに熱いんですね！」と言ってくださる方々がいらっしゃって、とても元気をいただいています。

　ファンタジーを題材にした作品なんかですと、読み終わった後に「私もこんな世界に行って冒険してみたいな……」と思ったところで、そこに行く事はできません。

　ですが将棋なら、すぐに指す事ができます。この巻に登場した大阪の新世界にも将棋道場がありますし、それこそ連盟に行けばプロ棋士と将棋を指す事もできます。

　読んだ『先』に、もっと面白いものがある。

　そんな作品を書く事が私の夢でした。

　その夢をかなえてくださった監修の『西遊棋』の先生方、イラストのしらび先生、担当編集様、漫画版を担当くださっているカズキ先生とこげた先生。そしてお読みいただいている読者の皆様に、改めてお礼を申し上げます。

　次の三巻は、私が最も書きたかった事がテーマになります。

　これまで以上に熱く、そして笑って泣けるお話にできるよう頑張りますので、ご期待いただければ幸いです。

















「車買こうたのどすー」

　その日、俺が棋士室に顔を出すと供御飯万智くぐいまち山城桜花やましろおうか（長い）が一人で対局室モニターをぼんやり眺めており、世間話をしているうちにそんな話題が出た。

「最近免許取ってなぁ。タイトル戦の賞金で買うんやったら親も反対できひんし」

　供御飯さんは実家が京都きょうとのお公家くげさんという由緒正しいお嬢様で、家は京都御所ごしょの隣にあるという。運転手付きのお車で移動する羨うらやましいご身分だけど、まだ十九歳の女性にはそんなものより自由が欲しいらしく「思い切って買うたったんやー」と晴れやかな表情で語った。

「でも棋士って運転しない人多いですよね？」

「あー、運転中も将棋のこと考えて事故りそうになるっていうなぁ」

「供御飯さんは大丈夫なんですか？」

「こなたは今のとこ、そういうことはおざらぬな。今日も大丈夫やったし」

「じゃあ今日は運転して連盟ここまで？　後でどんな車か見せてくださいよ」

「よろしおすー」

　供御飯さんは車のキーをちゃらちゃらさせながら、

「っていうか竜王サン、暇やったら今夜ドライブでもいかがどす？」

「え!?」

「行ってみたいトコがおざりますのや。少し遠いで帰りは明日の朝になるやもしれんけど」

「あ……朝帰りッスか!?」

「あーでも竜王サン、小さいお弟子と二人で暮らしていらしゃるんやったなぁ。さすがに夜は家を空けられへんかー」

「だ、大丈夫です！　師匠の家で預かってもらいますし!!」

「ええのん？」

「はい!!　朝帰り、ドンと来いッス!!」

　そんなわけで、あいを師匠の家に預けて（師匠は大喜びだった。あいは荒れた）供御飯さんと夜のドライブデートに繰り出すことになったんだが──

「……どうして月つき夜よ見み坂ざかさんもいるんですか」

「あ？　いたら悪いのかよ？　ドア開けて突き落とすぞコラ？」

　なぜか月夜見坂燎りょう女流玉将も一緒に車に乗っていた。

「つーかオメ、何だよあの将棋はよ？　タイトル戦で全駒ぜんこまって容赦ようしゃ無さすぎんだろいくら何でも。あ？　テメェらはアレか？　武士の情けっつーか、人間の心ってもんがねーのか？　あ？」

「いや姉弟子のした事を俺に言われても──」


「うッせえテメェら姉弟きょうだいで最高位独占してムカつくんじゃボゲェェェェェェェェ!!」



　月夜見坂さんは挑戦失敗の腹いせに俺をガンガン蹴りながらわめき散らす。痛ェ!!

「ちょっと供御飯さん！　この人ヤバい！　荒れすぎ!!　捨てましょうコンビニとかに!!」

「ええやないの二人とも。三人のが楽しおすやろ？」

　ゴキゲンな感じで運転する供御飯さんの車は小さめのハイブリッドカーだった。オレンジ色の可愛らしい車だ。

　その車の、なぜか後部座席に俺と月夜見坂さんが並んで座っている。

　俺は助手席に座りたかったんだけど「隣に誰かおざると運転に集中できひんのどすー」と供御飯さんが言ったのでこうなった。猛獣と同じ檻に入れられた心境である。

「……でもま、車って楽だよな。単車だと三人とか乗れねーし」

「月夜見坂さんは車持ってないんですか？」

「免許すら持ってねーよ。単車は高校の頃から乗ってっけど」

「じゃあバイクの免許は持ってるわけですね？」

「……」

　何で黙る。

「え？　月夜見坂さん免許持ってますよね？　だ、大丈夫ですよね？　タイトル保持者が無免とかシャレにならないんですけど……」

「うるせーなー。今は持ってるよ」

　今は……？

「ところでクズ。オメーんとこの弟子はどうなんだよ？　もう辞めたとかじゃねえだろうな？」

「増えました」

「「増えた!?」」

「おかげさまで二人とも好調なんですけど、一門でぶつかる事もあるわけで……関西は人数が少ないから仕方が無い事とはいえ、やっぱり見ててつらいです。特に、桂けい香かさんには色んな意味で迷惑かけちゃって……」

「桂香サンなぁ。あの人もなかなか壁を破られへんねぇ」

「筋は悪くねーと思うんだけどな。将棋始めるのが遅かったのが影響してんのかね？」

　いつの間にか外は暗くなっていた。







「ここどす」

　供御飯さんが車を駐めたのは、山の上の展望台みたいな場所だった。


「「おおー……！」」



　ガードレール沿いに停めた車から降りた俺と月夜見坂さんは、思わず溜め息を漏らした。

　京都市内の夜景が一望できる。圧巻だった。

「上にも下にも星空が広がってる感じですねぇ……めっちゃ綺き麗れいだ……」

「夜の京都も捨てたもんやあらしゃいませんやろ？」

　来る途中のコンビニで買った缶コーヒーを飲みながら、三人で車にもたれて夜の景色を眺めていた。将棋指しには珍しい、普通の青春って感じだ。

　月夜見坂さんがポツリと言う。

「……こんな広い星空を見てると……」

「将棋盤が小さく思えますか？」

「いんや。ますます広く思えてくる」

　ニヤリと不敵に笑いながら、月夜見坂さんはそう言って缶コーヒーを飲み干した。

　いつもの月夜見坂さんに戻ってくれたようで安心していると──

「将棋盤にも星がおざりますしなぁ」

　その一言が引き金となった。

「は？　万智おま、なに言ってんの？　将棋盤に星なんてついてねーだろ」

「ついとるよ？」

「ねーよ。ついてない」

「ついとるて。ねえ竜王サン？」

「え!?　俺ッスか!?」

「ついとるよねえ？」

「つ・い・て・ま・せ・ん。バカじゃねーの？　何年将棋やってんだよ？　だろクズ？　ついてねーよなあ？」


「え？　うーん…………ど、どっちだったかなぁ……？」



　やばい。本気で思い出せない。

　囲碁には星（黒い点）がついてるのはわかる。それは意味があるからだ。

　けど将棋盤には星がついてる意味は無い……よね？　たぶん……。

「ま、まあお二人とも。いいじゃないですかどっちでも。家に帰ってから将棋盤を見ればいいだけのことで──」

「そんならええよ。お燎、女流玉将戦の賞金賭けよか。こなたはこの車賭けるで」

「「えっ!?」」

　俺と月夜見坂さんは同時に叫んだ。

　供御飯さんはいつものはんなりとした表情のまま、畳みかけるように言ってくる。

「ほれ。これ車のキー。お燎が勝ったらこの車はそなたのもんや。乗って帰ったらええ。こなたと竜王サンは歩いて帰る」

　俺も歩くの!?　ここから大阪おおさかまで!?

「いや……ちょっと待てよ万智。そもそもオレ、車の免許持ってねーし。それに──」

「なんや？　逃げるん？　絶対に星はついておざらんのやろ？　やったら車タダ取りやん。女流玉将はタダで取れる駒も取らんほど臆病なんか？　ん？　んー？」


「取ってやろーじゃねえかコラァァァァァァァァァァァァッ!!」



　月夜見坂さんは財布の中から銀行のキャッシュカードを取り出すと、それを車のボンネットに叩きつけ、そして俺にこう言った。

「おいクズ。銀子に電話しろ」

「は!?　とっくに寝てますよ！　姉弟子寝るのめちゃ早いんですから!!」

「だからだよ。あいつ将棋盤抱いて寝てんだろ？　ちょうどいいじゃねーか」

「た、確かに姉弟子は棋譜並べの途中で気を失ったように寝落ちすることがありますが！　でもよくないです！　俺が殺されます!!　あの人寝起きメチャメチャ悪いんです!!」

「今ここでオレと万智に殺されるか、あとで銀子に殺されるか、好きな方を選べよ」

「竜王サン、崖から突き落とされるのがええ？　車に轢かれるのがええ？　それとも車で轢いた後に崖から突き落とされるのがええ？」

　本気だ。この人達、割とマジで本気だ。


「ど…………どうなっても知りませんからね……？」



　俺は覚悟を決めると、震える手でスマホを操作して姉弟子を呼び出す。

　二十回くらいコールすると──


『………………なに？』



「あ！　や、や、や、夜分遅く申し訳ございませんっ！　寝てました……よね？」

『……だから、なに？』

　超こえええええええ。

「あ、あのぉ……将棋盤にですねぇ、星がついてるかどうか……見て欲しいっていうか……」

『……どうしてそんなことを聞く？』

「い、今ですね、供御飯さんの車で星を見に来てて……あっ！　月夜見坂さんも一緒なんですけど！　そこからどういうわけか将棋盤に星がついてるかどうかの論争に発展しまして……」

『……』

「あ、姉弟子？　星は……？」

『知らない。ついてるんじゃないの？』

　ピッ。ツー……ツー……。

「竜王サン。どないどした？」

「あの……確認してはもらえませんでしたが、姉弟子は『ついてるんじゃないの？』と……」

「ハッ!!」

　その瞬間、月夜見坂さんは勝ち誇った表情で夜空の星々を見上げ、こう言った。

「銀子ヤツの時代も終わったな！」

　姉弟子の時代が終わったのか、月夜見坂さんのキャッシュカードが終わったのか……。

　答えはぜひ、皆さまの目でご確認いただきたい。







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　おかげさまで２巻を発売する事ができました。ありがとうございます。この巻には、私が最も心を揺さぶられた対局が登場します。プロ棋士の対局ではありませんが、見るたびに心を熱くしてくれる将棋です。この本を読んで同じように熱いものを感じていただけたら嬉しいです！




イラスト

しらび

　２巻初登場のライバル夜叉神天衣ですが黒と赤がイメージカラーとなっています。あいちゃんは白と青、ＪＳ研メンバーもそれぞれ色のイメージから描きました。ハーは悩みが多そうなので灰色寄りに。悩みますがキャラを描くのは楽しいです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797386769.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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